
月の静穏 月の静穏 

–

建
築
設
計
と
小
説
執
筆
か
ら
ソ
ウ
ゾ
ウ
す
る

２
１
５
０
年
の
月
世
界–

S
F

小
説
と
建
築
設
計

月
面
開
発
と
非
宇
宙
系
の
人

　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
て
宇
宙
開
発
が
進
ん
で
き
て
い

る
。
例
え
ばN

A
S
A

やE
S
A

、
日
本
のisp

ace

な
ど
は
月
面
基
地
・

月
面
都
市
を
作
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
早
く
て
１
０
年
以

内
に
最
初
の
基
地
が
作
り
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
計
画
は
、
宇
宙
開
発
は
科
学
技
術
の
発
展
や
軍
事
力
増
強
、

国
力
を
示
す
事
な
ど
と
相
関
が
高
い
た
め
に
、
国
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
各
国
競
っ
て
知
ら
ぬ
間
に
着
々
と
進
ん
で
き
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
盛
り
上
が
り
は
宇
宙
系
に
携
わ
る
人
間
を
中

心
と
し
た
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
盛
り
上
が
り
で
あ
り
、
宇
宙
系

以
外
の
人
た
ち
は
、
月
面
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
話
は
、
あ
ま
り
に
も
普
段
の
生
活
と
か
け
離
れ
て
い

る
が
ゆ
え
に
宇
宙
開
発
計
画
に
興
味
が
な
い
、
あ
る
い
は
否
定

的
な
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
月
面
都
市

・
月
面
建
築
を
、
生
活

・
文
化

・
宗
教
等

を
予
測

・
想
像
し
、
よ
り
文
化
的
解
像
度
が
高
い
条
件
設
定
の

も
と
設
計
す
る
こ
と
で
、
月
面
で
の
生
活
を
リ
ア
ル
に
想
像
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
加
速
し
て
く

る
月
面
開
発
計
画
を
、
少
し
で
も
自
分
ご
と
の
よ
う
に
楽
し
め

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

文
化
的
解
像
度
の
高
い
月
面
都
市
を
設
計
す
る
た
め
に
、S

F

プ
ロ
ト

タ
イ
ピ
ン
グ
と
い
う
手
法
を
参
照
す
る
。S

F

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
と
は
、

未
来
の
物
語
を
作
成
ま
た
は
参
照
し
、
そ
れ
を
基
に
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を

作
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
設
計
でS

F

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
を
参
照
す
る
理
由
は
以
下
の
３
つ

で
あ
る
。

・
文
化
的
解
像
度
が
高
い
世
界
を
作
る
こ
と
と
、
物
語
を
考
え
る
こ
と

と
の
相
性
が
良
い
た
め
。

・
未
来
の
物
語
と
共
に
、
作
ら
れ
た
も
の
が
語
ら
れ
る
の
で
、
既
存
で

は
な
い
形
で
も
使
い
方

（
住
ま
い
方
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
た
め
。

・
今
ま
で
の
月
面
計
画
に
よ
く
見
ら
れ
る
機
械
工
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
案
か
ら
の
飛
躍
を
狙
う
た
め
。

　

こ
れ
を
用
い
、2

1
5
0

年
の
月
世
界
の
物
語
を
作
り
、
そ
こ
で
暮
ら

す
２
人
の
主
人
公
が
住
む
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
２
人
の
住
宅
」
の
設
計
を
す

る
。2

1
5
0

年
と
い
う
時
代
設
定
は
、
文
化
的
に
地
球
に
従
属
し
て
い

な
く
、
月
独
自
の
文
化
が
発
展
し
て
久
し
い
世
の
中
で
生
き
る
、
月

生
ま
れ
月
育
ち
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
月
世
界
を
生
き
る
の
か
を
想

定
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

SOM ： 具体的な年は明記していないが、 シャクルトンクレーターの縁に 10 か月間の滞

在を可能にする月面の居住室群を構想している。

月面都市 / 基地構想の例

SF プロトタイピング　事例

ispace ： 2040 年に 1000 人が住み、 年間 10000 人が訪れると構想している。

自動操縦ヨットのある未来の風景 （Fab cafe A.D.A.M 2　より参照）

線状のライト

間接照明

暖色と白色の中間の色合いの
照明

→洗練された空間の表現

→洗練された空間の表現

→落ち着く空間と洗練された空
間の狭間を表現？

ラブ、デス＆ロボット「わし座領域のかなた」

滞在施設　個室

2019 年 おそらく１G なし

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察
内部に池
→環境用？生活用水確保？

→隠れ家なので、うかつに横に
窓を作ることができないため

上の方から光が入っている

ラブ、デス＆ロボット「荒野のスノー」

戸建て住宅（隠れ家）　内観

2021 年 おそらく１G あり

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察

部屋の中央に天板がタッチパネ
ルにもなっている机
→元々会議用？

ラブ、デス＆ロボット「避難シェルター」

避難シェルター　内観

2021 年 おそらく１G なし

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察

銀河鉄道 999

惑星４　都市俯瞰

1979 年 あり

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

おそらく 1G

表現と考察
都市が帯状に場っており、それ
を三角の道路が繋いでいる？
→メガロポリスの表現？

機動戦士ガンダム

コロニー都市　戸建て住宅　外観

1980 年 あり

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

おそらく 1G

表現と考察
地球とほぼ変わらない四角の建
物

窓が多い？

→丸より内部のスペースの有効
活用ができる

→窓が気軽につけれなかった時
代の反発？

星旅少年

ある惑星住居　内観

2022 年 あり

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

おそらく 1G

表現と考察
大きな天窓がデスクの上にある
→よく座る場所で宇宙を眺める
ことができるように

→建設物資を小惑星から？
小惑星にめり込んだような外観

→拡張している様子？
戦闘時隠れやすくするため？

ギザギザとレイヤー状になって
いる

機動戦士ガンダム　水星の魔女

宇宙ステーション？　外観

2022 年 おそらく 0G なし

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察

→崖の探索をしやすいように
→景色のため

崖にせり出している

静かなる海

月面基地　外観

2021 年 １/6G なし

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察

→上下で重力差が生まれて
しまうため

あまり高い建物がない

インターステラー

宇宙ステーション　内観

2014 年 おそらく１G あり

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察

→建築素材を砂にすること
でコスト削減？

砂に擬態した都市

DUNE

都市　外観

2021 年 おそらく１G あり

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察

→落ちても大丈夫な重力設定？
手すりなし

パッセンジャー

輸送船　豪華な個室

2016 年 おそらく１G あり

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察

→地球人が移住してきやすい
ように？

地球の町のような外観

→景観のため？
くぼみの中に都市

アド・アストラ

都市　外観

2019 年 おそらく１G なし

タイトル

制作年 作中重力 外部の空気の有無

シーン

表現と考察

月
面
環
境
と
月
面
建
築
の
基
本

宇
宙S

F

と
建
築

　

宇
宙S

F

作
品
と
建
築
の
関
係
を
調
べ
る
た
め
、
私
た
ち
が
一
般
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
作
品

（
＝
主
にA

m
azo

n
 P

rim
e V

id
eo

 , N
etflix

に
て

配
信
さ
れ
て
い
る
作
品
）
か
ら
、
宇
宙
建
築

（
宇
宙
空
間
に
お
い
て
人
の

営
み
が
行
わ
れ
て
い
る
空
間
）
・
宇
宙
都
市
計
画
的
要
素
が
表
現
さ
れ
て
い

る
場
面
を
取
り
出
し
、
そ
の
シ
ー
ン
に
お
い
て
「
ど
の
要
素
」
が
「
ど
の
よ

う
な
意
図
で
使
わ
れ
て
い
る
」
の
か
調
査
す
る(

調
査
の
一
部
抜
粋)

。
既

存
技
術
の
未
来
で
の
発
展
の
さ
せ
方
に
つ
い
て
調
査
を
あ
る
程
度
蓄
え
た
段

階
で
、
小
説
執
筆
、
設
計
に
移
っ
て
い
く
。

　

月
面
の
環
境
は
重
力
が
地
球
の1

/
6

で
あ
る
こ
と
を
初
め
、
多
く
の
条

件
が
地
球
と
異
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
球
上
と
は
建
築
す
る
上
で
必

要
な
こ
と
が
異
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
構
造
躯
体
だ
と
、
地
球
の
日
本
で

は
地
震
に
耐
え
る
こ
と
が
支
配
的
な
要
因
に
な
る
た
め
、
ラ
ー
メ
ン
構
造

が
用
い
ら
れ
る
が
、
月
面
で
は
内
外
の
気
圧
差
に
耐
え
る
こ
と
が
支
配
的

な
要
因
と
な
る
た
め
、
風
船
の
よ
う
な
な
る
べ
く
角
が
な
い
構
造
と
な
る
。

2
1
5
0

年
の
未
来
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
よ
う
な
基
本
に
は
則
り
な
が
ら

も
、
、
工
学
的
で
は
な
い
飛
躍
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
と
親
し
み
や
す
さ
の
バ
ラ

ン
ス
感
を
、
小
説
と
設
計
を
行
き
来
し
な
が
ら
探
っ
て
い
く
。

銀河放射線

太陽風

例えば ......

例えば ......

微小隕石

重力 1/6G

サラサラな砂 （レゴリス）

月震 （エネルギー小さく、 発生する場所も限られてくる）

月の砂の再現

これらを防護するた

めの素材 ・ 構造

断熱素材

真空

昼は 110℃、 夜は－

170℃という温度差

圧力差に耐える構造

気密をとる構造

未来の月面でも使われるであろう基本建築技術の例

宇宙 SＦ調査抜粋

3D プリント工法

インフレータブル構造

月面の環境要因

萎んで小さくなっている。

風船のように膨らんで角が少ないものに

なる （角があると角に圧力が集中し、

破損の恐れがあるため）

月の砂はある程度厚みがあると、

放射線や隕石を防ぐことができるの

で、 月の砂を材料として３DP で積

層させることで防護空間を作る。



アルテミス

小都市

ゲルラッシュ

小都市

シャクルトン

最寄りのクレーター

図書館
公園
中だけど砂が敷いてある

大通りに面している

小学校

住宅街

住宅街

養魚場

養魚場

外　徒歩 30分
上りなので
ちょっと遅い

中　地下鉄

外　徒跳

中　徒跳

中　徒跳

畜産場
養虫場

畜産場養虫場

虫屋クサキ

昔のモジュール
２人は 3分くらい追いかけていた。
最初期にクレーターに近い高台に着陸した。
今は工場地帯となり人の出入りがなく忘れ去られていた。

屋台地域。僅かにいる低
賃金工場労働者と比較的
安い住宅街に挟まれ、中
は少しグレーな地域。

中　徒跳

植物工場

酒造場

オフィス街

酒造場
植物工場

中　地下鉄

中　寝台特急
カグヤへ

中　徒跳

コンビニ
大学

中　徒跳
外　徒跳

いしや山月

外　徒跳

外　車

地質の間に位置し、近くの採石場がある。

近くの珈琲店

飲食店

教会本部・広場・屋台

大きなエアロック

祭壇

最も賑わうであろう都市の中
心部に静けさを美徳とする組
織が鎮座している

教会本部と同じくらいの標高
で、身を清めるのに十分な外
の距離が確保できるところ外　静歩

中　静歩

中　徒跳

中　地下鉄

ターミナル駅

中　寝台特急
セレネへ

中　徒跳

中　地下鉄

地球とシャクルトンクレーターというアル
テミスの目玉を最大限楽しめる場所

住宅街

観光地

展望台

南極点展望台

住宅街

ホテル群

小都市シャクルトン

小都市ゲルラッシュ

地球が見える方向

２人の住宅

水　採掘場

宇宙港アルテミス

水を使う量が多い順にクレーターに近くなる。

地球が見えづらいのでちょっと安い。

地球がよく見える建ち方をした建物が多い。

カグヤ方面 セレネ方面

ジョウガ方面

大きな中通路（街区）

1 話

２話

３話

４話

５話 ８話

９話７話

移動経路移動方法地点名称 道・路線
中　徒跳（月面での徒歩）
それ以外

寝台特急路線（新幹線の様なもの）
電車路線
参道

駅

建物など

自宅（設計対象）

大きな中通路（街区）

米アルテミス計画での着陸候補地

これまでの各国の着陸地

街区模型 S=1/5000

太陽光検討模型 S=1/1000000

月南極付近の年間日照量と地形傾斜のデータ月南極付近の高さデータ上 ・ 下） 小説 「月日記」 での主人公たち

の移動経路と訪れた建物

太陽光

太陽光

中通路 : 地中を通っている公共の通路

約１㎞

設計対象

隣家

敷
地　

月
面
に
も
場
所
に
よ
り
様
々
な
特
性
が
あ
る
。
水
の
分
布
、
日
照
率
の
違
い
、
鉱
石
分
布
、

永
久
影
と
な
る
場
所
の
分
布
、
地
質
の
違
い
、
ク
レ
ー
タ
ー

・
縦
穴

・
溶
岩
洞
窟

・
平
地
の
有

無
な
ど
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
て
敷
地
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
月
面
開

発
初
期
か
ら
優
先
的
に
取
り
合
い
と
な
る
要
素
は
主
に
次
の
３
つ
で
あ
る
。

・
高
日
照
地
域

：
年
間
を
通
し
て
８
０
％
以
上
の
期
間
日
が
当
た
り
続
け
る
地
域
。

・
縦
穴

：
大
き
な
基
地
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る
。

・
永
久
影

：
氷
と
し
て
水
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
あ
り
。

こ
れ
ら
の
要
素
が
集
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
都
市
が
で
き
て
い
く
と
想
定
す
る
。

今
回
は
、

・
米
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
で
の
着
陸
候
補
地

・
こ
れ
ま
で
の
各
国
の
着
陸
地

・
小
説
「
月
日
記
」
で
の
主
人
公
た
ち
の
移
動
経
路
と
訪
れ
た
建
物

・
月
南
極
付
近
の
高
さ
デ
ー
タ

・
月
南
極
付
近
の
年
間
日
照
量
と
地
形
傾
斜
の
デ
ー
タ

を
主
に
参
照
し
、
月
世
界
全
体
の
敷
地
を
選
定
、
ま
た
設
定
し
て
い
く
。

　

設
計
対
象
の
「
２
人
の
住
宅
」
の
敷
地
は
、
月
面
の
南
極
点
付
近
で
あ
り
、
太
陽
は
地
平
線

か
ら1

.5

度
以
上
離
れ
る
こ
と
な
く
動
い
て
見
え
る
。
ま
た
、
地
球
は
軽
度
０
度
か
ら
大
き
く

外
れ
る
こ
と
な
く
上
下
に
動
い
て
見
え
る
。
斜
度
約1

5

度
の
斜
面
で
あ
り
、
近
く
に
シ
ャ
ク
ル

ト
ン
ク
レ
ー
タ
ー
と
い
う
直
径
約2

1

㎞
の
ク
レ
ー
タ
ー
が
あ
る
。
こ
の
ク
レ
ー
タ
ー
の
裏
に
太
陽

が
隠
れ
て
い
る
時
に
主
に
夜
に
な
る
。

小
説
「
月
日
記
」

86

ね
ら
れ
て
い
く
。
寿
司
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
最
近
の
朝
食
の
お
気
に
入
り
だ
。
一
口
で
ち
び
ち
び
と
食
べ
れ
る
の
が
何
よ
り

朝
に
向
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
果
物
寿
司
が
で
き
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー
と
と
も
に
ア
ー
シ
ン
グ
へ
と
ふ
わ
り
と
跳
び
上
が
る
。

　
地
球
を
目
の
前
に
し
て
座
り
、
今
日
も
バ
ナ
が
い
な
い
の
で
、
孤
独
な
静
け
さ
を
堪
能
す
る
。
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
飽
き

て
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
バ
ナ
は
今
ツ
ク
ヨ
ミ
村
へ
と
帰
省
し
て
い
る
。
ア
ル
テ
ミ
ス
に
遊
び
に
来
た
い
と
言
っ
て
い
る
甥
っ
子
を
迎
え
に
数
日

前
に
出
て
い
っ
た
の
だ
が
、
今
日
帰
っ
て
く
る
予
定
だ
。

「
た
だ
い
ま
ー
ー
ー
」

　
噂
を
す
れ
ば
帰
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
…
…
し
か
し
、
お
か
し
い
。
甥
っ
子
も
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、1

人
分
の
声
し
か

聞
こ
え
な
か
っ
た
よ
う
な
…
…
。そ
う
思
っ
て
い
る
と
、ふ
っ
と
視
界
に
小
さ
な
影
が
高
く
駆
け
跳
ん
で
く
る
様
子
が
映
っ

た
。

(

初
め
ま
し
て
ミ
ン
ス
タ
さ
ん
リ
オ
で
す
！)

　
空
中
で
子
供
特
有
の
全
身
を
使
っ
た
手
話
で
、
リ
オ
は
自
己
紹
介
し
た
。

　
私
は
見
慣
れ
な
い
挨
拶
の
仕
方
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
手
話
で
、（
こ
ん
に
ち
は
リ
オ
く
ん
。
同
居
人
の
ミ
ン
ス
タ
で
す
）

と
返
し
た
。

「
や
っ
と
着
い
た
ー
。
リ
オ
、
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
し
た
？
」

　
バ
ナ
が
力
な
く
ふ
わ
ふ
わ
跳
び
な
が
ら
外
玄
関
か
ら
顔
を
出
し
た
。

「
一
番
」（
最
初
に
）「
あ
い
さ
つ
」（
し
た
よ
！
！
）

　
リ
オ
が
言
葉
と
手
話
を
混
ぜ
な
が
ら
や
や
不
満
げ
に
答
え
た
。最
近
の
子
た
ち
は
あ
ま
り
話
さ
な
い
と
聞
い
て
い
た
が
、

こ
う
い
う
会
話
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
と
年
寄
り
み
た
い
な
感
想
を
抱
い
た
。

（
す
ご
い
な
あ
、
こ
の
家
！
す
ご
い
）「
広
い
！
」（
探
検
し
て
き
て
い
い
？
）

　
リ
オ
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞
い
て
く
る
の
で
、
私
は
「
い
い
よ
」
と
微
笑
み
な
が
ら
言
っ
た
。

品
種
改
良
の
お
か
げ
で
同
じ
場
所
で
簡

単
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

(6)
フ
ー
ド
３D

P

に
そ
の
ま
ま
セ
ッ
ト

す
る
だ
け
で
、
洗
浄
や
皮
む
き
な
ど
の

下
処
理
を
し
て
３D

P

に
使
え
る
材
料

に
処
理
し
て
く
れ
、
そ
の
後
印
刷
さ
れ

る
ま
で
自
動
で
や
っ
て
く
れ
る
。

(7)
珈
琲
豆
の
粒
度
と
フ
ー
ド
３D

P

で

ど
の
よ
う
に
印
刷
す
る
か
の
設
定
。

フ
ー
ド
３D

P

は
、
ど
の
よ
う
な
食
材

で
も
対
応
で
き
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
登

録
で
き
る
。

(8)
跳
ん
だ
ほ
う
が
楽
な
の
で
、
ず
る
ず

る
と
足
を
引
き
ず
る
の
で
な
く
、
ふ
わ

ふ
わ
と
跳
ん
で
い
る
。

(9)
「
」
が
発
し
て
い
る
言
葉
で
、（
）

が
手
話
。
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
は
特
に

言
葉
を
発
し
が
ち
。
女
子
高
生
と
か
は

多
分
簡
略
式
の
高
速
手
話
と
短
い
言
葉

と
パ
ネ
ル
に
映
る
文
字
を
ミ
ッ
ク
ス
し

て
使
っ
て
る
。

(10)
ツ
ク
ヨ
ミ
村
の
家
は
ア
ル
テ
ミ
ス
の

家
の
よ
う
に
縦
に
細
長
く
、
広
い
わ
け

で
は
な
い
。

(8)

(9)(10)
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リ
オ
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
い
き
な
り
１
階
の
ア
ー
シ
ン
グ
か
ら
円
筒
の
真
ん
中
の
床
が
な
い
方
へ
と
勢
い
よ
く
飛
び
降

り
た
。

「
え
っ
？
！
ち
ょ
っ
と
！
！
大
丈
夫
？
！
？
！
」

　
私
が
驚
い
て
思
わ
ず
大
声
を
出
し
て
下
を
覗
く
と
、
地
下
３
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
あ
た
り
か
ら
、「
大
丈
夫
！
」
と

一
言
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
た
。

「
な
ん
で
も
最
近
の
子
は
足
に
ジ
ャ
ン
プ
力
と
着
地
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
補
助
具
み
た
い
な
も
ん
を
つ
け
て
る
ら

し
い
よ
。
流
行
っ
て
る
ん
だ
っ
て
」

　
バ
ナ
が
椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
苦
笑
い
で
伝
え
て
き
た
。

　
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
最
初
の
挨
拶
の
時
も
や
た
ら
と
高
く
跳
べ
る
も
の
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
か
、
と
少
し
納
得
が
い
っ
た
。

　
リ
オ
は
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
最
中
で
も
、
近
く
の
梯
子
に
跳
び
上
が
っ
た
り
降
り
た
り
、
キ
ッ
チ
ン
ま
で
一
気
に
跳

び
上
っ
た
り
、
食
糧
庫
ま
で
梯
子
を
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
す
っ
飛
ば
し
な
が
ら
上
っ
た
り
し
、
最
後
に
は
そ
こ
か
ら
真
ん
中

の
穴
を
大
き
く
飛
び
越
え
ア
ー
シ
ン
グ
に
い
る
私
た
ち
の
目
の
前
へ
と
戻
っ
て
き
た
。

（
す
ご
い
）「
楽
し
い
！
」（
外
も
行
っ
て
き
て
い
い
？
）

「
い
い
よ
〜
。
あ
ん
ま
り
遠
く
ま
で
は
行
か
な
い
で
ね
」

　
バ
ナ
が
ふ
に
ゃ
っ
と
答
え
る
。
バ
ナ
が
こ
こ
ま
で
疲
れ
て
い
る
の
は
、
長
い
旅
路
の
せ
い
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
わ
ん

ぱ
く
な
リ
オ
と
と
も
に
来
た
か
ら
だ
ろ
う
な
と
な
ん
と
な
く
察
し
た
。

　
リ
オ
は
外
服
を
着
こ
み
、
あ
っ
と
い
う
間
に
さ
っ
き
入
っ
て
き
た
ば
っ
か
り
の
外
玄
関
を
出
る
と
、
ヴ
ォ
イ
デ
ィ
ン
グ

を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
ひ
と
し
き
り
物
色
し
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
へ
と
消
え
て
い
っ
た
。

「
…
…
遠
く
ま
で
行
か
な
い
で
っ
て
い
う
の
、
無
理
な
話
か
も
ね
。」

　
な
ん
だ
か
私
も
も
う
疲
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

(11)
重
力
が1/6G

く
ら
い
な
の
で
、
地

球
で
言
う
と
だ
い
た
い
本
屋
の
本
棚
か

ら
飛
び
降
り
た
く
ら
い
の
衝
撃
の
は

ず
。
普
通
だ
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
痛
い
。

(12)
ヴ
ォ
イ
デ
ィ
ン
グ
（Voiding

）：

外
皮(

地
球
で
言
う
と
こ
ろ
の
屋
根

の
役
割
の
構
造
体)

に
覆
わ
れ
た
空
間

で
、
隕
石
や
放
射
線
に
よ
る
影
響
を
気

に
し
な
く
て
よ
い
長
期
滞
在
向
け
の
空

間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
で
あ
り
な
が

(11)

(12)
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「
遅
い
ね
」

　し
ば
ら
く
経
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
、
少
し
心
配
に
な
っ
て
き
た
。

「
ち
ょ
っ
と
探
し
に
行
っ
て
こ
よ
う
か
」
そ
う
私
が
言
う
と
、「
私
も
行
く
よ
」
と
バ
ナ
も
重
い
腰
を
上
げ
た
。

　外
に
出
て
、
ま
ず
ヴ
ォ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
停
め
て
あ
る
ロ
ー
バ
ー
の
後
ろ
と
、
縁
の
柱
の
影
を
探
す
。
い
な
い
。

　あ
た
り
を
ぐ
る
り
と
見
回
し
て
み
る
が
、
見
え
る
の
は
レ
ゴ
リ
ス
色
の
地
面
と
ぽ
つ
ぽ
つ
見
え
る
建
物
だ
け
で
あ
る
。

「
露
天
風
呂
の
方
か
な
？
」

　バ
ナ
が
そ
う
い
う
の
で
向
か
っ
て
み
る
。
し
か
し
、
ぱ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
、
い
な
い
。
一
応
モ
ジ
ュ
ー
ル
内
も
確
認
す

る
が
、
や
は
り
い
な
か
っ
た
。

「
ど
こ
に
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
他
の
人
の
家
と
か
か
な
…
…
？
」

「
う
ー
ん
、
あ
り
え
な
く
は
な
い
け
ど
…
…
。
あ
と
は
中
通
路
に
行
っ
た
と
か
か
な
」

「
そ
っ
ち
の
方
が
あ
り
そ
う
。
い
っ
た
ん
戻
っ
て
中
に
行
こ
う
か
」

　そ
う
言
っ
て
振
り
返
る
と
、
家
の
上
の
方
で
動
く
影
が
見
え
た
。

「
ん
？
あ
れ
っ
て
…
…
」

　私
が
そ
う
言
う
と
、
バ
ナ
も
気
づ
い
た
よ
う
で
、「
あ
、
あ
の
子
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
！
」
と
面
白
そ
う
に
言
っ
た
。
リ

オ
は
家
の
上
に
い
た
の
だ
。

　私
た
ち
が
近
づ
い
て
い
く
と
、
リ
オ
も
気
づ
い
た
よ
う
で
、
私
た
ち
に
手
を
振
っ
た
。

（
バ
ナ
ち
ゃ
ん
！
ミ
ン
ス
タ
さ
ん
！
い
い
場
所
見
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
お
い
で
よ
！
）

「
だ
っ
て
。
ど
う
す
る
？
ミ
ン
ス
タ
」

　バ
ナ
が
笑
い
な
が
ら
聞
い
て
く
る
。

「
あ
ん
な
と
こ
ろ
上
っ
た
こ
と
な
い
よ
。
ど
う
や
っ
て
い
く
の
？
」

　私
が
聞
く
と
、（
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
だ
っ
て
ー
！
）
と
バ
ナ
が
リ
オ
に
聞
い
た
。

（
僕
は
柱
の
方
か
ら
上
っ
た
け
ど
、
後
ろ
の
方
回
る
と
上
り
や
す
く
な
っ
て
る
よ
！
）

ら
「
宇
宙
服
を
着
る
家
の
中
」
の
認
識

の
空
間
。
そ
の
た
め
、
庭
の
よ
う
な
ベ

ラ
ン
ダ
の
よ
う
な
リ
ビ
ン
グ
の
よ
う
な

空
間
で
あ
る
が
、
例
え
ば
今
回
は
工
房

を
設
け
て
い
る
な
ど
、
一
室
の
機
能
が

入
る
こ
と
も
多
い
。

(13)
レ
ゴ
リ
ス
：
月
面
の
細
か
い
砂

(14)
宇
宙
服
同
士
で
の
無
線
通
信
に
よ
っ

て
会
話
し
て
い
る
。

(13)

(14)
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　リ
オ
が
ま
る
で
こ
の
家
の
こ
と
を
も
う
熟
知
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
す
ぐ
に
答
え
た
。

（
わ
か
っ
た
！
後
ろ
の
方
か
ら
行
く
よ
！
）

　バ
ナ
が
そ
う
返
事
を
し
、
上
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　家
の
後
ろ
の
方
は
斜
面
の
上
の
方
と
な
っ
て
お
り
、
家
の
外
皮
の
上
の
方
が
月
面
と
近
く
な
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
こ

こ
か
ら
な
ら
正
面
よ
り
上
り
や
す
そ
う
で
、
実
際
そ
こ
ま
で
苦
も
無
く
上
る
こ
と
が
で
き
た
。

　上
が
っ
た
後
、
リ
オ
の
方
ま
で
行
く
と
、
リ
オ
は
外
皮
の
採
光
用
窓
の
縁
に
座
っ
て
い
た
。

（
こ
こ
、
気
に
入
っ
た
！
高
い
し
、
い
い
感
じ
！
）

　私
た
ち
も
リ
オ
に
倣
っ
て
窓
の
縁
に
腰
掛
け
て
み
る
。
た
し
か
に
、〈
い
い
感
じ
〉
だ
っ
た
。
家
の
上
で
、
月
面
か
ら

離
れ
て
い
る
お
か
げ
か
、
普
段
よ
り
俯
瞰
し
て
景
色
を
眺
め
ら
れ
た
。

　静
か
な
動
か
な
い
砂
の
月
面
。

　月
面
に
擬
態
し
、
注
意
深
く
見
る
と
見
え
る
家
々
。

　真
っ
黒
な
宇
宙
。

　白
く
輝
く
太
陽
と
星
た
ち
。

　そ
れ
ら
の
要
素
を
最
も
良
い
バ
ラ
ン
ス
で
配
合
し
て
眺
め
ら
れ
る
場
所
な
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
う
ち
に
ま
だ
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
な
ん
て
ね
」

　思
わ
ず
つ
ぶ
や
く
と
、
バ
ナ
も
無
言
で
コ
ク
コ
ク
と
頷
き
、
少
し
間
が
開
い
て
か
ら
、「
こ
こ
に
長
く
居
れ
る
口
実
が

欲
し
い
も
ん
だ
ね
」
と
言
っ
た
。

　そ
こ
で
私
が
、

「
そ
う
だ
ね
、
じ
ゃ
あ
ツ
ク
ヨ
ミ
村
で
の
土
産
話
で
も
聞
か
せ
て
よ
。
バ
ナ
、
リ
オ
。」

　と
、
言
う
と
、
バ
ナ
と
リ
オ
は
喜
ん
で
話
し
始
め
た
。

「
い
い
ね
！
ま
ず
私
か
ら
喋
ろ
っ
か
な
ー
」

（
え
ー
！
）「
ず
る
い
！
」（
バ
ナ
ち
ゃ
ん
が
お
う
ち
に
い
る
時
す
ご
い
勘
違
い
し
た
話
か
ら
す
る
！
）

(15)
窓
の
縁
と
言
え
ど
、
歩
け
る
く
ら
い

に
は
広
い
。

(15)
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「
そ
、そ
の
話
は
し
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
…
…
さ
て
！
長
く
居
れ
る
よ
う
に
ま
ず
は
ツ
ク
ヨ
ミ
村
に
向
か
っ

て
る
最
中
の
話
か
ら
し
ま
す
か
！
ま
ず
初
日
に
家
を
出
た
後
…
…
」

「
ず
る
い
話
そ
ら
し
た
！
」

　休
日
、

　穏
や
か
な
地
球
模
様
の
良
き
日
に
、

　私
た
ち
は
静
か
に
盛
り
上
が
る
。

つ
づ
く

　
2
1
5
0

年
、
月
に
１
億
人
ほ
ど
が
住
み
、
独
自
の
文
化
で
発
展
し
て
き
て
い
る
月
世
界
で
、2

0

代
前
半
の
２
人
の
女
性
主
人
公
、
バ
ナ

と
ミ
ン
ス
タ
が
月
世
界
で
生
活
し
、
様
々
な
と
こ
ろ
に
行
く
日
常
の
様
子
を
短
編
集
と
し
て
ま
と
め
た
、「
月
日
記
」
を
描
く
。
「
月
日
記
」

は
実
際
に
あ
る
技
術
を
参
考
文
献
と
し
て
参
照
し
つ
つ
、
未
来
の
月
世
界
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
風
に
使
っ
て
い
る
。
ま
た
、
建

築
や
都
市
を
作
っ
て
い
く
の
で
、
な
る
べ
く
２
人
が
家
の
中
や
様
々
な
場
所
を
歩
き
回
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
執
筆
を
し
て
い
く
。

　

本
文
を
書
い
て
い
く
上
で
の
細
か
な
設
定
の
気
づ
き
を
、
注
釈
と
し
て
下
の
欄
に
書
い
て
い
る
。
こ
れ
が
文
化
的
解
像
度
を
あ
げ
る
と
と

も
に
、
設
計
を
す
る
上
で
の
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
く
。

7

「
今
日
は
ど
こ
で
本
を
読
も
う
か
」

　ミ
ン
ス
タ
は
そ
う
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
も
、
す
で
に
最
初
に
向
か
う
場
所
を
決
め
て
い
た
。

　自
宅
か
ら
徒
歩30

分
。
最
寄
り
の
ク
レ
ー
タ
ー
の
縁
だ
。
斜
面
に
早
速
腰
掛
け
る
。
こ
こ
に
腰
掛
け
る
た
び
に
本
で

読
ん
だ
地
球
の
ビ
ー
チ
と
は
こ
ん
な
座
り
心
地
な
の
か
と
い
つ
も
考
え
て
し
ま
う
。
あ
た
り
を
見
回
す
と
、
ク
レ
ー
タ
ー

を
板
に
乗
り
な
が
ら
滑
る
人
た
ち
で
今
日
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。最
近
は
や
り
始
め
た
ス
ポ
ー
ツ
ら
し
い
の
だ
が
、

何
や
ら
似
た
よ
う
な
も
の
を
本
で
見
た
こ
と
が
あ
る
気
が
す
る
…
…
。

　と
も
あ
れ
、
本
を
読
む
に
は
う
る
さ
す
ぎ
る
。
つ
い
て
早
々
に
移
動
す
る
こ
と
に
し
た
。

　徒
歩
と
電
車
で
移
動
し
、
図
書
館
に
や
っ
て
き
た
。
大
通
り
を
歩
く
た
く
さ
ん
の
歩
行
者
の
中
で
こ
の
建
物
に
入
る
人

は
少
な
い
。

　や
は
り
紙
は
い
い
。
オ
フ
ラ
イ
ン
に
よ
る
安
心
感
と
で
も
い
う
も
の
が
ど
こ
と
な
く
あ
る
気
が
す
る
。

　彼
女
の
周
り
は
ほ
と
ん
ど
紙
の
書
籍
を
読
ま
な
い
が
、
根
強
い
人
気
が
あ
っ
た
。
紙
の
本
に
囲
ま
れ
た
空
間
は
彼
女
の

お
気
に
入
り
の
場
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
の
窓
際
の
席
に
向
か
う
。
月
は
空
気
が
な
い
と
こ
ろ
は
音
が
伝
達
し
な

い
の
で
静
か
だ
が
、
彼
女
た
ち
が
暮
ら
す
空
間
は
当
た
り
前
だ
が
空
気
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
な
り
に
音
が
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
席
は
入
り
口
か
ら
遠
く
離
れ
無
音
に
近
い
静
け
さ
で
あ
り
、
空
気
が
実
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
錯
覚
す
る
。
彼
女

は
そ
の
空
間
が
最
も
月
に
い
な
が
ら
月
を
感
じ
る
空
間
だ
と
感
じ
て
い
た
。

　近
辺
ま
で
つ
い
て
気
づ
く
。
今
日
は
先
客
が
い
た
よ
う
だ
。
人
気
の
な
い
席
な
の
で
、
た
い
て
い
は
空
い
て
い
る
の
だ

(1)
宇
宙
服
の
よ
う
な
も
の
を
着
て
い
る

が
、
手
の
部
分
は
特
に
薄
く
丈
夫
な
素

材
で
で
き
て
お
り
、
容
易
に
紙
の
本
を

捲
る
こ
と
が
で
き
る
。
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(1)

8

が
、
彼
女
の
よ
う
な
も
の
好
き
が
い
た
よ
う
だ
。

　そ
の
ま
ま
踵
を
返
し
て
図
書
館
を
あ
と
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

　さ
て
、
他
に
本
を
読
む
の
に
う
っ
て
つ
け
の
場
所
は
こ
の
あ
た
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
あ
て
も
な
く
小
道
を
歩
い
て
い

た
と
こ
ろ
、
ふ
と
小
さ
な
公
園
が
目
に
入
っ
た
。

　そ
う
い
え
ば
こ
ん
な
公
園
も
あ
っ
た
な
あ
。
な
ん
だ
か
前
も
来
た
気
が
す
る
が
、
記
憶
の
か
な
た
に
追
い
や
ら
れ
て
い

た
。　手

近
な
ベ
ン
チ
が
あ
っ
た
の
で
座
っ
て
み
た
。
改
め
て
見
て
み
る
と
、
す
ぐ
そ
ば
の
壁
面
が
い
い
感
じ
に
閉
塞
感
を
も

た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
、
彼
女
好
み
の
公
園
だ
っ
た
。

　試
し
に
本
を
開
い
て
み
る
。
普
段
よ
り
も
濃
く
感
じ
る
砂
の
香
り
が
、今
読
ん
で
い
る
冒
険
も
の
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
。

　小
学
生
く
ら
い
の
子
供
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
（
あ
る
い
は
さ
さ
や
か
な
声
）
で
現
実
世
界
に
帰
っ
て
き
た
。
気
づ
け

ば
辺
り
が
薄
暗
く
な
り
始
め
て
い
た
。

　こ
ど
も
特
有
の
大
き
な
手
振
り
が
視
界
の
隅
に
ち
ら
つ
く
。
う
る
さ
く
な
っ
て
き
た
。

　今
日
は
た
く
さ
ん
移
動
し
た
こ
と
だ
し
、
も
う
帰
宅
す
る
こ
と
に
し
た
。

　帰
宅
し
、砂
を
落
と
し
、SPS

の
ソ
フ
ァ
へ
と
飛
ぶ
。
同
居
人
の
バ
ナ
は
ま
だ
帰
っ
て
き
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、広
々

と
腰
掛
け
る
。

「
た
だ
い
ま
ー
」

　バ
ナ
が
帰
宅
し
た
。

「
ほ
っ
け
が
手
に
入
っ
た
ん
だ
。
一
緒
に
食
べ
よ
う
！
…
…
あ
れ
？
帰
っ
て
き
て
る
よ
ね
？
ま
た
本
で
も
読
ん
で
る
の
か

(2)
宇
宙
服
を
着
て
い
て
、
無
線
が
使
え

な
い
時
は
手
話
を
使
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
手
話
（
現
在
の
手
話
と
は
異
な

る
）
が
発
達
し
て
お
り
、
我
々
で
い
う

第
２
言
語
く
ら
い
に
は
皆
使
え
る
。
手

話
と
言
葉
を
併
用
し
て
使
う
人
も
多

く
、
多
く
の
人
が
そ
れ
が
身
振
り
と
し

て
表
れ
て
い
る
。

(3)
太
陽
光
の
リ
ズ
ム
が
異
な
る
の
で
、

照
明
に
よ
り
疑
似
的
な
日
中
を
作
り
出

し
て
い
る
。
グ
リ
ニ
ッ
ジ
標
準
時
に

従
っ
て
は
い
る
が
、
企
業
ご
と
に
独
自

の
生
活
リ
ズ
ム
を
作
り
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
彼
女
も
所
属
の
研
究
機

関
の
リ
ズ
ム
に
従
っ
て
い
る
。

(4)
静
け
さ
を
正
義
と
す
る
こ
の
世
界
で

は
、
我
々
に
比
べ
う
る
さ
さ
に
と
て
も

敏
感
で
あ
る
。
そ
の
文
化
が
音
だ
け
で

は
な
く
身
振
り
に
も
反
映
さ
れ
、
身
振

り
の
う
る
さ
さ
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ

た
。

(5)SPS

（Silent Play Space

）：
騒

ぎ
た
く
な
い
が
、
何
か
楽
し
い
こ
と
を

し
た
い
時
に
使
う
場
所
。
一
緒
に
大
ス

ク
リ
ー
ン
で
の
映
画
を
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ

け
な
が
ら
見
た
り
す
る
。

(6)
ソ
フ
ァ
が
立
体
的
に
配
置
し
て
あ

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

9

な
あ
」

る
。
月
で
の
歩
行
が
ジ
ャ
ン
プ
す
る

よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は2

段
目
の
ソ
フ
ァ
に
飛
び
乗
っ
た
。

(7)
月
面
に
海
は
な
く
、
水
資
源
も
貴
重

な
方
な
の
で
、
魚
は
貴
重
品
で
あ
る
。

一
応
月
面
に
巨
大
な
養
殖
プ
ラ
ン
ト
は

あ
る
。
庶
民
で
も
買
え
は
す
る
値
段
。

　水
は
ク
レ
ー
タ
ー
の
中
の
永
久
影
と

呼
ば
れ
る
太
陽
が
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ

に
大
量
に
氷
と
し
て
あ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
よ
っ
て
水
資
源
が
取
れ
る
ク

レ
ー
タ
ー
の
側
に
は
水
を
回
収
す
る
施

設
が
あ
る
。
浄
水
場
も
近
く
に
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
水
が
取
れ
る
付
近
は
都
市

に
な
り
や
す
い
。

　ま
た
、
水
や
海
産
物
（
地
球
で
し
か

大
量
に
生
産
で
き
な
い
も
の
関
連
）
な

ど
は
地
球
か
ら
の
貿
易
品
と
し
て
も
送

ら
れ
て
く
る
。
他
に
も
、
デ
ー
タ
・
紙

の
本
（
水
を
大
量
に
使
う
も
の
関
連
）

な
ど
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
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月
面
上
の
建
物
で
は
縦
穴
の
町
と
異
な
り
、
建
物
内
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
使
い
方
の
工
夫
が
さ
れ
て

き
た
。
屋
台
は
そ
の
い
い
例
で
あ
り
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
帯
に
な
る
と
、
通
り
に
屋
台
が
も
ぞ
も
ぞ
と
顔
を
出
し
て
、

住
宅
街
か
ら
商
店
街
へ
と
一
変
す
る
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
今
日
は
牛
肉
が
安
い
よ
〜
！
ど
う
？
そ
こ
の
お
姉
さ
ん
？
」

「
あ
あ
ー
、
た
し
か
に
安
い
け
ど
…
…
プ
リ
ン
ト
物
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
？
」

「
や
め
と
き
な
バ
ナ
。
そ
れ
に
今
日
の
目
当
て
は
肉
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
」

「
そ
う
だ
っ
た
そ
う
だ
っ
た
。
悪
い
け
ど
、
ま
た
ね
」

　
そ
う
言
っ
て
彼
女
た
ち
は
す
る
す
る
と
奥
へ
進
ん
で
い
く
。

　
い
く
つ
か
の
角
を
曲
が
っ
た
後
、
よ
う
や
く
お
目
当
て
の
商
品
が
売
っ
て
い
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
群
に
来
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
、
リ
ー
マ
」

「
お
、
久
し
ぶ
り
…
…
で
も
な
い
か
。
今
日
は
何
を
買
い
に
来
た
ん
だ
い
？
」

「
ラ
ー
メ
ン
を
家
で
作
ろ
う
と
思
っ
て
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
探
し
に
き
た
の
。」

　
店
内
に
は
瓶
一
杯
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
虫
が
入
っ
て
い
る
。「
虫
屋
ク
サ
キ
」。
こ
こ
は
バ
ナ
の
行
き
つ
け
の
虫
屋
で
あ

る
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
は
今
日
も
商
品
な
ん
だ
か
野
生
な
ん
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
虫
が
チ
ラ
ホ
ラ
往
来
し
て
い
る
の
が

視
界
の
隅
に
見
え
る
。

「
相
変
わ
ら
ず
凝
り
性
だ
ね
。
バ
ナ
は
」

「
や
っ
ぱ
り
虫
は
生
に
限
る
よ
。
コ
オ
ロ
ギ
お
い
て
あ
る
か
い
？
」

(1)
昔
、
外
（
宇
宙
空
間
の
月
面
）
に
出

れ
ず
、
す
べ
て
の
施
設
を
繋
げ
て
い
た

名
残
が
あ
る
。今
も
併
用
し
て
い
る
が
、

外
の
道
の
整
備
も
進
ん
で
き
て
、
利
便

性
か
ら
、
外
の
方
が
歩
行
者
が
多
い
所

も
あ
る
。
そ
う
い
う
地
域
の
中
の
通
路

は
ビ
ル
の
路
地
裏
道
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
と
わ
か

り
や
す
い
。

(2)
「
プ
リ
ン
ト
物
」
と
は
、
３D

フ
ー

ド
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
た
食
材
の
こ

と
を
指
す
。
プ
リ
ン
ト
物
は
印
刷
デ
ー

タ
を
買
っ
て
し
ま
え
ば
自
宅
で
も
印
刷

で
き
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
店
で
高
値
で

買
う
必
要
が
な
い
。
味
は
バ
ナ
た
ち
が

住
ん
で
い
る2150

年
ご
ろ
で
は
十
分

お
い
し
い
が
、
本
物
と
比
べ
る
と
ど
う

し
て
も
見
劣
り
す
る
レ
ベ
ル
（2010

年
代
の
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
と
本

物
の
ビ
ー
ル
く
ら
い
の
違
い
で
あ
ろ
う

か
）。
屋
台
通
り
で
は
、地
球
産（
天
然
・

養
殖
）
と
混
ぜ
て
プ
リ
ン
ト
物
を
売
る

詐
欺
ま
が
い
の
店
も
し
ば
し
ば
見
受
け

ら
れ
る
。

　「3D

フ
ー
ド
プ
リ
ン
タ
ー
」
は
、

ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
食
材
な
ど
を
用
い

て
、
食
品
を
立
体
的
に
造
形
で
き
る
機

械
を
指
す
。https://flashforge.jp/

benefit_list/food/

(1)

(2)

(3)
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「
も
ち
ろ
ん
」

「
じ
ゃ
あ
１
籠
」

「
ま
い
ど
」

　
籠
に
は
ま
だ
生
き
た
コ
オ
ロ
ギ
が20

匹
ほ
ど
入
っ
て
お
り
、
う
ご
め
い
て
い
た
。

「
う
…
…
虫
っ
て
生
き
て
る
の
見
る
と
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
悪
い
か
も
」

「
ち
ょ
っ
と
わ
か
る
か
も
（
笑
）」

　
ド
ン
ッ
！
誰
か
が
籠
を
持
っ
た
バ
ナ
に
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
。

「
い
っ
た
あ
…
…
あ
れ
？
コ
オ
ロ
ギ
は
？
」

「
ち
ょ
っ
と
バ
ナ
！
さ
っ
き
の
人
に
取
ら
れ
て
る
よ
！
！
追
い
か
け
よ
う
！
」

「
ま
て
！
！
」

　
犯
人
は
す
る
す
る
と
角
を
曲
が
り
、
小
さ
な
抜
け
穴
の
よ
う
な
狭
い
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
通
り
ど
ん
ど
ん
と
飛
び
跳
ね
、
遠

ざ
か
る
。

「
く
そ
ー
。
ど
っ
ち
に
行
っ
た
？
」

「
ご
め
ん
、
わ
か
ら
な
い
。
…
…
と
い
う
か
…
…
こ
こ
は
ど
こ
？
」

　
二
人
は
追
い
か
け
る
う
ち
に
来
た
こ
と
も
な
い
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
き
て
し
ま
っ
た
。

「
迷
っ
た
み
た
い
だ
し
一
旦
元
の
場
所
に
戻
ろ
う
か...

え
っ
と
こ
こ
は...

」

「
ね
え
見
て
よ
ミ
ン
ス
タ
！
」

　
バ
ナ
が
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
せ
わ
し
な
く
辺
り
を
見
回
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
古
そ
う
な
本
や
写
真
、
家
具
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に
置
い
て
あ
っ
た
。
壁
も
よ
く
見
る
と
昔
な
が
ら
の
機
械
で

ぎ
っ
し
り
と
埋
ま
っ
て
い
た
。
バ
ナ
が
床
に
落
ち
て
い
た
写
真
に
目
を
や
る
。

「2040

年7

月20

日
…
…
こ
こ
っ
て
や
っ
ぱ
り
昔
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。
ふ
ふ
、
こ
の
写
真
な
ん
て
大
の
大
人
が
飛
び
跳

ね
た
だ
け
で
楽
し
そ
う
に
し
て
る
」

(3)
月
面
を
含
む
宇
宙
で
は
昆
虫
食
が
主

要
な
食
料
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
が
、
こ
の
世
界
で
は
主
要
と
い
う
よ

り
は
、
我
々
が
普
段
買
う
ベ
ー
コ
ン
の

よ
う
に
、
１
つ
の
食
材
と
し
て
馴
染
ん

で
い
る
。
バ
ナ
が
虫
屋
に
虫
を
買
い
に

来
る
の
は
、
私
た
ち
が
精
肉
店
に
肉
を

買
い
に
来
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
作
者
は
「
コ
オ
ロ
ギ
ラ
ー
メ

ン
」
と
い
う
も
の
を
食
べ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
味
と
し
て
は
エ
ビ
の
よ
う
な
海

鮮
系
の
ラ
ー
メ
ン
に
近
く
、
コ
オ
ロ
ギ

は
サ
ク
サ
ク
と
し
て
お
り
美
味
し
か
っ

た
。

(4)
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
格
子
状
に
組
ま
れ
て

お
り
、
京
都
の
碁
盤
の
目
の
よ
う
な
街

並
み
で
迷
う
感
覚
と
似
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

（5）
作
者
は1/6G

で
の
歩
行
実
験
に
参

加
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、1/6G

で
は
、
走
る
よ
り
も
飛
び
跳
ね
る
方
が

速
く
、
楽
に
移
動
で
き
た
印
象
。
ど
ん

な
に
高
く
ジ
ャ
ン
プ
し
て
も
、
着
地
時

に
膝
を
大
き
く
曲
げ
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を

持
た
せ
て
着
地
す
れ
ば
比
較
的
安
定
し

て
移
動
で
き
た
。
ま
た
、
同
じ
労
力
で

歩
行
距
離
も
地
球
の
２
、３
倍
は
あ
る

の
で
、
こ
こ
で
は
意
外
と
遠
く
ま
で
き

(4)

(5)
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「
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
ね
。
開
発
の
波
に
乗
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
の
か
な
?
こ
こ
ま
で
手
つ
か

ず
な
ん
て
」

　隣
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
行
く
と
、
そ
こ
に
は
細
長
い
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
窓
か
ら
も
の
悲
し
そ
う
に
明
か
り
が
差
し

込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
周
り
は
埃
が
積
も
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
テ
ー
ブ
ル
だ
け
は
な
ぜ
か
積
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
先
客
の
常
連
さ
ん
が
い
る
の
か
し
ら
」

「
そ
う
ら
し
い
ね
。
ま
た
こ
よ
う
。
今
度
は
お
酒
も
持
っ
て
き
て
」

　マ
ッ
プ
を
開
き
、2

人
は
一
度
「
ク
サ
キ
」
に
戻
っ
て
き
た
。

「
お
、
お
二
人
さ
ん
！
よ
か
っ
た
。
こ
れ
こ
れ
。
あ
ん
た
ら
の
だ
ろ
？
」

　リ
ー
マ
が
な
ん
と
ス
ら
れ
た
コ
オ
ロ
ギ
を
渡
し
て
き
た
。

「「
な
ん
で
？
！
」」

「
い
や
あ
、ス
リ
犯
が
目
の
前
で
捕
ま
っ
て
さ
あ
。そ
し
た
ら
う
ち
の
コ
オ
ロ
ギ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
引
き
取
っ
た
の
さ
」

リ
ー
マ
は
笑
顔
で
続
け
た
。「
そ
ん
で
今
日
コ
オ
ロ
ギ
買
っ
た
の
は
あ
ん
た
た
ち
だ
け
だ
か
ら
も
し
か
し
た
ら
盗
ま
れ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
ね
。
や
っ
ぱ
り
あ
ん
た
た
ち
の
だ
っ
た
か
。
な
ん
で
も
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
現
場
近
く
に
戻
っ
て

き
ち
ま
っ
て
捕
ま
っ
た
ら
し
い
よ
。
馬
鹿
だ
ね
え
」

「
は
は
…
…
」

　

2

人
は
笑
う
し
か
な
か
っ
た
。

て
い
る
。

第
１
話　

読
書

第
２
話　

屋
台

第
３
話　

仕
事
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「
い
っ
て
き
ま
ー
す
」

　
ミ
ン
ス
タ
の
仕
事
は
バ
ナ
な
ど
他
の
多
く
の
月
面
住
民
と
違
い
、
外
出
ワ
ー
ク
が
多
い
。

　
そ
れ
は
、
建
築
の
学
者
と
い
う
仕
事
柄
に
よ
る
も
の
だ
。
月
の
あ
ら
ゆ
る
建
物
の
使
用
状
況
や
月
で
で
き
た
村
の
成
り

立
ち
な
ど
を
研
究
す
る
の
で
、
定
期
的
に
様
々
な
場
所
に
調
査
外
出
す
る
。
も
ち
ろ
ん
普
段
は
直
接
行
か
ず
ロ
ボ
ッ
ト
や

バ
ー
チ
ャ
ル
ア
バ
タ
ー
で
探
査
し
て
い
る
の
だ
が
、生
身
＆
現
地
で
し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
の
上
の
意
向
か
ら
、

ミ
ン
ス
タ
の
会
社
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
定
期
的
に
や
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
多
く
の
社
員
は
こ
れ
を
嫌
が

る
が
、
ミ
ン
ス
タ
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
性
に
合
っ
て
い
る
ら
し
く
、
ひ
そ
か
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　
早
速
地
下
鉄
に
乗
り
込
み
、
ミ
ン
ス
タ
が
住
ん
で
い
る
郊
外
か
ら
縦
穴
都
市
へ
向
か
う
。

　
長
い
旅
路
を
終
え
、
目
的
の
駅
で
降
り
る
と
、
縦
横
に
広
が
る
広
大
な
都
市
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
集
合
住
宅
、
戸
建
て
住
宅
、
公
園
、
商
業
施
設
、
学
校
な
ど
様
々
な
場
所
で
行
わ
れ
る
営
み
が
な
ん

と
な
く
見
え
る
（
よ
う
な
気
が
す
る
）。

̶
̶

さ
て
、
最
初
は
ビ
ル
の
点
検
だ
っ
た
っ
け
な

　
横
穴
の
ビ
ル
群
は
縦
横
無
尽
に
壁
面
か
ら
に
飛
び
出
て
い
る
よ
う
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
壁
面
と
ビ
ル
の
継

ぎ
目
が
経
年
劣
化
に
よ
っ
て
ヒ
ビ
な
ど
の
異
常
を
き
た
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
確
認
に
回
る
と
い
う
の
が
こ
の
日

最
初
の
彼
女
の
仕
事
と
な
っ
て
い
た
。

　
ビ
ル
の
間
を
縫
う
よ
う
に
次
々
と
確
認
し
て
い
く
。
ビ
ル
の
明
か
り
が
煌
々
と
輝
き
、
洞
窟
全
体
が
ど
こ
ま
で
も
照
ら

さ
れ
て
い
る
。

̶
̶

ふ
ー
む
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
区
域
は
異
常
は
な
い
か
な
。
で
も
あ
の
あ
た
り
気
に
な
る
か
ら
も
う
一
回
確
認
し
て
か
ら

(1)
彼
女
は
在
宅
で
仕
事
を
し
て
い
る

が
、
月
で
は
そ
も
そ
も
外
に
出
て
仕
事

を
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
て
こ
ず

（
例
：ISS

な
ど
）、
宇
宙
服
の
発
達
に

よ
り
比
較
的
最
近
気
軽
に
外
に
出
て
仕

事
に
行
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
故
に
「
在
宅
ワ
ー
ク
」
と

い
う
言
葉
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
「
外

出
ワ
ー
ク
」と
呼
ぶ
。
在
宅
ワ
ー
ク
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
が
使
う
言
葉
な
の

だ
。

(2)
建
築
学
者
、
ま
た
建
築
関
係
者
は
、

現
地
で
の
施
工
作
業
員
の
流
れ
（
こ
れ

か
ら
数
年
後
に
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

の
宇
宙
飛
行
士
）
と
初
期
宇
宙
探
査
の

建
築
に
お
け
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
的
な

立
ち
位
置
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
そ

の
た
め
、
建
築
に
関
わ
る
こ
と
な
ら
割

と
何
で
も
や
る
。

(3)
そ
も
そ
も
宇
宙
空
間
に
お
け
る「
外
」

と
「
内
」
と
は
な
ん
な
の
か
と
い
う
の

は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
月
面
で
は
外

に
出
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
の
で
基
本
的

に
内
に
い
る
が
、
内
の
中
で
公
園
や
カ

フ
ェ
な
ど
本
来
外
と
し
て
の
機
能
が
作

ら
れ
る
と
、内
の
中
で「
内
の
内
」と「
内

の
外
」
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
よ
う
な
空
間
の
認
識
の
別
れ
方
は
、

(6)
(7)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(8)(9)
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行
く
か

「
久
し
ぶ
り
だ
ね
、
ミ
ン
ス
タ
さ
ん
」

　急
に
声
を
か
け
ら
れ
少
々
驚
く
と
、
こ
の
近
辺
で
働
く
顔
な
じ
み
の
人
た
ち
が
い
た
。

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
お
変
わ
り
な
さ
そ
う
で
」

　ミ
ン
ス
タ
も
丁
寧
に
返
す
と
、
一
人
の
お
姉
さ
ん
が
何
や
ら
紙
袋
を
ゴ
ソ
ゴ
ソ
し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
毎
度
丁
寧
に
見
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね
。
そ
う
だ
、
こ
れ
う
ち
の
今
度
発
売
す
る
新
作
お
菓
子
な
ん
だ
け
ど
、
よ
か
っ

た
ら
仕
事
の
合
間
に
で
も
ど
う
ぞ
」

「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　お
菓
子
を
い
く
つ
か
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
つ
ま
い
も
系
、
か
ぼ
ち
ゃ
系
、
栗
系
…
…
昔
な
が
ら
の
人
気
の
味
の
お

菓
子
を
リ
メ
イ
ク
し
た
よ
う
だ
。

̶
̶

こ
れ
も
生
身
で
の
仕
事
な
ら
で
は
か
な

　彼
女
は
少
し
微
笑
ん
だ
。

　次
の
仕
事
場
は
縦
穴
上
部
を
ぐ
る
り
と
囲
む
住
宅
地
だ
。

　家
は
リ
ノ
ベ
が
繰
り
返
さ
れ
、
個
性
的
な
形
と
な
っ
た
も
の
が
多
く
並
び
、
壁
に
ほ
と
ん
ど
埋
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
家

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
住
宅
が
縦
に
層
と
な
り
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
上
層
で
は
よ
り
宇
宙
が
広
く
見
え

静
か
に
、
下
層
で
は
壮
大
な
横
穴
の
町
が
よ
く
見
え
に
ぎ
や
か
に
、
と
い
っ
た
風
に
層
に
よ
っ
て
異
な
る
特
色
を
見
せ
る

の
も
こ
の
地
域
の
特
徴
だ
。

　こ
こ
で
は
町
の
使
わ
れ
方
を
行
動
観
察
調
査
・
聞
き
取
り
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
皆
が
よ
く
歩
く
場
所
は
ど

こ
か
を
見
て
、
も
し
植
栽
が
通
行
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
た
ら
場
所
を
変
更
し
、
住
人
が
道
に
ベ
ン
チ
が
も
っ
と
欲
し
い
と

言
え
ば
、
星
空
が
よ
く
見
え
る
場
所
に
特
注
の
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
。
そ
ん
な
仕
事
で
あ
る
。

　賑
や
か
な
下
層
を
ま
ず
周
っ
て
い
く
。
商
業
地
区
が
近
い
こ
と
か
ら
買
い
物
帰
り
の
主
婦
の
よ
う
な
人
が
頻
繁
に
見
受

空
間
を
仕
切
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
単
位
で
行

わ
れ
る
の
か
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間

と
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
と
い
う
住
民
の

共
通
認
識
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
か
、

は
た
ま
た
土
足
と
下
足
の
よ
う
な
日
本

的
な
履
物
な
ど
の
道
具
の
違
い
で
区
別

さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
場
合
「
内
の
内
」
と
「
内

の
外
」
は
地
球
よ
り
も
ず
っ
と
簡
単
に

そ
の
境
界
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
宇
宙
空
間
に
出
れ
る
本
当
の

「
外
」
が
出
て
き
た
と
き
、「
内
の
内
」

と
「
内
の
外
」
に
感
じ
て
い
た
認
識
と

い
う
の
は
変
動
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(4)
町
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
機
械
に

よ
っ
て
、
町
中
ど
こ
で
も
自
分
が
投
影

さ
れ
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
も
っ
と
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ

ル
の
垣
根
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
可

能
性
は
高
い
。

(5)
月
面
で
の
移
動
は
、
最
初
期
こ
そ

ロ
ー
バ
ー
が
使
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
常
用
利
用
に
際
す
る
宇
宙
放
射

線
等
の
対
策
、
利
便
性
、
ま
た
地
球
か

ら
の
景
観
な
ど
の
兼
ね
合
い
か
ら
地
下

鉄
が
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

(10)

(11)

(12)
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け
ら
れ
、い
わ
ゆ
る
下
町
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
。
学
生
が
車
ス
レ
ス
レ
を
横
切
る
狭
い
道
、ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

た
や
た
ら
高
い
外
階
段
、
建
物
の
隙
間
の
曲
面
に
居
座
る
猫
。
そ
れ
ら
問
題
と
も
言
え
る
全
て
が
こ
の
層
を
ど
こ
と
な
く

暖
か
み
の
あ
る
街
に
し
て
い
た
。

̶
̶

客
観
的
に
見
れ
ば
問
題
だ
ら
け
な
ん
だ
け
ど
…
…
解
決
し
た
ら
こ
の
街
が
こ
の
街
で
な
く
な
る
気
が
す
る
…
…

　い
つ
も
こ
の
層
の
こ
と
は
会
社
で
も
議
論
と
な
る
の
だ
が
、
未
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。

　下
層
の
解
決
し
な
そ
う
な
問
題
と
い
つ
ま
で
も
睨
め
っ
こ
し
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
上
層
へ
と

歩
を
進
め
て
い
く
。

　最
上
層
に
来
た
。
こ
の
層
は
ガ
ラ
ス
の
逆
さ
ド
ー
ム
が
す
ぐ
上
部
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
星
空
を
身
体
全
体
で
浴
び
る
事

が
で
き
る
。

ド
ン
ッ

　道
を
歩
い
て
い
る
と
突
然
人
が
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
！
星
を
見
て
い
て
」

「
い
え
、
大
丈
夫
で
す
よ
」

…
…
ド
ン
ッ

　す
み
ま
せ
ん
星
を
…
…

　こ
こ
の
住
人
は
あ
ま
り
に
も
星
空
が
綺
麗
な
た
め
、
つ
い
つ
い
上
を
見
て
歩
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
る
ら
し
い
。

そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
衝
突
事
故
が
日
常
茶
飯
事
だ
。

̶
̶

道
を
も
う
少
し
広
げ
た
ら
衝
突
事
故
も
減
る
か
な

　そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
目
的
地
の
チ
ャ
イ
ム
を
押
す
。

「
こ
ん
ば
ん
は
ー
。
ク
ラ
ゲ
建
設
の
も
の
で
す
け
ど
ー
」

　奥
か
ら
パ
タ
ッ
パ
タ
ッ
と
い
う
足
音
が
近
づ
い
て
く
る
。

「
は
ー
い
！
あ
ら
、
こ
ん
ば
ん
は
ミ
ン
ス
タ
さ
ん
。
今
日
は
何
か
し
ら
」

　婦
人
は
に
こ
や
か
に
答
え
る
。

(6)
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
昔
の
溶

岩
の
道
が
空
洞
に
な
っ
た
空
間
の
天
井

に
縦
穴
が
空
い
た
様
な
場
所
が
い
く
つ

か
存
在
す
る
。
大
き
い
も
の
で
は
直
径

約100m

、
深
さ100m

に
も
な
る

そ
の
空
間
は
、
内
部
で
は
寒
暖
差
も
地

上
よ
り
激
し
く
な
く
、
放
射
線
や
隕
石

な
ど
も
防
げ
る
こ
と
か
ら
、
月
面
都
市

の
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(7)
縦
穴
都
市
は
、
宇
宙
服
で
は
な
く
与

圧
服（
ま
た
は
バ
イ
オ
ス
ー
ツ
）着
用
？

縦
穴
都
市
全
体
を
与
圧
は
さ
す
が
に
現

実
的
で
は
な
い
？

(8)
仕
事
は
泊
ま
り
込
み
で
数
日
が
か
り

も
よ
く
あ
る
。

(9)
オ
フ
ィ
ス
エ
リ
ア
は
お
金
が
か
け
ら

れ
や
す
い
。

(10)
縦
穴
上
部
で
は
、
宇
宙
や
宇
宙
に
浮

か
ぶ
地
球
が
見
え
る
の
で
、
最
も
人
が

滞
在
す
る
時
間
が
長
い
住
宅
地
と
な
っ

て
い
る
。

(11)
月
で
は
新
築
で
作
る
よ
り
リ
ノ
ベ
し

て
使
い
続
け
た
方
が
安
い
と
い
う
理
由

か
ら
、
リ
ノ
ベ
住
宅
が
多
い
。
縦
穴
都

市
で
は
、
都
市
の
規
模
は
縦
穴
に
依
存

す
る
の
で
、
新
築
を
新
た
な
土
地
に
建

(13)

(14)

(15)
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「
今
日
も
皆
さ
ん
に
何
か
困
っ
て
る
こ
と
は
な
い
か
聞
い
て
回
っ
て
る
ん
で
す
。
最
近
困
っ
て
る
こ
と
と
か
あ
り
ま
す

か
？
」

　
婦
人
は
少
し
考
え
る
仕
草
を
し
た
か
と
思
う
と
、
す
ぐ
に
答
え
た
。

「
そ
う
ね
え
、
最
近
歳
の
せ
い
か
あ
ま
り
家
の
中
で
飛
ん
で
移
動
し
な
く
な
っ
た
か
ら
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
照
明
を
お
し
ゃ

れ
な
ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
に
し
よ
う
か
な
な
ん
て
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
ど
う
か
し
ら
」

「
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
最
近
は
そ
の
よ
う
な
人
も
増
え
て
き
た
お
か
げ
か
ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
扱
っ
て
い
る
お

店
も
月
に
で
き
た
み
た
い
で
…
…
今
度
い
く
つ
か
見
本
デ
ー
タ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
か
」

　
そ
う
い
う
と
婦
人
は
嬉
し
そ
う
に
、

「
そ
れ
は
い
い
わ
ね
！
楽
し
み
だ
わ
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
」
と
言
う
と
、
間
髪
入
れ
ず
に
こ
う
言
っ
た
。「
そ
う
だ
、

い
つ
も
の
お
礼
と
言
っ
て
は
ア
レ
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
美
味
し
い
ト
マ
ト
が
手
に
入
っ
た
か
ら
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
そ

れ
で
作
っ
た
の
よ
。
よ
か
っ
た
ら
食
べ
て
」

「
そ
ん
な
…
…
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
婦
人
は
奥
へ
と
小
走
り
で
消
え
て
い
っ
た
か
と
思
う
と
、
な
ん
と
大
量
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
抱
え
て
帰
っ
て
き
た
。

「
は
い
。
美
味
し
い
か
ら
い
っ
ぱ
い
あ
げ
る
わ
」

「
あ
…
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
思
わ
ず
顔
が
引
き
攣
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
ミ
ン
ス
タ
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
両
手
一
杯
に
受
け
取
っ
た
。

̶
̶

こ
れ
も
生
身
で
の
仕
事
な
ら
で
は
か
な......

　
こ
の
日
最
後
の
仕
事
は
縦
穴
に
続
く
、
大
き
な
横
穴
空
間
の
中
空
で
行
わ
れ
る
。
一
見
何
も
な
い
よ
う
な
橋
の
よ
う
な

構
造
物
の
上
が
集
合
場
所
だ
。
近
く
に
目
が
行
か
な
い
よ
う
に
遠
く
を
見
つ
め
る
と
、
ま
る
で
自
分
が
0 

G
の
世
界
で

浮
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
る
。

「
い
や
ー
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
」

て
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ

と
も
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

(12)
街
灯
は
ジ
ャ
ン
プ
し
て
も
当
た
ら
な

い
よ
う
に
７m

ほ
ど
の
背
が
高
い
も

の
ば
か
り
。

(13)
広
大
な
縦
穴
都
市
で
は
、
地
下
鉄
が

あ
る
と
は
言
え
、
や
は
り
車
の
よ
う
な

も
の
も
必
要
不
可
欠
だ
ろ
う
。
地
面
に

タ
イ
ヤ
が
つ
く
と
細
か
い
レ
ゴ
リ
ス
を

巻
き
上
げ
て
し
ま
う
た
め
、
タ
イ
ヤ
は

あ
る
が
空
を
飛
ん
で
い
る
。
自
動
運
転

が
高
度
に
発
達
し
、
車
道
は
な
い
。

(14)
星
空
を
堪
能
す
る
た
め
に
、
上
層
に

行
く
ほ
ど
街
灯
な
ど
の
照
明
が
少
な

く
、
暗
く
な
っ
て
い
る
。
足
元
だ
け
は

間
接
照
明
が
仄
か
に
照
ら
し
、
少
し
で

も
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

(15)
縦
穴
が
あ
る
付
近
で
は
、
月
の
昼
と

夜
は
そ
れ
ぞ
れ15

日
程
度
あ
る
。
昼

の
時
は
時
間
に
限
ら
ず
「
こ
ん
に
ち

は
」、
夜
は
「
こ
ん
ば
ん
は
」
と
な
る
。

こ
れ
は
、
基
本
的
に
太
陽
が
見
え
な
い

縦
穴
都
市
で
も
同
様
の
文
化
と
な
っ
て

い
る
。

(16)
ジ
ャ
ン
プ
移
動
が
よ
く
用
い
ら
れ
る

(16)

(17)
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　め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
大
声
で
健
康
そ
う
な
ス
ー
ツ
を
着
た
男
が
声
を
か
け
て
き
た
。

「
い
え
…
…
大
丈
夫
で
す
よ
…
…
」

　ミ
ン
ス
タ
は
彼
の
声
量
に
面
食
ら
い
な
が
ら
、
き
っ
と
こ
の
人
は
手
話
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
大
ぶ
り
で
う
る
さ
い
ん
だ

ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
答
え
た
。

「
…
…
や
た
ら
と
大
荷
物
で
す
ね
？
今
日
は
大
掛
か
り
な
作
業
な
の
で
す
か
？
」

　男
の
顔
が
少
し
曇
る
。
ミ
ン
ス
タ
は
ど
う
言
っ
た
も
の
か
と
思
い
な
が
ら
、

「
い
や
、
そ
う
で
は
な
く
…
…
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
私
物
で
す
」

と
、
は
ぐ
ら
か
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
良
か
っ
た
の
か
、
男
の
顔
は
晴
れ
、
言
っ
た
。

「
い
や
、
そ
う
で
し
た
か
！
で
は
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
で
す
！
」

　話
し
な
が
ら
彼
は
橋
の
隅
に
行
き
、
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
の
上
部
に
あ
る
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
。
す
る
と
、
み
る
み

る
う
ち
に
橋
の
側
面
か
ら
風
船
の
よ
う
な
も
の
が
膨
ら
ん
で
い
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
建
物
が
で
き
た
。

「
さ
、
ど
う
ぞ
中
へ
！
」

　ミ
ン
ス
タ
は
う
っ
と
の
け
ぞ
り
な
が
ら
、
彼
に
続
い
て
ド
ア
を
く
ぐ
っ
て
い
っ
た
。

　最
後
の
仕
事
は
使
用
す
る
時
だ
け
膨
ら
ん
で
で
き
る
建
築
の
視
察
で
あ
っ
た
。こ
こ
は
老
朽
化
し
た
ア
パ
ー
ト
で
あ
り
、

今
は
住
人
が
居
な
い
。
最
近
、
改
修
し
て
ま
た
住
め
る
よ
う
に
し
よ
う
と
言
う
話
が
上
が
っ
て
お
り
、
今
日
は
初
め
て
の

視
察
で
あ
っ
た
。
ス
ー
ツ
の
男
は
こ
の
ア
パ
ー
ト
を
管
理
す
る
者
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　中
に
入
る
と
、
ま
だ
天
井
や
テ
ー
ブ
ル
、
棚
な
ど
の
備
え
付
け
の
家
具
が
膨
ら
ん
で
い
る
最
中
だ
っ
た
。
ま
る
で
植
物

の
よ
う
に
育
っ
て
い
く
家
を
見
る
と
、
生
き
物
の
中
に
い
る
よ
う
な
妙
な
温
か
さ
を
感
じ
た
。

「
ち
ゃ
ん
と
膨
ら
ん
で
そ
う
に
見
え
ま
す
し
、
ま
だ
ま
だ
使
え
そ
う
で
す
が
…
…
」

と
ミ
ン
ス
タ
が
言
い
一
歩
足
を
踏
み
出
す
と
、
ぐ
に
ゃ
り
と
床
が
凹
み
危
う
く
転
び
そ
う
に
な
っ
た
。

「
…
…
な
る
ほ
ど
。
こ
れ
は
住
め
ま
せ
ん
ね
。」

「
そ
う
な
ん
で
す
よ
！
」

の
で
、
家
の
中
で
は
ぶ
つ
か
る
可
能
性

が
高
い
ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
は
あ
ま
り

使
わ
れ
な
い
。

(17)
月
面
で
は
肉
や
魚
は
育
成
コ
ス
ト
が

野
菜
よ
り
高
い
の
で
、
菜
食
が
メ
イ
ン

と
な
り
、文
化
と
し
て
根
付
い
て
き
た
。

そ
の
た
め
か
野
菜
の
研
究
が
よ
り
行
わ

れ
、
と
て
も
美
味
し
く
、
食
べ
応
え
の

あ
る
野
菜
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
な
お
、

ト
マ
ト
や
レ
タ
ス
は
月
面
農
業
に
お
い

て
初
期
か
ら
栽
培
す
る
作
物
の
候
補
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
ミ
ン
ス
タ

た
ち
が
い
る
時
代
で
は
最
も
研
究
さ
れ

て
い
る
作
物
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら

を
使
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
格
別
に
美

味
し
い
だ
ろ
う
。

(18)
こ
こ
で
い
う
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
大
声

は
我
々
で
言
う
ち
ょ
っ
と
会
話
が
盛
り

上
が
っ
た
時
の
声
く
ら
い
。

(19)
声
量
が
我
々
の
世
界
よ
り
小
さ
い
の

で
、
そ
れ
に
伴
い
対
面
し
た
時
の
距
離

も
少
し
近
く
な
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
た

寸
法
設
計
が
さ
れ
て
い
る
。
広
い
空
間

だ
と
反
響
し
や
す
い
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
吸
音
材
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら

れ
る
。
静
け
さ
を
求
め
る
設
計
が
様
々

な
と
こ
ろ
で
さ
れ
て
い
る
。

(18)

(19)

(20)
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　そ
う
言
う
男
は
ち
ゃ
っ
か
り
と
床
の
凹
む
と
こ
ろ
を
避
け
て
お
り
、
わ
か
っ
て
い
た
の
な
ら
注
意
く
ら
い
し
て
く
れ
て

も
い
い
の
に
こ
の
野
郎
と
、
ミ
ン
ス
タ
は
思
わ
ず
悪
態
を
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
。

「
他
に
は
例
え
ば
こ
こ
と
か
」
と
言
い
、
男
が
キ
ッ
チ
ン
の
方
に
向
か
う
と
続
け
て
、「
キ
ッ
チ
ン
テ
ー
ブ
ル
の
隅
が
膨
ら

み
き
っ
て
な
く
て
凹
ん
で
る
ん
で
す
」

　と
、
困
り
顔
で
言
っ
た
。

̶
̶

な
る
ほ
ど
。
そ
れ
に
よ
く
見
て
み
た
ら
あ
ち
こ
ち
に
シ
ミ
や
シ
ワ
が
あ
っ
て
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
気
持
ち
よ
く

住
め
な
そ
う
だ
な

　そ
う
ミ
ン
ス
タ
は
思
い
な
が
ら
部
屋
を
ぐ
る
ぐ
る
し
た
。

　全
て
の
部
屋
を
確
認
し
終
え
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら
ミ
ン
ス
タ
は
最
初
の
橋
の
上
で
一
息
つ
い
て
い
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
！
」

　相
変
わ
ら
ず
男
の
声
は
大
き
い
。
疲
れ
た
身
体
に
大
き
な
声
を
浴
び
せ
ら
れ
る
と
ズ
シ
リ
と
押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
感
覚
に
な
り
、
余
計
に
身
体
が
重
く
な
っ
た
。

「
今
後
と
も
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
良
か
っ
た
ら
！
」

　男
は
そ
う
い
う
と
鞄
か
ら
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
を
取
り
出
し
た
。

「
こ
れ
は
…
…
ご
丁
寧
に
…
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　も
う
ミ
ン
ス
タ
の
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
は
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
を
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
正
直
今
も
ら
っ
て
も
困
る
な
、

と
思
い
な
が
ら
も
受
け
取
っ
た
。

「
あ
の
…
…
今
更
な
ん
で
す
け
ど
、
私
の
声
大
き
か
っ
た
で
す
か
ね
…
…
？
す
み
ま
せ
ん
、
気
を
付
け
て
は
い
る
ん
で
す

け
ど
、
つ
い
…
…
」

　急
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ダ
ウ
ン
し
た
声
で
し
お
ら
し
く
男
が
言
い
出
し
た
の
で
、
ミ
ン
ス
タ
は
驚
い
た
。

「
ま
あ
、
少
し
…
…
あ
は
は
…
…
」

(20)
風
船
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
で
き
る
構

造
を
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ブ
ル
構
造
と
言

い
、
現
実
の
宇
宙
船
に
も
使
用
さ
れ
て

い
る
技
術
で
あ
る
。
宇
宙
建
築
を
作
り

上
げ
て
い
く
主
要
な
方
法
の
一
つ
で
あ

る
。
ミ
ン
ス
タ
の
時
代
で
は
よ
り
複
雑

な
形
態
に
膨
ら
む
こ
と
が
で
き
、
中
の

家
具
ま
で
も
あ
る
程
度
は
備
え
付
け
の

も
の
が
膨
ら
ん
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
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　ミ
ン
ス
タ
は
苦
笑
い
し
な
が
ら
答
え
た
。
彼
は
彼
な
り
に
困
っ
て
い
る
の
だ
な
。
そ
う
思
う
と
今
さ
っ
き
も
ら
っ
た
ワ

イ
ン
も
急
に
あ
り
が
た
く
思
え
て
き
た
。

̶
̶

帰
っ
た
後
の
ご
飯
は
決
ま
り
だ
な

　そ
う
思
い
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

「
た
だ
い
ま
ー
ー
ー
」

「
お
か
え
り
ー
」

　ク
タ
ク
タ
に
な
り
な
が
ら
、
ミ
ン
ス
タ
が
帰
っ
て
く
る
と
、
ア
ー
シ
ン
グ
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
バ
ナ
が
す
ぐ
さ
ま
返
事

を
返
し
て
き
た
。

「
お
土
産
あ
る
よ
。
こ
れ
昼
ご
飯
に
し
よ
う
」

「
え
、
な
に
な
に
…
…
っ
て
う
わ
、
何
こ
れ
！
」

　バ
ナ
は
大
笑
い
し
な
が
ら
、
嬉
々
と
し
て
リ
ュ
ッ
ク
を
漁
っ
て
い
る
。

「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
ヴ
ォ
イ
デ
ィ
ン
グ
で
飲
も
う
！
今
お
皿
と
グ
ラ
ス
持
っ
て
く
る
か
ら
先
行
っ
て
て
！
」

　そ
う
言
っ
て
バ
ナ
は
小
跳
ね
で
キ
ッ
チ
ン
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　二
人
の
昼
は
長
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
。

(21)
帰
宅
に10

時
間
く
ら
い
か
か
る

　

　
(22)
ア
ー
シ
ン
グ
（Earthing

）：
地
球

が
同
じ
方
向
に
見
え
る
月
固
有
の
空

間
。
よ
り1

人
で
部
屋
の
中
だ
け
で

生
活
が
完
結
す
る
世
界
に
お
い
て
、
地

球
を
眺
め
る
た
め
に
皆
が
集
ま
る(

テ

レ
ビ
を
見
る
た
め
に
あ
つ
ま
る
よ
う

に)

。
つ
い
で
に
ご
飯
を
食
べ
た
り
す

る
。

(23)
朝
ご
飯
・
昼
ご
飯
・
夜
ご
飯
は
、
昼

の
日
は
朝
ご
飯
・
昼
ご
飯
・
昼
夜
ご
飯
、

夜
の
日
は
夜
朝
ご
飯
・
夜
昼
ご
飯
・
夜

ご
飯
と
呼
ぶ
。め
ん
ど
く
さ
い
で
す
ね
。

(24)
昼
の
時
は
、「
夜
は
長
く
な
り
そ
う
」

と
言
う
言
葉
は「
昼
は
長
く
な
り
そ
う
」

と
言
う
言
葉
に
変
わ
る
。

　

(21)

(22)

(23)

(24)

29

「
ミ
ン
ス
タ
、
見
て
見
て
。
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
て
！
」

「
や
だ
。
絶
対
見
な
い
」

　私
は
断
固
拒
否
し
た
。
手
元
の
デ
バ
イ
ス
で
壁
に
投
影
し
た
、
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
特
集
な
る
も
の
を
バ
ナ
は
梯
子
に
ぶ
ら

下
が
り
変
な
格
好
を
し
な
が
ら
見
て
い
た
。

「
一
緒
に
見
よ
う
よ
。
幽
霊
な
ん
て
い
な
い
よ
。
こ
こ
は
月
だ
よ
？
地
球
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
」

　バ
ナ
は
断
ら
れ
た
こ
と
を
意
に
介
し
て
い
な
い
様
子
で
、
子
供
の
よ
う
に
繰
り
返
し
誘
っ
て
く
る
。

「
い
や
い
や
、
関
係
な
い
よ
。
月
で
死
ん
だ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
れ
に
地
球
か
ら
幽
霊
が
や
っ
て
き
た

か
も
し
れ
な
い
し
」

　我
な
が
ら
謎
の
理
論
で
反
論
し
た
。
自
分
で
も
本
当
に
そ
ん
な
こ
と
思
っ
て
い
る
か
も
怪
し
い
。
で
も
怖
い
も
の
は
怖

い
の
だ
。

　だ
が
、
バ
ナ
は
私
の
謎
反
論
に
乗
っ
て
き
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
ら
い
い
じ
ゃ
ん
！
ミ
ン
ス
タ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
っ
子
で
し
ょ
？
そ
れ
に
も
し
地
球
か
ら
き
て
る
幽
霊
い

る
ん
な
ら
む
し
ろ
話
し
て
み
た
い
よ
〜
」

「
あ
き
れ
た
」

　こ
こ
は
逃
げ
る
の
が
吉
だ
と
思
い
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
一
瞥
し
な
が
ら
そ
そ
く
さ
と
部
屋
の
隅
に
行
き
、
そ
し
て
読
書
を

再
開
し
た
。

「
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
ク
レ
ー
タ
ー
に
は
河
童
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
て
、
観
光
客
が
地
面
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
と
い
う

(1)
手
元
の
デ
バ
イ
ス
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
の
よ
う
に
も
な
る
。
画
質
は
専
用

の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
劣
る
が
、
好
き
な

場
所
・
向
き
・
大
き
さ
に
投
影
で
き

る
。

(2)
階
を
ま
た
ぐ
移
動
に
、
階
段
の
ほ
か

に
梯
子
も
よ
く
使
わ
れ
る
。
重
力
が

1/6

な
の
で
梯
子
に
よ
る
移
動
が
地
球

よ
り
も
楽
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
ス

ペ
ー
ス
の
節
約
、
階
段
は
け
上
げ
が
大

き
く
な
り
、
摩
擦
が1/6

な
の
で
地

球
よ
り
も
上
り
に
く
い
、
な
ど
の
理
由

も
あ
る
。

(3)
月
な
ど
の
宇
宙
空
間
に
幽
霊
は
い
る

の
か
と
い
う
の
は
興
味
深
い
テ
ー
マ
だ

と
思
う
。
ミ
ン
ス
タ
が
言
う
よ
う
に
月

で
亡
く
な
っ
た
人
が
い
る
の
な
ら
そ
の

人
の
幽
霊
が
出
て
く
る
と
言
う
の
は
話

と
し
て
は
わ
か
ら
な
く
は
な
い
。
し
か

し
、
ま
だ
宇
宙
空
間
で
亡
く
な
っ
た
人

が
い
な
い
場
合
、
幽
霊
と
い
う
の
は
存

在
し
得
る
の
か
。
亡
く
な
っ
た
人
が
い

な
い
か
ら
幽
霊
は
い
る
は
ず
が
な
い
の

で
幻
覚
だ
と
い
う
証
明
に
な
る
の
か
。

そ
れ
と
も
彼
女
の
言
う
と
お
り
地
球
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
き
た
の
な
ら
面
白

い
し
、
例
え
ば
幽
霊
は
霊
魂
な
の
で
人

間
の
魂
に
結
び
つ
く
か
ら
、
空
間
的
に

幽
霊
は
超
越
し
て
い
て
、
そ
こ
に
人
間

(4)

(3)

(2)

(1) 第
４
話　

幽
霊
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…
…
」

　
ど
う
に
も
集
中
で
き
な
い
。
さ
っ
き
ま
で
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
つ
い
て
い
て
も
気
に
な
ら
ず
本
を
読
め
て
い
た
の
に
、
一

度
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
無
意
識
に
心
霊
番
組
の
音
声
が
耳
に
入
っ
て
く
る
。
イ
ヤ
ホ
ン
を
し
て
ほ
し
い
…
…
が
、
今
バ

ナ
に
声
を
か
け
る
と
ま
た
誘
わ
れ
そ
う
で
そ
れ
も
憚
ら
れ
る
。

　
仕
方
な
い
。
こ
の
ま
ま
無
理
や
り
集
中
し
て
本
の
世
界
に
入
り
込
む
こ
と
に
し
よ
う
。

バ
ン
ッ
！
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
！

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
方
向
か
ら
人
を
脅
か
し
て
や
ろ
う
と
い
う
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

ア゙
ア゙
ア ゛
ア゙
ア゙
ァ

　
無
理
だ
…
…
集
中
で
き
な
い
。
よ
く
昔
か
ら
幽
霊
の
話
を
す
る
と
こ
ろ
に
幽
霊
は
集
ま
る
っ
て
言
う
け
ど
、
本
当
に
来

た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
。
う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
来
る
な
ら
い
い
気
が
し
た
け
ど
、
で
も
や
っ
ぱ
怖
い
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ

ん
で
も
来
な
い
で
欲
し
い
。
…
…
心
霊
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
終
わ
る
ま
で
外
に
出
る
か
。

「
バ
ナ
、
私
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
く
る
ね
」

「
え
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
夢
中
の
様
子
で
、
そ
っ
け
な
い
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

　
夜
の
街
灯
は
妙
に
高
く
見
え
距
離
を
取
っ
て
い
る
よ
う
で
、
夜
道
の
孤
独
を
よ
り
加
速
さ
せ
た
。

̶
̶

う
う
、
早
く
明
る
く
な
ら
な
い
か
な
あ

　
普
段
は
暗
い
と
こ
ろ
が
好
き
な
の
だ
が
、
今
日
ば
か
り
は
明
る
い
場
所
が
恋
し
か
っ
た
。
無
意
識
の
う
ち
に
早
跳
ね
を

し
て
い
た
。

フ
ワ
ッ
、
ユ
ラ
ァ
…
…

　
交
差
点
を
通
り
過
ぎ
る
時
、
不
意
に
視
界
の
隅
で
浮
遊
す
る
影
が
見
え
た
気
が
す
る
。
瞬
間
猛
ジ
ャ
ン
プ
す
る
。
あ
ま

が
い
れ
ば
月
だ
ろ
う
が
出
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
ん
て
い
う
話
も
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
こ
こ
で
ミ
ン
ス
タ
が
幽
霊
を

怖
が
っ
て
い
る
理
由
は
、
月
に
も
幽
霊

を
題
材
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
概
念
と
し
て
の
幽
霊
は

理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(4)
こ
こ
で
は
現
在
の
テ
レ
ビ
、

YouTube

等
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

が
一
つ
に
集
約
さ
れ
て
久
し
く
、
そ
の

区
別
が
な
く
な
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

総
称
し
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
呼
ぶ
。

(5)
歴
史
的
背
景
か
ら
家
の
中
と
は
言

え
、
公
共
の
場
所
で
イ
ヤ
ホ
ン
を
せ
ず

に
音
を
垂
れ
流
す
の
は
月
で
は
あ
ま
り

良
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

同
様
の
理
由
か
ら
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の

影
響
力
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
バ
ナ
が
垂
れ
流
し
て
い
る
の
は
、
仲

が
良
い
が
故
の
行
為
で
あ
り
、
信
頼
関

係
に
基
づ
い
て
い
る
。
心
霊
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
は
な
く
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
る
気

分
の
時
は
ミ
ン
ス
タ
も
特
に
文
句
は
言

わ
な
い
。

(6)
バ
ナ
と
ミ
ン
ス
タ
が
暮
ら
す
と
こ
ろ

は
極
域
の
高
日
照
地
域
と
呼
ば
れ
る
、

年
間
を
通
し
て80

％
以
上
日
が
当
た

(6)

(5)

(7)

(9)

(8)

31

り
に
も
飛
び
す
ぎ
て
一
回
転
し
そ
う
に
な
っ
た
。

̶
̶

な
、な
、な
ん
だ
今
の
は
。
ゆ
う
れ......

い
や
い
や
、多
分
酔
っ
た
大
学
生
が
は
し
ゃ
い
で
た
だ
け
だ
。
う
ん
、き
っ

と
そ
う
だ
。

　そ
う
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
も
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
と
向
か
う
ス
ピ
ー
ド
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜
」

　店
員
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
や
る
気
の
な
さ
そ
う
な
声
を
背
中
で
聞
き
な
が
ら
店
を
出
た
。
す
る
と
そ
の
瞬
間
、

「
わ
っ
！
！
」
と
バ
ナ
が
飛
び
出
し
て
き
た
。

「
う
わ
っ
！
！
」

　思
わ
ず
思
い
っ
き
り
飛
び
退
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
に
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
後
退
し
て
し
ま
っ
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ー
」

　店
員
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
気
だ
る
げ
な
挨
拶
が
意
味
も
な
く
さ
れ
る
。

「
な
ん
で
い
る
の
？
！
て
い
う
か
、
心
霊
チ
ャ
ン
ネ
ル
見
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

　私
が
思
わ
ず
大
声
で
バ
ナ
に
捲
し
立
て
る
と
、
バ
ナ
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
い
や
あ
、
一
人
で
見
て
て
も
つ
ま
ん
な
い
か
ら
さ
。
そ
れ
に
ミ
ン
ス
タ
を
脅
か
し
に
行
っ
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
面
白
い
と

思
っ
て
」

「
や
め
て
よ
も
う
ー
ー
」

　落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
な
が
ら
私
は
言
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
あ
そ
こ
の
交
差
点
の
影
も
バ
ナ
ね
。
も
う
ホ
ン
ト
に
び
っ
く
り
し
た
ん
だ
か
ら
」

　す
る
と
バ
ナ
は
き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
を
し
て
、

「
え
、
交
差
点
？
最
速
で
来
た
は
ず
だ
か
ら
バ
ナ
と
同
じ
道
を
通
っ
て
き
た
は
ず
だ
け
ど
」

「
…
…
」

り
続
け
る
地
域
だ
が
、
コ
ン
ビ
ニ
に
行

く
た
め
の
中
の
通
路
は
一
日
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
照
明
で
夕
方
や
夜
を
再
現

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

中
通
路
補
足
：
中
通
路
は
、
大
き
な
モ

ジ
ュ
ー
ル
が
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
伸
ば
す
と
き
は
、
先
の
地
面

を
掘
っ
て
そ
こ
に
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ブ
ル

の
構
造
体
を
膨
ら
ま
せ
て
空
間
を
作

り
、
連
結
し
て
伸
ば
す
。
掘
削
技
術
が

発
達
し
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
新
し
く

家
を
建
て
て
そ
こ
ま
で
中
の
通
路
を
伸

ば
し
た
い
と
し
て
も
、
簡
単
に
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
る
。
大
き
な
道
路
は
街
区

の
様
な
も
の
を
形
成
し
て
お
り
、
建
物

を
よ
り
遠
く
に
建
て
た
い
需
要
の
高
ま

り
に
伴
い
、
拡
張
さ
れ
る
。
ミ
ン
ス
タ

た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
だ
と
、
大
体

1km

お
き
ぐ
ら
い
に
大
き
な
中
通
路

が
あ
る
。
通
路
は
傾
斜
に
合
わ
せ
て
斜

め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

中
の
段
差
を
登
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、1/6G

な
の
で
、
登
る
こ
と

に
対
す
る
負
担
は
地
球
よ
り
も
圧
倒
的

に
小
さ
い
の
で
、
問
題
な
い
。

(7)
早
跳
ね
＝
早
歩
き

(8)
交
差
点
と
は
、
中
の
通
路
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
結
節
点
の
こ
と
。

(10)
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「
…
…
」

　場
が
凍
り
つ
く
。

「
…
…
帰
り
は
外
か
ら
帰
ろ
っ
か
」

「
う
、
う
ん
。
さ
ん
せ
い
ー
」

　バ
ナ
が
棒
読
み
で
同
意
し
て
き
た
。
早
く
帰
ろ
う
。

(9)
猛
ジ
ャ
ン
プ
＝
猛
ダ
ッ
シ
ュ

(10)
接
客
業
は
ほ
ぼ
全
て
店
員
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ

ニ
店
員
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
コ
ン
ビ
ニ
店

員
特
有
の
や
る
気
の
な
さ
を
形
式
と
し

て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
。（
も
ち

ろ
ん
し
っ
か
り
働
く
の
だ
が
）
　

(11)
こ
こ
で
言
う
外
と
は
、月
面
の
こ
と
。

ミ
ン
ス
タ
た
ち
が
通
っ
て
き
た
中
通
路

も
家
の
外
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
中

通
路
は
「
中
」、
月
面
は
「
外
」
と
呼

ば
れ
る
。

　

(11)
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　私
の
仕
事
は
彫
刻
家
だ
。
月
の
様
々
な
場
所
の
石
を
用
い
、
そ
れ
を
削
る
こ
と
で
作
品
を
作
っ
て
い
く
。
普
段
は
大
半

は
家
に
併
設
し
て
い
る
工
房
で
石
を
カ
ツ
カ
ツ
と
削
り
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
か
、
料
理
に
時
間
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の

前
の
コ
オ
ロ
ギ
ラ
ー
メ
ン
、
美
味
し
か
っ
た
な
あ
。

　今
日
は
ま
ず
、
贔
屓
に
し
て
い
る
石
材
店
に
注
文
し
て
お
い
た
石
を
受
け
取
り
に
行
く
。
今
回
注
文
し
た
石
は
そ
ん
な

に
大
き
く
な
い
石
だ
か
ら
背
負
っ
て
帰
っ
て
こ
れ
る
だ
ろ
う
。
き
っ
と
。

　中
か
ら
行
こ
う
か
、
外
か
ら
行
こ
う
か
迷
う
。
中
か
ら
行
っ
た
方
が
平
坦
だ
か
ら
楽
な
ん
だ
け
ど
、
人
が
多
い
か
ら
避

け
な
が
ら
石
を
運
ぶ
の
は
少
し
面
倒
。
外
か
ら
行
く
と
、
道
が
ボ
コ
ボ
コ
し
て
て
ち
ょ
っ
と
歩
く
の
が
大
変
だ
け
ど
、
広

い
し
人
も
そ
ん
な
に
多
く
な
い
か
ら
避
け
て
歩
く
必
要
も
な
い
し
、
何
よ
り
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
い
け
る
か
ら
近
い
ん

だ
よ
な
あ
…
…
。
迷
う
。
お
茶
で
も
飲
み
な
が
ら
考
え
る
か
。

　そ
う
決
め
て
、
私
は
ケ
ト
ル
で
お
湯
を
沸
か
し
、
ア
ー
ル
グ
レ
イ
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
マ
グ
カ
ッ
プ
に
入
れ
た
。

「
決
め
た
。
外
か
ら
行
こ
う
。」

　私
は
お
茶
を
啜
り
な
が
ら
、
唐
突
に
口
に
出
し
、
決
意
し
た
。
そ
う
い
え
ば
こ
こ
最
近
外
歩
い
て
な
か
っ
た
し
、
た
ま

に
は
ね
。

　外
玄
関
の
方
に
行
き
、外
服
を
準
備
す
る
。
今
日
は
何
を
着
て
行
こ
う
。
随
分
前
に
買
っ
た
っ
き
り
、全
然
着
て
な
か
っ

た
あ
れ
に
す
る
か
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中
を
物
色
す
る
。

　身
支
度
を
パ
パ
ッ
と
済
ま
せ
、
出
発
す
る
。
外
玄
関
か
ら
外
に
出
た
ら
、
し
っ
か
り
と
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
閉
ま
っ
て
い
る

か
確
認
し
て
か
ら
、
月
面
を
歩
き
出
す
。
高
齢
者
の
締
め
忘
れ
に
よ
る
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
ま
た
最
近
話
題
に
な
っ
て
い

(1)
質
量
は
一
緒
で
も
、
重
力
が1/6G

の
月
で
は
、
重
さ
は1/6

に
な
る
。
つ

ま
り
仮
に
地
球
で
は30kg=300N

の

石
で
も
、
月
で
は50N

に
な
る
の
で
、

地
球
よ
り
は
楽
に
持
ち
運
び
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
で
バ
ナ
が
頼
ん
だ
石

は
実
は
結
構
大
き
い
が
、
月
だ
と
背
負

え
て
し
ま
う
の
で
、「
そ
ん
な
に
大
き

く
な
い
」
と
い
う
風
に
重
さ
の
ス
ケ
ー

ル
感
覚
が
少
し
狂
っ
た
よ
う
な
表
現
を

し
て
い
る
。

(2)
通
路
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
繋
が
る
「
内
玄

関
」
と
、
月
面
の
外
に
繋
が
る
「
外
玄

関
」
が
あ
る
。
外
玄
関
に
は
エ
ア
ロ
ッ

ク
が
あ
り
、
エ
ア
ロ
ッ
ク
と
部
屋
の
間

に
土
間
の
よ
う
な
空
間
が
あ
り
、
そ
こ

に
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
宇
宙
服
が
掛
け

ら
れ
て
い
る
。

(3)
外
服
＝
宇
宙
服

こ
の
時
代
で
は
、
ア
ウ
タ
ー
の
よ
う
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
様
々
な
デ
ザ
イ

ン
の
宇
宙
服
が
あ
り
、「
外
服
」
と
し

て
普
通
に
売
ら
れ
て
い
る
。

(4)
現
代
で
は
、
宇
宙
服
を
着
て
船
外
に

出
る
た
め
に
は
、
宇
宙
服
内
を
約0.3

気
圧
に
減
圧
し
な
け
れ
ば
、
宇
宙
服
が

膨
ら
ん
で
し
ま
い
ろ
く
に
作
業
で
き
な

(1)

(2)

(3)

(4)
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る
が
、
若
い
か
ら
と
い
っ
て
、
私
も
他
人
事
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
私
だ
っ
て
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
だ
。

　ぽ
ー
ん
、
ぽ
ー
ん
と
無
駄
に
高
く
跳
ね
な
が
ら
向
か
う
。
や
っ
ぱ
り
外
は
気
持
ち
が
い
い
。
天
井
が
な
い
分
よ
り
高
く

跳
ん
で
そ
う
な
気
が
す
る
。
実
際
に
は
中
で
飛
ん
で
も
頭
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
や
は
り

心
理
的
開
放
感
が
違
う
。
周
り
の
人
も
心
な
し
か
中
よ
り
高
く
跳
ん
で
い
る
気
が
す
る
。
み
ん
な
ウ
サ
ギ
み
た
い
だ
。
私

も
そ
う
か
。

　遊
び
な
が
ら
向
か
っ
て
い
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
目
的
の
石
材
店
に
着
い
た
。

　「い
し
や

　山
月
」
の
看
板
が
か
か
る
外
口
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
。
ピ
ン
ポ
ー
ン
。

　す
ぐ
さ
ま
戸
が
開
か
れ
、山
月
の
店
主
ウ
ィ
ア
が
出
て
き
た
。
彼
は
ま
だ
若
い
が
、山
月
の
店
主
を
継
い
で
お
り
、が
っ

し
り
し
た
体
格
と
風
貌
と
、
よ
く
通
る
落
ち
着
い
た
声
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
兄
貴
分
み
た
い
な
雰
囲
気
の
男
で
あ
る
。

「
よ
お
、
バ
ナ
。
頼
ん
で
た
石
か
い
？
」

「
や
あ
、
ウ
ィ
ア
。
そ
の
通
り
！
」

「
了
解
。
ち
ょ
っ
と
中
入
っ
て
待
っ
て
な
」

　言
わ
れ
る
が
ま
ま
、
中
に
入
っ
て
待
つ
こ
と
に
し
た
。
中
は
広
く
、
様
々
な
場
所
か
ら
取
れ
た
石
が
、
大
体
の
場
所
ご

と
に
ま
と
め
ら
れ
て
置
か
れ
て
い
た
。
ウ
ィ
ア
は
奥
の
方
に
ト
ン
ッ
ト
ン
ッ
と
駆
け
上
が
っ
て
い
き
、
両
手
で
抱
え
る
ほ

ど
の
大
き
さ
の
石
を
持
ち
、
ふ
わ
り
と
降
り
て
き
た
。

「
こ
れ
だ
よ
な
」

「
そ
う
そ
う
！
あ
り
が
と
う
！
」

「
代
金
は
も
う
も
ら
っ
て
る
か
ら
持
っ
て
き
な
。
外
か
ら
来
た
っ
て
こ
と
は
車
か
？
そ
こ
ま
で
持
っ
て
こ
う
」

「
い
や
、
歩
き
な
ん
だ
」

　ウ
ィ
ア
は
眉
間
を
上
げ
て
私
を
見
る
。

「
こ
の
大
き
さ
だ
ぞ
？
持
ち
帰
れ
る
の
か
？
な
ん
で
車
で
来
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」

　ウ
ィ
ア
が
畳
み
掛
け
て
く
る
。
私
は
笑
っ
て
言
っ
た
。

く
な
っ
て
し
ま
う
。減
圧
す
る
た
め
に
、

プ
レ
ブ
リ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
体
内
に
溶

け
込
ん
で
い
た
窒
素
成
分
を
体
外
へ
追

い
出
し
、
減
圧
症
を
防
ぐ
工
程
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が2

時
間

20

分
ほ
ど
か
か
る
。
し
か
し
、
バ
ナ

た
ち
が
い
る
世
界
で
は
、
宇
宙
服
も
進

化
し
て
お
り
、
プ
レ
ブ
リ
ー
ズ
な
し
で

宇
宙
服
を
着
て
す
ぐ
出
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

　船
外
活
動
中
の
宇
宙
服
内
の
気
圧
を

現
在
の
約0.3

気
圧
か
ら0.5

気
圧
程

度
に
ま
で
高
く
保
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
減
圧
症
の
心
配
も
な
く
プ
レ
ブ

リ
ー
ズ
も
必
要
で
は
な
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、0.5

気
圧
に
す
る
と
宇
宙
服

が
風
船
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
し
ま
う
の

で
、
宇
宙
飛
行
士
が
船
外
活
動
を
楽
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
動
き
や
す
い

宇
宙
服
は
、未
だ
完
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

（JAXA

よ
り
）
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「
い
や
あ
、
い
け
る
か
な
と
思
っ
て
。
あ
と
歩
き
た
か
っ
た
し
。
背
負
っ
て
い
け
ば
楽
勝
だ
よ
ー
」

　ウ
ィ
ア
が
半
ば
呆
れ
た
様
子
で
見
て
く
る
。呆
れ
ら
れ
る
の
は
慣
れ
て
い
る
。こ
う
い
う
性
格
な
の
だ
。し
ょ
う
が
な
い
。

　し
か
し
、
そ
ん
な
私
に
嫌
味
を
言
う
で
も
な
く
、
ウ
ィ
ア
は
す
ぐ
に
楽
に
背
負
っ
て
い
け
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
く
れ

て
い
る
。
面
倒
見
の
い
い
や
つ
だ
。

「
は
い
よ
。
気
を
つ
け
て
帰
れ
よ
」

　あ
っ
と
い
う
間
に
背
負
え
る
よ
う
に
し
て
渡
し
て
き
た
。

「
さ
す
が
ー
、
あ
り
が
と
う
！
」

　そ
う
い
う
と
私
は
石
を
背
負
っ
て
外
口
を
出
た
。
…
…
や
っ
ぱ
り
重
い
か
も
し
れ
な
い
。

　帰
宅
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
工
房
に
石
を
運
ぶ
。
玄
関
の
す
ぐ
近
く
に
工
房
を
増
築
し
て
も
ら
っ
て
ミ
ン
ス
タ
に
は
感
謝
だ

な
、
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
。

　床
に
木
材
を
敷
き
、
そ
の
上
に
石
を
置
く
。

「
ふ
う
ー
、
さ
す
が
に
重
か
っ
た
」

　起
伏
が
あ
り
サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
レ
ゴ
リ
ス
に
覆
わ
れ
て
い
る
道
は
、
行
き
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
の
だ
が
、
帰
り
は
キ

ツ
か
っ
た
。
次
か
ら
は
大
人
し
く
車
で
行
こ
う
。

　ノ
ミ
と
ハ
ン
マ
ー
を
持
ち
、
早
速
制
作
に
取
り
掛
か
る
。

　軽
く
下
書
き
を
し
、
ま
ず
は
要
ら
な
い
部
分
を
取
り
除
く
。
削
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
下
書
き
に
近
い
部
分
は
よ
り
小

さ
な
ノ
ミ
を
使
っ
て
慎
重
に
割
り
剥
が
し
て
い
く
。

　大
き
な
ノ
ミ
と
ハ
ン
マ
ー
で
あ
ら
か
た
の
形
に
削
っ
た
ら
、
徐
々
に
小
さ
な
ノ
ミ
と
ハ
ン
マ
ー
に
切
り
替
え
て
仕
上
げ

て
い
く
。
今
回
の
作
品
は
下
部
の
丸
み
の
あ
る
部
分
の
光
沢
感
と
、
中
間
部
の
複
雑
な
模
様
の
仕
上
が
り
、
そ
し
て
上
部

の
様
々
な
物
ご
と
の
繊
細
な
素
材
感
の
表
現
が
肝
だ
。
出
来
上
が
り
を
想
像
し
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
ノ
ミ
を
叩
い
て
い

く
。
石
を
横
に
し
た
り
、
縦
に
し
た
り
様
々
な
方
向
か
ら
見
て
、
打
っ
て
、
理
想
の
形
を
作
っ
て
い
く
。

(5)
最
初
は
ミ
ン
ス
タ
一
人
で
今
の
家
に

住
ん
で
い
た
が
、
バ
ナ
が
引
っ
越
し
て

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
始
ま
っ
て
暫
く
し
て

か
ら
、
工
房
を
増
築
し
た
。

(5)
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　形
が
出
来
た
ら
、
い
よ
い
よ
研
磨
作
業
だ
。
石
に
よ
る
彫
刻
は
、
研
磨
に
よ
っ
て
表
面
に
色
艶
の
差
異
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
だ
。
よ
り
細
か
い
目
ま
で
、
磨
き
を
進
め
る
と
、
色
艶
が
濃
く
な
る
。
水
を
か
け
な
が
ら
、

砥
石
で
磨
い
て
い
く
。

ゴ
リ
ゴ
リ
ゴ
リ
…
…

「
こ
れ
で
い
い
か
な
！
」

　そ
の
私
の
声
を
聞
き
、
ミ
ン
ス
タ
が
ひ
ょ
こ
っ
と
顔
を
出
し
に
き
た
。

「
お
、
今
度
は
何
を
作
っ
た
の
？
バ
ナ
…
…
え
？
こ
れ
っ
て
…
…
」

　ミ
ン
ス
タ
は
怪
訝
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
。

「
こ
の
前
食
べ
た
コ
オ
ロ
ギ
ラ
ー
メ
ン
だ
よ
ー
。
美
味
し
か
っ
た
の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
！
」

「
…
…
呆
れ
た
」

(6)
水
は
、
普
段
の
作
業
で
普
通
に
使
え

る
く
ら
い
に
は
ち
ゃ
ん
と
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
整
っ
て
い
る
。
水
は
ほ
ぼ100%

近
く
再
生
利
用
さ
れ
る
。
足
り
な
い
水

の
交
易
を
地
球
と
す
る
か
も
し
れ
な

い
。　水

資
源
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
は
ま

だ
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
あ

る
試
算
に
よ
る
と
、
シ
ャ
ッ
ク
ル
ト

ン
ク
レ
ー
タ
ー
と
い
う
直
径
約21km

の
ク
レ
ー
タ
ー
に
約180

万t

あ
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。

　　

(6)

第
５
話　

仕
事
２

第
６
話　

珈
琲

41

　　私
は
珈
琲
が
好
き
だ
。
同
居
人
の
バ
ナ
も
大
概
だ
が
、
こ
と
珈
琲
に
関
し
て
は
私
も
少
し
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
豆
は
近

く
の
珈
琲
店
で
い
つ
も
買
っ
て
い
る
。
そ
の
店
は
入
口
が
外
に
あ
る
上
、
月
の
丘
に
擬
態
し
て
お
り
、
と
て
も
わ
か
り
に

く
い
の
だ
が
、
地
球
か
ら
輸
入
さ
れ
て
き
た
も
の
か
ら
月
で
生
産
さ
れ
た
も
の
ま
で
幅
広
く
扱
っ
て
お
り
、
ま
た
店
主
の

こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
味
か
ら
、
根
強
い
人
気
が
あ
る
。

　キ
ッ
チ
ン
の
反
対
側
を
向
き
、
冷
凍
庫
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
取
り
出
す
。
瓶
を
開
け
る
と
、
ま
だ
コ
ー
ヒ
ー
の
香
ば
し

い
香
り
が
香
っ
て
く
る
。
お
湯
を
ケ
ト
ル
で
沸
か
し
始
め
、
豆
を
コ
ー
ヒ
ー
メ
ジ
ャ
ー
ス
プ
ー
ン
で
電
動
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー

に2

人
分
入
れ
る
。

ざ
ら
っ

　ざ
ら
っ

　ざ
ら
っ

ウ
ィ
ー
ン
、
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
…
…

　ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
け
た
た
ま
し
い
音
を
立
て
て
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
が
豆
を
挽
く
。

「
う
わ
っ

　珈
琲
？
」

「
そ
う
、
飲
む
？
」

「
う
ん
お
願
い
ー
」

　こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
バ
ナ
が
珈
琲
を
催
促
し
て
く
る
の
は
予
測
済
み
だ
。
だ
か
ら
最
初
か
ら2

人
分
入
れ
た
。

　今
日
の
豆
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
ハ
イ
ロ
ー
ス
ト
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
豆
独
特
の
香
り
や
風
味
を
楽
し
め
る
も
の
に
な
っ

(1)
お
店
は
基
本
的
に
は
よ
く
人
が
行
き

来
す
る
通
路
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
面
し
て
作

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
出
て
く

る
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は
外
に
あ
る
の

で
、
宇
宙
服
を
着
て
お
店
ま
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
例
え
て
言
う
な

ら
、
防
寒
着
を
上
に
着
て
、
田
舎
に
あ

る
美
味
し
い
と
評
判
の
店
に
行
く
、
く

ら
い
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
。

　
(2)
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
機
械
で
挽
く
音
。
重

力
が
小
さ
い
の
で
豆
が
舞
っ
て
し
ま

い
、
地
球
よ
り
も
挽
く
の
に
時
間
が
か

か
る
。

　
(3)
月
の
住
人
は
大
き
い
音
に
敏
感
な
の

で
、
マ
シ
ン
の
大
き
な
音
に
少
し
驚
い

て
い
る
。
そ
う
い
う
住
人
の
性
質
上
こ

れ
で
も
だ
い
ぶ
静
穏
化
さ
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。

　
(4)
ナ
チ
ュ
ラ
ル
：
豆
の
精
製
方
法
。
独

特
の
香
り
と
味
わ
い
の
あ
る
珈
琲
を
楽

し
め
る
。
広
い
場
所
を
使
っ
て
乾
燥
さ

せ
る
。
太
陽
光
や
温
度
差
が
豆
に
悪
影

響
を
与
え
る
た
め
、
月
の
外
で
は
行
う

こ
と
が
難
し
く
、
中
で
行
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を
確
保
す
る

の
は
月
で
は
難
し
く
、
割
と
最
近
ま
で

月
で
は
主
流
で
は
な
か
っ
た
。

　ハ
イ
ロ
ー
ス
ト
：
豆
の
焙
煎
度
。
い

(1)

(2)
(3)

(4)
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て
い
る
は
ず
だ
。
そ
れ
を
中
粗
挽
き
に
す
る
。

カ
チ
ッ

　
ケ
ト
ル
が
お
湯
が
９
０
度
に
沸
い
た
音
を
告
げ
る
。

　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
２
つ
、
珈
琲
を
入
れ
る
サ
ー
バ
ー
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
セ
ッ
ト
し
た
ド
リ
ッ
パ
ー
を
用
意
し
、
お
湯
を

注
ぎ
温
め
る
。
十
分
に
温
ま
り
お
湯
を
捨
て
た
ら
、
挽
い
た
粉
を
入
れ
、
均
し
、
そ
こ
に
お
湯
を
注
ぎ
始
め
る
。

ぽ
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
…
…

チ
…
…     

　
チ
…
…
　
　
　
　
チ
…
…

　
ゆ
っ
く
り
と
お
湯
が
ポ
ッ
ト
か
ら
ド
リ
ッ
パ
ー
、
そ
し
て
サ
ー
バ
ー
へ
と
落
ち
て
い
く
。

　20

秒
ほ
ど
蒸
ら
し
、2

投
目
、3

投
目
、4

投
目
と2

杯
分
の
湯
量
に
な
る
よ
う
注
い
で
い
く
。

　
ぴ
っ
た
り2

杯
分
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
ド
リ
ッ
パ
ー
を
外
し
、
サ
ー
バ
ー
の
中
の
珈
琲
を
ス
プ
ー
ン
で
く
る
り
と
か

き
混
ぜ
る
。

　
最
後
に
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
注
げ
ば
、
完
成
だ
。

「
は
い
、
バ
ナ
」

「
あ
、
あ
り
が
と
。̶

̶

う
ん
。
い
つ
も
通
り
お
い
し
い
。
ミ
ン
ス
タ
の
入
れ
る
珈
琲
は
」

「
そ
う
で
し
ょ
？
」

　
そ
う
得
意
げ
に
言
い
、
私
は
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
共
に
デ
ス
ク
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。

わ
ゆ
る
中
煎
り
の
こ
と
で
、
喫
茶
店
な

ど
で
よ
く
飲
ま
れ
る
。

　(5)
珈
琲
を
入
れ
る
温
度
は
豆
の
状
態
に

よ
る
の
だ
が
、
作
者
は
普
段
飲
み
は
め

ん
ど
く
さ
い
の
で
よ
く
い
い
と
言
わ

れ
て
い
る90

℃
一
律
で
入
れ
て
い
る
。

彼
女
も
き
っ
と
そ
ん
な
感
じ
。

　(6)1/6G

な
の
で
お
湯
も
ゆ
っ
く
り
落

ち
る
。
そ
の
た
め
、
お
湯
が
珈
琲
豆
と

触
れ
て
い
る
時
間
も
長
く
な
り
、
少
し

深
い
味
わ
い
に
な
り
が
ち
な
の
で
は
な

い
か
と
予
想
す
る
。
よ
っ
て
、
地
球
よ

り
も
注
湯
速
度
は
速
く
、
蒸
ら
し
時
間

は
短
め
で
、
ま
た
お
湯
が
た
ま
り
に
く

い
ド
リ
ッ
パ
ー
が
使
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う

な
濃
い
珈
琲
が
月
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

な
る
か
。
　

(5)

(6)
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バ
ナ
と
ミ
ン
ス
タ
が
出
会
う
前
、
と
あ
る
集
落
で
の
物
語
。

「
こ
こ
が
南
極
第
５
集
落
、
通
称
ツ
ク
ヨ
ミ
村
か
」

　
ミ
ン
ス
タ
は
感
慨
深
そ
う
に
言
っ
た
。
他
の
都
市
と
地
下
鉄
が
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
ま
で
は

ロ
ー
バ
ー
で
来
た
。
ロ
ー
バ
ー
で
来
る
に
は
あ
ま
り
に
も
長
い
道
の
り
で
、
途
中
何
日
間
か
車
中
泊
を
し
た
の
で
、
身
体

に
疲
れ
が
蓄
積
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

「
ん
ー
、
肩
が
凝
っ
て
る
感
じ
す
る
…
…
ま
あ
、
こ
れ
も
生
身
の
身
体
で
の
旅
の
醍
醐
味
と
も
言
え
る
か
」

　
そ
う
呟
き
、
肩
を
回
し
な
が
ら
村
の
入
り
口
ま
で
向
か
う
。
村
の
外
観
は
レ
ン
ガ
が
積
み
重
ね
ら
れ
ド
ー
ム
状
に
な
っ

て
お
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
月
面
の
街
の
は
ず
な
の
に
、
ミ
ン
ス
タ
の
い
る
街
と
は
既

に
だ
い
ぶ
異
な
る
作
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
村
の
入
り
口
付
近
ま
で
来
る
と
、
外
で
人
が
出
迎
え
て
く
れ
て
い
た
。

「
よ
う
こ
そ
、
ク
ラ
ゲ
建
設
さ
ん
。
ツ
ク
ヨ
ミ
村
の
村
長
ム
フ
で
す
。
遠
い
と
こ
ろ
お
疲
れ
様
で
す
」

　
ム
フ
と
名
乗
る
老
人
は
ま
だ
少
し
挨
拶
す
る
に
は
遠
い
場
所
か
ら
、
こ
ち
ら
の
方
に
向
か
い
な
が
ら
言
っ
た
。
歓
迎
し

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
初
め
ま
し
て
。ク
ラ
ゲ
建
設
の
ミ
ン
ス
タ
で
す
。本
日
は
見
学
の
受
け
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
数
日
間
滞
在
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　
ミ
ン
ス
タ
が
丁
寧
に
挨
拶
を
返
す
と
、
ム
フ
は
に
こ
り
と
微
笑
み
、
喜
び
を
表
す
手
話
を
返
し
て
く
れ
た
。

「
荘
厳
な
入
り
口
で
す
ね
」

(1)
モ
ジ
ュ
ー
ル
制
作
技
術
と
掘
削
技
術

が
高
度
化
し
、
値
段
も
安
価
に
な
っ
て

き
た
昔
の
と
あ
る
時
期
、
月
面
を
各
企

業
が
こ
ぞ
っ
て
不
動
産
開
発
し
よ
う
と

し
た
。
成
功
し
た
場
所
で
は
、
今
で
は

彼
女
た
ち
が
暮
ら
す
都
市
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
思
う
よ
う
に
い
か
な

か
っ
た
企
業
の
土
地
で
も
人
は
少
数
で

あ
る
が
住
ん
で
お
り
、
集
落
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
文
化
を
築
き
上
げ
て
い
る
。

(2)
木
材
が
、
宇
宙
の
真
空
環
境
や
放
射

線
が
降
り
注
ぐ
環
境
に
対
し
、
曝
露
さ

れ
て
も
安
定
し
た
弾
性
特
性
を
保
持
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
が
あ

る
。
木
材
な
ら
で
は
の
温
か
み
の
あ
る

質
感
、
ま
た
苗
木
を
持
っ
て
い
け
れ
ば

月
面
で
育
て
て
建
材
と
し
て
使
え
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
宇
宙
で
の
木
材
利
用

の
研
究
は
今
後
も
進
ん
で
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。
ミ
ン
ス
タ
た
ち
の
い
る
時
代

で
は
、
研
究
も
進
み
、
植
林
場
も
あ
り
、

マ
イ
ナ
ー
で
は
あ
る
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。
ツ
ク
ヨ
ミ
村
は
、
歴
史
的
背
景
か

ら
木
材
を
よ
く
使
用
し
て
い
る
。

　(3)
村
と
ミ
ン
ス
タ
が
住
ん
で
い
る
都
市

で
は
言
語
が
違
う
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
自
動
翻
訳
機
が
宇
宙
服
に
搭
載
さ

(1)

(3)

(2)
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「
そ
う
で
し
ょ
う
。
伝
統
的
な
木
組
み
を
外
装
材
と
し
て
使
っ
て
い
る
ん
で
す
。
木
組
み
は
、
ま
あ
村
の
シ
ン
ボ
ル
み
た

い
な
も
の
で
す
よ
」

　ム
フ
が
軽
い
口
調
で
答
え
る
。
実
際
木
組
み
は
構
造
的
に
入
り
口
や
ド
ー
ム
に
効
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ

う
で
は
あ
る
が
、
要
所
要
所
で
使
わ
れ
る
そ
の
意
匠
は
、
確
実
に
全
体
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
ど
こ
か
神

聖
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
入
り
口
を
飾
っ
て
い
た
。

「
さ
、
ど
う
ぞ
。
よ
う
こ
そ
」

　ム
フ
が
入
り
口
の
ハ
ッ
チ
、
そ
し
て
そ
の
奥
の
村
に
繋
が
る
エ
ア
ロ
ッ
ク
の
ハ
ッ
チ
を
開
け
る
。

「
お
お
…
…
！
」

　ミ
ン
ス
タ
は
思
わ
ず
声
を
上
げ
た
。
外
観
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
内
部
も
独
特
の
雰
囲
気
を
出
し
て
い
る
。

金
属
の
テ
ク
ス
チ
ャ
の
壁
に
、
外
観
同
様
内
部
に
も
木
材
を
使
用
し
、
一
定
間
隔
で
作
ら
れ
て
い
る
門
の
よ
う
な
意
匠
は
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
単
位
と
は
異
な
る
空
間
の
リ
ズ
ム
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
で
見
る
と
村
の
緩
そ
う
な
空
気
感
、
木

の
匂
い
・
質
感
の
よ
う
な
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

̶
̶

資
料
や
ア
バ
タ
ー
で
は
、
同
じ
よ
う
な
感
覚
は
得
ら
れ
な
い
よ
な
ー

　ミ
ン
ス
タ
は
し
み
じ
み
と
思
っ
た
。

　ま
ず
は
、
道
を
歩
き
な
が
ら
、
ざ
っ
と
街
並
み
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
ム
フ
は
、
案
内
し
て
く
れ
よ
う
と
し
て
く
れ
た

が
、
ミ
ン
ス
タ
は
仕
事
の
関
係
上
た
く
さ
ん
歩
く
の
で
、
高
齢
の
身
に
は
悪
い
と
思
い
、
断
っ
た
。

　ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
き
始
め
る
。
あ
ら
か
じ
め
今
日
外
部
の
都
市
か
ら
人
間
が
来
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
知
ら
せ
て
い
た
み

た
い
だ
が
、
小
さ
い
集
落
だ
か
ら
か
、
皆
も
の
珍
し
く
見
て
く
る
。

　一
軒
家
、
ア
パ
ー
ト
、
学
校
、
病
院
な
ど
、
大
き
な
作
り
は
一
緒
の
は
ず
な
の
だ
が
、
こ
の
村
な
ら
で
は
の
印
象
を
受

け
る
。
全
体
的
に
小
さ
く
、
細
く
、
細
か
い
。
し
か
し
、
空
間
と
し
て
は
決
し
て
狭
く
な
く
、
む
し
ろ
解
放
感
を
感
じ
る
。

̶
̶

研
究
し
が
い
が
あ
り
そ
う
だ

れ
て
お
り
、
音
声
と
し
て
相
手
の
宇
宙

服
に
届
け
ら
れ
る
の
と
、
宇
宙
服
の
正

面
の
パ
ネ
ル
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

問
題
な
く
会
話
で
き
る
。
そ
れ
と
は
別

に
、
公
用
語
の
月
面
手
話
の
お
か
げ
で

詳
細
な
理
解
を
助
け
て
い
て
、
こ
れ
が

こ
の
世
界
で
の
一
般
的
な
会
話
風
景
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
老
人

な
ど
上
の
世
代
の
話
で
あ
り
、
若
い
世

代
は
月
公
用
語
を
第2

言
語
と
し
て

ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
遜
色
な
い
く
ら
い
に
は

覚
え
て
い
る
。
バ
ナ
が
ミ
ン
ス
タ
と
普

通
に
会
話
で
き
る
の
は
こ
の
た
め
。
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ミ
ン
ス
タ
は
一
人
静
か
に
胸
が
高
鳴
っ
て
い
た
。

　
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
今
ま
で
と
は
雰
囲
気
が
違
う
木
造
の
構
造
物
が
出
て
き
た
。
正
面
に
は
、
道
と
同
じ
門
型
な
の

だ
が
、
太
く
、
異
な
る
意
匠
を
持
つ
門
。
奥
の
建
物
に
は
像
が
鎮
座
し
て
い
る
。

̶
̶

こ
れ
は
何
か
の
宗
教
施
設
…
…
？
ヴ
ォ
イ
ド
信
仰
で
は
な
い
よ
な
？

　
そ
う
考
え
て
い
る
と
、
ミ
ン
ス
タ
の
横
を
人
が
通
り
過
ぎ
、
像
の
前
で
拝
み
始
め
た
。

̶
̶

こ
の
村
独
自
の
宗
教
な
の
か
な
。
詳
し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
り
そ
う
ね

　
非
常
に
気
に
な
っ
た
が
、
今
は
先
に
全
体
を
回
る
こ
と
に
し
た
。

　
内
部
を
一
通
り
見
終
え
る
と
、
改
め
て
外
を
見
て
回
る
こ
と
に
し
た
。
最
初
に
入
っ
て
き
た
と
こ
ろ
と
は
違
う
出
入
り

口
か
ら
出
る
。
外
に
は
普
段
見
て
い
る
月
面
と
同
じ
よ
う
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
離
れ
て
、
ど
れ
だ
け
異

な
る
街
並
み
が
あ
ろ
う
と
、一
歩
外
に
出
る
と
馴
染
み
あ
る
月
面
と
似
た
よ
う
な
景
色
に
出
る
こ
と
は
、ミ
ン
ス
タ
を
ほ
っ

と
さ
せ
た
。
遠
く
に
来
て
い
て
も
、
一
旦
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
、
旅
に
お
け
る
心
の
軸
と
な
っ
て
い
た
。

　
建
物
の
外
観
を
改
め
て
見
て
回
る
前
に
、
付
近
を
ぶ
ら
つ
く
こ
と
に
し
た
。

　
砂
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
道
を
し
ば
ら
く
歩
い
て
い
る
と
、
岩
陰
に
人
ら
し
き
影
が
見
え
た
。

̶
̶

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
人
？
こ
の
人
も
散
歩
か
な
？

　
ミ
ン
ス
タ
は
自
分
と
似
た
よ
う
な
人
が
い
る
の
か
と
興
味
を
持
ち
、
声
を
か
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
。
何
さ
れ
て
る
ん
で
す
か
？
」

「
う
わ
っ
！
！
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
驚
い
ち
ゃ
っ
て
。
え
っ
と
石
を
見
て
て
」

　
そ
の
人
物
は
ま
さ
か
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
声
を
か
け
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
ら
し
く
、
と
て
も
驚
き
な
が
ら
言
っ

た
。

「
石
？
何
か
に
使
う
ん
で
す
か
？
」

「
彫
刻
す
る
ん
で
す
。
私
、
月
の
石
を
使
っ
て
彫
刻
し
て
る
バ
ナ
で
す
。
あ
な
た
は
？
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
何
を
？
う
ち
の

(4)
ヴ
ォ
イ
ド
信
仰
＝
こ
の
世
界
で
の
一

大
宗
教

　
地
球
の
宗
教
は
、
地
球
じ
ゃ
な
い
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
効
力
が
ほ
と
ん
ど
失

わ
れ
て
い
る
。

　(5)
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
は
、
太
陽
光

発
電
の
ほ
か
、
原
子
力
発
電
、
ま
た
ヘ

リ
ウ
ム
３
を
使
っ
た
核
融
合
発
電
な
ど

が
あ
る
。
ツ
ク
ヨ
ミ
村
で
は
、
村
を
創

設
し
た
企
業
が
あ
っ
た
国
の
問
題
に
よ

り
、
太
陽
光
発
電
を
メ
イ
ン
に
用
い
て

い
る
。

(4)

(5)
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村
の
人
じ
ゃ
な
さ
そ
う
だ
け
ど
…
…
」

　バ
ナ
と
名
乗
る
女
性
は
不
思
議
そ
う
に
見
て
き
た
。

「
あ
、自
己
紹
介
が
ま
だ
で
し
た
ね
。私
、ク
ラ
ゲ
建
設
の
ミ
ン
ス
タ
と
言
い
ま
す
。ア
ル
テ
ミ
ス
っ
て
い
う
都
市
か
ら
来
て
、

こ
の
村
の
研
究
の
た
め
に
数
日
間
滞
在
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
ア
ル
テ
ミ
ス
…
…
そ
れ
は
ま
た
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
」

　バ
ナ
は
遠
く
月
の
地
平
線
を
見
つ
め
な
が
ら
言
っ
た
。

「
と
こ
ろ
で
石
を
見
て
た
け
ど
、
何
か
違
う
ん
で
す
か
？
」

　ミ
ン
ス
タ
は
素
朴
な
疑
問
と
し
て
尋
ね
た
。

「
全
然
違
う
よ
ー
！
例
え
ば
こ
の
石
は
…
…
」

　ど
う
や
ら
バ
ナ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
話
し
始
め
た
。
彼
女
曰
く
、
石
は
場

所
に
よ
っ
て
含
ま
れ
て
い
る
鉱
石
が
異
な
り
、
様
々
な
種
類
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
当
然
な
が
ら
一
つ
一
つ
形
が
違
う
の

で
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
と
多
様
な
種
類
の
石
が
存
在
す
る
ら
し
く
、
彼
女
は
作
品
に
よ
っ
て
石
を
使
い
分
け
て
、

一
つ
一
つ
制
作
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
面
白
い
ね
。
場
所
ご
と
に
作
品
の
傾
向
と
か
も
違
っ
た
り
す
る
の
？
」

　ミ
ン
ス
タ
が
そ
う
問
う
と
、
バ
ナ
は
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
、

「
よ
け
れ
ば
う
ち
に
寄
っ
て
作
品
見
て
く
？
実
物
を
見
な
が
ら
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
！
」

　と
言
っ
た
。
ミ
ン
ス
タ
は
ま
だ
村
の
外
観
を
見
る
と
い
う
仕
事
が
ま
る
で
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
好
奇
心
に
抗
え

ず
、「
い
い
ね
。
行
か
せ
て
も
ら
お
う
」
と
す
ぐ
に
了
承
し
た
。

　バ
ナ
の
ア
ト
リ
エ
は
、
先
ほ
ど
ミ
ン
ス
タ
が
出
て
き
た
出
入
り
口
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
家
は

村
の
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
バ
ナ
は
ア
ト
リ
エ
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
寝
泊

ま
り
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
ら
し
か
っ
た
。

　
(6)
大
雑
把
に
言
う
と
、
月
の
黒
っ
ぽ
い

と
こ
ろ
＝
月
の
海
の
主
成
分
は
玄
武
岩

で
あ
り
、
白
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
＝
月
の
高

地
の
主
成
分
は
斜
長
岩
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
月
で
も
場
所
に
よ
っ
て
石
の

成
分
が
異
な
り
、
色
な
ど
も
異
な
っ
て

く
る

(7)
バ
ナ
の
住
ん
で
い
る
村
で
は
家
単
位

で
外
玄
関
が
あ
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
そ
の
た
め
外
に
行
く
た
め
に
は

村
の
出
入
り
口
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら

(6)

(7)
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　ア
ト
リ
エ
に
入
る
と
、
壁
際
に
所
狭
し
と
作
品
が
並
ん
で
い
た
。
部
屋
の
中
央
に
は
制
作
す
る
た
め
の
机
や
道
具
な
ど

が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
彫
刻
家
の
部
屋
か
と
ミ
ン
ス
タ
は
感
動
を
覚
え
て
い
た
。
バ
ナ
は
部
屋
の
電
気
を
つ
け
、

す
ぐ
作
品
の
方
に
向
か
い
、
説
明
を
始
め
た
。

「
こ
れ
が
こ
の
辺
り
で
取
れ
た
石
で
作
っ
た
作
品
た
ち
で
、
お
寿
司
と
か
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
か
米
料
理
の
表
現
に
向
い
て
る
。

こ
れ
は
こ
こ
か
ら
ア
ル
テ
ミ
ス
の
ち
ょ
う
ど
中
間
く
ら
い
で
取
れ
た
石
で
、
パ
ン
の
質
感
を
表
現
し
や
す
い
。
そ
し
て
こ

れ
は
…
…
」

「
な
ん
で
食
べ
物
ば
っ
か
り
な
の
よ
」

　あ
ま
り
に
も
気
に
な
り
す
ぎ
て
ミ
ン
ス
タ
は
に
や
に
や
し
な
が
ら
突
っ
込
ん
だ
。
バ
ナ
は
気
を
悪
く
す
る
で
も
な
く

堂
々
と
、

「
私
は
月
の
石
を
全
て
美
味
し
そ
う
に
す
る
た
め
に
彫
刻
を
し
て
る
ん
だ
！
」

　と
言
い
放
っ
た
。

「
何
そ
れ
！
じ
ゃ
あ
こ
れ
は
？
」

「
こ
れ
は
ね
…
…
」

　ミ
ン
ス
タ
は
仕
事
の
こ
と
な
ど
忘
れ
、
夢
中
に
な
っ
て
バ
ナ
の
話
を
次
か
ら
次
へ
と
引
き
出
し
た
。

「
久
々
に
こ
ん
な
に
自
分
の
作
品
に
つ
い
て
喋
っ
た
よ
！
」
バ
ナ
も
ミ
ン
ス
タ
同
様
と
て
も
楽
し
そ
う
に
言
い
、
続
け
た
。

「
ね
え
、
も
し
滞
在
中
泊
ま
る
と
こ
ろ
ま
だ
探
し
て
な
い
ん
だ
っ
た
ら
こ
こ
に
泊
ま
り
な
よ
！
石
を
通
し
て
こ
の
村
の
こ

と
を
教
え
て
あ
げ
よ
う
！
」

「
食
べ
物
の
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
？
」

　す
っ
か
り
バ
ナ
と
仲
良
く
な
っ
た
ミ
ン
ス
タ
は
冗
談
混
じ
り
に
言
っ
た
。

「
食
べ
物
が
メ
イ
ン
だ
け
ど
ね
！
」

　バ
ナ
は
軽
快
に
言
い
放
ち
、
そ
し
て
ま
た
作
品
に
つ
い
て
の
話
を
始
め
た
。

な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
村
の
外
に
は
ほ

と
ん
ど
人
は
い
な
か
っ
た
し
、
外
に
よ

く
行
く
バ
ナ
の
ア
ト
リ
エ
は
村
の
出
入

り
口
近
辺
に
あ
る
。
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　ミ
ン
ス
タ
は
バ
ナ
の
申
し
出
通
り
、
バ
ナ
の
ア
ト
リ
エ
を
滞
在
中
の
拠
点
と
し
、
調
査
し
た
。
日
中
は
村
の
建
物
の
調

査
へ
と
出
向
き
、
夕
方
か
ら
バ
ナ
と
合
流
し
、
お
す
す
め
の
ご
飯
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
夜
ま
で
話
す
。
そ
ん
な
日
々
を

送
っ
た
。

　あ
る
日
の
夜
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ア
ト
リ
エ
で
話
し
て
い
る
と
き
に
バ
ナ
が
ポ
ロ
ッ
と
言
っ
た
。

「
も
っ
と
い
ろ
ん
な
石
が
取
れ
る
と
こ
ろ
か
集
ま
る
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た
い
な
あ
」

　ミ
ン
ス
タ
は
言
っ
た
。

「
そ
れ
な
ら
ア
ル
テ
ミ
ス
に
来
て
み
れ
ば
？
大
き
な
街
だ
か
ら
石
も
色
々
集
ま
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

　ミ
ン
ス
タ
は
何
の
気
な
し
に
言
っ
た
の
だ
が
、
バ
ナ
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
顔
で
、

「
確
か
に
！
今
度
行
っ
て
み
よ
う
か
な
」

　と
言
っ
た
。

「
も
し
来
た
時
は
今
度
は
う
ち
に
泊
ま
れ
ば
い
い
よ
」

　そ
う
ミ
ン
ス
タ
が
言
う
と
、
バ
ナ
は
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
。

　調
査
が
終
わ
り
、
ミ
ン
ス
タ
が
ア
ル
テ
ミ
ス
郊
外
の
自
宅
に
戻
っ
て
い
く
ら
か
の
時
間
が
経
っ
た
時
、
バ
ナ
か
ら
ア
ル

テ
ミ
ス
に
行
く
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

　バ
ナ
が
着
き
、
そ
の
日
の
う
ち
に
一
緒
に
石
材
店
に
行
く
と
、
バ
ナ
は
目
を
輝
か
せ
て
石
を
見
回
っ
て
い
た
。
そ
の
様

子
を
見
て
、
ミ
ン
ス
タ
は
相
変
わ
ら
ず
お
か
し
な
や
つ
だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
つ
ら
れ
て
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。

　バ
ナ
は
数
日
滞
在
し
、
最
終
日
の
帰
る
間
際
、
ミ
ン
ス
タ
は
思
わ
ず
言
っ
た
。

「
う
ち
で
一
緒
に
住
ま
な
い
？
う
ち
広
い
し
さ
、
ま
だ
増
築
で
き
る
余
地
が
あ
る
し
」

　ミ
ン
ス
タ
は
初
日
に
バ
ナ
が
石
を
目
の
前
に
目
を
輝
か
せ
て
い
る
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
に
は
な
ん
の
変

哲
も
な
い
石
た
ち
が
、
彼
女
の
手
に
よ
っ
て
ど
ん
な
風
に
美
味
し
く
な
る
の
か
間
近
で
見
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。

(8)
最
初
に
大
き
め
の
円
筒
の
躯
体
を

作
っ
て
お
い
て
、
居
住
人
数
が
増
え
た

ら
家
の
中
に
増
築
し
て
い
く
の
が
ア
ル

(8)

第
７
話　

過
去
編　

出
会
い
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バ
ナ
は
少
し
驚
き
な
が
ら
も
、

「
い
い
ね
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
よ
！
」

　
と
相
変
わ
ら
ず
軽
快
に
言
い
放
っ
た
。

テ
ミ
ス
で
は
一
般
的
。
外
に
増
築
す
る

よ
り
も
楽
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
増
築

部
が
既
存
と
な
じ
み
や
す
い
と
い
う
の

も
こ
の
構
法
が
採
ら
れ
る
理
由
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

　
家
は
、
建
売
の
よ
う
な
感
じ
で
は

な
く
、
こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
っ
た

ら
、
そ
こ
に
自
分
で
好
き
な
大
き
さ
の

住
宅
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
戸

建
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
２
人
用
が
最
低
単

位
（
１
人
用
は
一
戸
建
て
は
な
く
マ
ン

シ
ョ
ン
）で
、４
人
用
、６
人
用......

と

あ
る
。
将
来
結
婚
や
子
供
、
親
を
呼
ぶ

こ
と
な
ど
を
見
越
し
て
大
き
め
の
住
宅

を
買
う
。
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「
な
ん
だ
か
賑
や
か
ね
。」

　ミ
ン
ス
タ
が
ポ
ロ
ッ
と
口
に
出
し
た
。
今
日
は
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
町
の
郊
外
か
ら
、
都
心
部
の
方
に
ご
飯
を
食
べ

に
行
き
、
そ
の
帰
り
だ
っ
た
。
通
り
の
交
差
点
に
や
た
ら
と
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。

「
う
ん
、
賑
や
か
。
賑
や
か
な
ん
だ
け
ど
、
と
て
も
静
か
。
な
ん
か
の
イ
ベ
ン
ト
？
」

　実
際
不
思
議
な
光
景
で
あ
り
、
こ
ん
な
に
も
人
が
集
ま
る
と
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
し
た
声
が
聞
こ
え
る
も
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど

声
が
聞
こ
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
見
た
目
は
賑
や
か
な
の
だ
が
、
静
か
と
い
う
表
現
が
正
し
か
っ
た
。
そ
の
空
間
で
は
声

ど
こ
ろ
か
音
を
出
す
こ
と
も
憚
ら
れ
、
た
だ
の
通
行
人
で
あ
る
私
た
ち
も
自
然
と
息
を
殺
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
。

「
あ
、
も
し
か
し
て
今
日
っ
て
無
音
祭
？
」

　ミ
ン
ス
タ
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
呟
く
。

「
な
に
そ
れ
？
ま
つ
り
な
の
？
こ
れ
が
？
」

　私
に
は
馴
染
み
の
な
い
祭
り
だ
っ
た
。
私
の
い
た
村
で
の
祭
り
と
い
え
ば
、
少
な
か
ら
ず
も
っ
と
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
て
い
た

し
、出
店
な
ど
も
た
く
さ
ん
出
て
子
供
も
は
し
ゃ
ぎ
回
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、同
じ
祭
り
で
も
こ
う
も
違
っ

て
く
る
の
か
、
と
感
心
し
た
。

「
そ
う
、
知
ら
な
い
？
ヴ
ォ
イ
ド
信
仰
の
祭
り
の
一
つ
な
ん
だ
け
ど
、
音
を
な
る
べ
く
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
自

分
自
身
を
天
の
無
音
の
神
と
近
い
状
態
に
し
て
、
外
の
高
い
と
こ
ろ
で
拝
み
に
行
く
ん
だ
よ
。」

「
へ
ー
、
知
ら
な
か
っ
た
。
面
白
い
祭
り
が
あ
る
も
ん
だ
ね
」

　私
も
ミ
ン
ス
タ
も
自
然
と
小
声
で
会
話
し
て
い
た
。

「
一
緒
に
着
い
て
っ
て
み
る
？
暇
だ
し
さ
」

(1)
都
心
部
は
大
き
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
同
士

が
連
結
し
て
お
り
、
連
結
部
分
＝
交
差

点
は
日
本
の
大
都
市
の
交
差
点
く
ら
い

に
は
人
の
往
来
が
あ
る
。
都
心
部
に
行

く
ほ
ど
、
建
物
は
高
層
化
す
る
の
で
は

な
く
、
ど
ん
ど
ん
下
に
伸
び
て
ゆ
く
。

こ
れ
は
、
地
球
か
ら
の
景
観
的
な
問
題

も
あ
る
が
、
上
に
重
ね
る
よ
り
、
下
に

伸
ば
せ
ば
放
射
線
遮
蔽
な
ど
の
問
題
を

余
り
考
え
な
く
て
も
良
く
な
る
か
ら
と

い
う
理
由
も
大
き
い
。

　地
球
か
ら
の
景
観
は
、
実
際
に
は
ほ

と
ん
ど
影
響
は
な
い
の
だ
が
、
地
球
側

の
強
い
反
発
を
受
け
、
都
市
を
上
か
ら

見
た
と
き
に
、
な
る
べ
く
目
立
た
な
い

よ
う
に
す
る
と
い
う
旨
の
条
約
が
締
結

さ
れ
て
い
る
。

(2)
ヴ
ォ
イ
ド
信
仰
＝
月
の
宗
教
＝
無
音

の
神
（
音
を
出
す
空
間
＝
人
間
が
い
る

空
間
、
音
が
な
い
空
間
＝
宇
宙
＝
天
＝

神
の
領
域
）月
は
も
と
も
と
静
か
だ
が
、

こ
の
宗
教
の
た
め
静
け
さ
を
神
聖
視
し

て
い
る
。
特
定
の
神
を
崇
め
て
い
る
の

で
は
な
く
、「
あ
る
物
事
に
対
す
る
静

寂
」
に
神
が
宿
る
と
す
る
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
多
神
教
的
な
考
え
が
根
底
に

あ
る
。
そ
の
静
寂
に
宿
る
神
は
、
全
て

広
大
な
無
音
空
間
で
あ
る
宇
宙
か
ら
来

る
と
し
て
、
宇
宙
空
間
に
向
け
て
祈
り

を
捧
げ
る
文
化
が
あ
る
。
客
観
的
視
点

(2)

(1)
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　ミ
ン
ス
タ
が
予
想
外
の
提
案
を
し
て
き
た
。私
は
驚
い
た
が
、違
う
文
化
を
体
験
で
き
る
の
は
面
白
そ
う
だ
と
思
い
、「
い

い
ね
」
と
す
ぐ
に
同
意
し
た
。

…
…
コ
ツ
…
…
ザ
ラ
…
…

　靴
の
音
や
衣
擦
れ
の
よ
う
な
音
が
た
ま
に
聞
こ
え
る
。
集
団
に
混
ざ
り
、
一
緒
に
歩
い
て
み
て
改
め
て
感
じ
る
。
本
当

に
静
か
だ
。
隣
に
い
る
ミ
ン
ス
タ
も
見
事
に
音
を
消
し
て
歩
い
て
い
る
。
私
は
ど
う
頑
張
っ
て
も
少
し
音
が
出
て
し
ま
う
。

み
ん
な
ど
う
や
っ
て
や
っ
て
い
る
の
か
。
訓
練
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　な
ん
と
か
音
を
出
さ
な
い
で
歩
こ
う
と
し
て
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
歩
き
方
に
な
っ
て
い
る
私
に
気
づ
い
て
、
ミ
ン
ス
タ
は

声
も
な
く
大
笑
い
し
た
。
あ
ま
り
に
完
璧
に
音
も
な
く
笑
う
の
で
、
も
う
外
に
出
て
い
て
空
気
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

錯
覚
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
さ
か
ミ
ン
ス
タ
に
こ
ん
な
技
術
が
あ
っ
た
な
ん
て
…
…
。
ミ
ン
ス
タ
と
は
そ
こ
そ
こ
の
付

き
合
い
に
な
っ
て
き
て
い
る
は
ず
だ
が
、
ま
だ
自
分
の
知
ら
な
い
一
面
が
あ
る
こ
と
が
知
れ
て
、
私
は
嬉
し
く
な
っ
た
。

　私
は
祭
り
な
ら
で
は
の
賑
や
か
な
非
日
常
感
が
好
き
で
あ
っ
た
が
、
余
り
に
も
静
か
な
こ
の
非
日
常
感
も
な
か
な
か
悪

く
な
い
と
思
っ
て
き
て
い
た
。
最
初
に
外
か
ら
集
団
を
見
て
い
た
時
は
異
質
な
感
じ
が
す
ご
く
し
た
が
、
今
で
は
こ
の
静

け
さ
が
私
の
一
部
と
な
っ
て
身
体
に
染
み
つ
つ
あ
っ
た
。

　あ
た
り
で
一
番
大
き
な
エ
ア
ロ
ッ
ク
に
近
づ
い
て
き
た
。
お
そ
ら
く
そ
こ
で
み
ん
な
外
服
を
着
込
ん
で
外
に
行
く
の
だ

ろ
う
。
今
日
た
ま
た
ま
外
服
を
持
っ
て
き
て
い
て
よ
か
っ
た
。

　エ
ア
ロ
ッ
ク
に
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
順
番
に
入
っ
て
い
く
。
私
た
ち
も
自
分
の
順
番
が
来
た
ら
外
服
を
着
込

み
、
外
に
出
た
。

　外
は
眩
し
か
っ
た
。
私
は
ヴ
ォ
イ
ド
信
仰
を
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
信
者
の
人
と
共
に
同
じ
行
い
を
し
て
外
に
出

て
き
た
か
ら
か
、
太
陽
の
光
が
妙
に
神
々
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
初
め
て
の
感
覚
だ
っ
た
。

　ミ
ン
ス
タ
に
こ
の
感
動
を
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
が
、
そ
う
い
え
ば
喋
る
の
は
よ
く
な
い
事
を
思
い
出
し
た
。
そ
こ
で
、

月
面
手
話
だ
け
で
ミ
ン
ス
タ
に
伝
え
た
。

か
ら
述
べ
る
と
、
静
け
さ
と
は
、
地
球

か
ら
月
に
来
る
た
め
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
月
社
会
が
平
穏
で
あ
る

の
は
静
け
さ
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な

い
。
事
実
、
社
会
と
し
て
静
け
さ
を
不

文
律
と
す
る
た
め
、
大
き
な
音
を
立
て

派
手
に
暴
れ
る
よ
う
な
暴
動
思
想
は
生

ま
れ
に
く
く
、
治
安
維
持
に
も
こ
の
宗

教
は
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
。

　ヴ
ォ
イ
ド
＝void

　空
間
、
空
所
、

真
空
空
間
、
虚
空
、
隙
間
、
割
れ
目
、

む
な
し
さ
、
喪
失
感
、
孤
独
感
を
意

味
す
る
。(https://eow.alc.co.jp/

search?q=void)

・
宇
宙
と
い
う
真
空
空
間
の
静
け
さ
へ

の
畏
怖
か
ら
。

・
宇
宙
の
隙
間
の
空
間
か
ら
大
い
な
る

存
在
が
守
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
。

・
宇
宙
に
最
初
期
に
来
た
人
が
地
球
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
孤
独
感
を
感
じ
た

時
、
宇
宙
が
そ
の
孤
独
を
癒
し
て
く
れ

た
か
ら

な
ど
、
ヴ
ォ
イ
ド
と
い
う
言
葉
が
当
て

ら
れ
た
理
由
に
は
諸
説
あ
る
。

　
(3)
都
市
の
床
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
で

は
な
く
、
音
が
出
に
く
い
素
材
や
吸
音

素
材
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
は

言
え
、
音
を
出
さ
ず
に
歩
く
の
は
難
し

い
。

(3)

(4)

(5)
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（
太
陽
が
神
様
み
た
い
）

　ミ
ン
ス
タ
は
に
こ
り
と
笑
い
、
同
じ
よ
う
に
手
話
の
み
で
返
し
て
き
た
。

（
ヴ
ォ
イ
ド
信
仰
で
は
、
太
陽
っ
て
い
う
よ
り
は
、
こ
の
空
気
が
な
く
て
、
ひ
た
す
ら
静
か
に
無
限
に
広
が
る
宇
宙
空
間

そ
の
も
の
を
信
仰
し
て
る
ん
だ
よ
）

　な
る
ほ
ど
天
の
無
音
の
神
と
は
太
陽
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
私
は
少
し
残
念
に
思
っ
た
が
、
そ
う
言
わ

れ
て
改
め
て
広
大
な
宇
宙
空
間
の
方
に
目
を
や
っ
て
み
る
と
、
そ
の
信
仰
も
納
得
で
き
た
。
果
て
し
な
く
続
く
、
自
然
が

作
り
出
し
た
無
音
。
人
間
は
外
服
が
な
い
と
、
こ
の
空
間
に
出
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
出
た
ら
一
瞬
で
死
ぬ
。
そ
の
強

大
な
力
に
は
畏
怖
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
恐
怖
を
少
し
感
じ
、
私
は
お
か
し
く

て
少
し
笑
っ
た
。

　皆
に
つ
い
て
凸
凹
と
し
た
月
面
を
登
っ
て
行
く
と
、
目
的
地
と
思
わ
れ
る
高
地
へ
と
着
い
た
。
結
構
高
い
と
こ
ろ
ま
で

歩
い
て
き
た
の
で
、
高
地
か
ら
は
広
大
な
ア
ル
テ
ミ
ス
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
全
体
が
見
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
だ
が
、
そ
れ
で
も
思
っ
た
よ
り
も
小
さ
い
感
じ
が
し
た
。

　高
地
に
は
、
周
辺
に
石
で
削
ら
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
な
も
の
が
立
っ
て
お
り
、
祭
壇
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

祭
壇
の
中
で
、
皆
が
次
々
と
上
を
向
き
な
が
ら
目
を
開
い
た
ま
ま
祈
り
始
め
る
。
私
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
ミ
ン
ス
タ
の
方

を
見
る
と
、
ミ
ン
ス
タ
が
目
で
同
じ
よ
う
に
し
て
み
て
、
と
訴
え
か
け
て
き
た
の
で
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
や
っ
て
み
た
。

極
め
て
静
か
な
時
間
だ
っ
た
。
ず
っ
と
宇
宙
を
見
て
る
と
、
次
第
に
星
々
が
チ
カ
チ
カ
と
し
て
き
て
、
ま
る
で
宇
宙
が
息

づ
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
本
当
に
神
は
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　祈
り
が
終
わ
る
と
、
ど
う
や
ら
こ
こ
で
祭
り
は
一
旦
終
了
の
よ
う
で
、
皆
少
し
ず
つ
小
声
で
話
し
始
め
な
が
ら
、
街
の

中
に
帰
っ
て
い
く
。

「
私
た
ち
も
戻
ろ
う
か
」

　ミ
ン
ス
タ
に
そ
う
言
わ
れ
、
戻
る
こ
と
に
し
た
。
な
ん
だ
か
久
し
ぶ
り
に
ミ
ン
ス
タ
の
声
を
聴
い
た
よ
う
で
、
安
堵
の

感
情
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

(4)
実
際
こ
の
都
市
ア
ル
テ
ミ
ス
で
は

ヴ
ォ
イ
ド
教
の
教
育
は
少
な
か
ら
ず
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親

や
友
人
な
ど
親
し
い
人
か
ら
自
然
と
そ

の
思
想
を
学
ぶ
の
で
、
染
み
付
い
て
い

る
。
音
を
殺
し
て
歩
く
の
も
皆
誰
か
の

を
真
似
て
、
自
然
と
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

(5)
外
服
＝
宇
宙
服
は
我
々
で
い
う
コ
ー

ト
の
よ
う
な
も
の
で
、
普
通
コ
ー
ト
を

持
ち
歩
か
な
い
と
思
う
が
、
外
服
に
関

し
て
は
出
先
で
急
に
外
に
出
る
必
要
が

あ
る
時
も
あ
る
の
で
、
小
さ
く
収
納
し

て
カ
バ
ン
な
ど
に
入
れ
て
お
く
こ
と
が

で
き
る
外
服
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
収
納
外
服
を
持
ち
歩
く
の
は
、
折
り

畳
み
傘
を
持
ち
歩
く
感
覚
と
近
い
か
も

し
れ
な
い
。

　宇
宙
服
が
コ
ー
ト
の
よ
う
な
感
覚
に

な
っ
て
い
る
た
め
、「
着
る
」
で
は
な

く
「
着
込
む
」

(6)
ア
ル
テ
ミ
ス
に
住
ん
で
い
る
人
間
に

対
し
て
、
外
か
ら
俯
瞰
し
て
見
る
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、
そ

う
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
は

下
に
建
物
が
伸
び
て
い
る
の
で
、
俯
瞰

す
る
と
規
模
が
小
さ
く
見
え
る
。

(7)
近
く
の
一
番
高
い
高
地
に
祭
壇
の
よ

(6)

(7)

(8)
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　街
に
戻
り
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
な
ん
と
な
く
皆
に
つ
い
て
行
っ
た
。
す
る
と
、
さ
っ
き
と
は
別

の
通
り
で
屋
台
が
展
開
さ
れ
て
賑
わ
っ
て
い
た
。

「
や
っ
ぱ
り
無
音
祭
は
こ
れ
が
な
く
っ
ち
ゃ
！
」

　ミ
ン
ス
タ
が
楽
し
げ
に
言
う
。
ミ
ン
ス
タ
は
て
っ
き
り
、
お
そ
ら
く
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
先
ほ
ど
ま
で
の
祈
り
の

行
事
の
方
に
重
き
を
置
い
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。
そ
ん
な
に
信
心
深
い
わ
け
で
も
な

い
の
か
、
と
思
っ
た
が
、
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、
今
日
祭
り
に
参
加
す
る
予
定
な
ど
な
く
私
と
ご
飯
を
食
べ
に
き
て
い

た
時
点
で
、
そ
れ
は
明
白
だ
っ
た
。

「
よ
し
、
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
と
い
こ
う
！
」

　私
が
そ
う
言
う
と
、
ミ
ン
ス
タ
も
乗
り
気
で
、「
そ
う
し
よ
う
！
じ
ゃ
あ
ま
ず
は
あ
そ
こ
の
野
菜
ド
ー
ナ
ツ
か
ら
食
べ

よ
う
」

　コ
ツ
ッ
コ
ツ
ッ
っ
と
音
を
立
て
、
二
人
で
店
の
方
に
か
け
て
い
く
。

　あ
た
り
は
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
賑
わ
い
、
そ
こ
は
も
う
人
間
の
街
で
あ
っ
た
。

う
な
も
の
が
あ
る
。
都
市
の
中
に
も
、

最
上
階
が
ガ
ラ
ス
張
り
の
ド
ー
ム
に

な
っ
て
い
て
、
簡
易
的
に
拝
む
こ
と
が

で
き
る
教
会
の
よ
う
な
建
物
が
あ
る
。

(8)
目
を
開
く
の
は
、
信
仰
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
宇
宙
空
間
を
見
な
が
ら
祈

る
た
め
。

(9)
教
会
の
前
に
広
場
の
よ
う
な
空
間
が

あ
り
、
そ
こ
に
屋
台
が
出
て
い
る
。

(10)
月
で
よ
く
獲
れ
る
ト
マ
ト
な
ど
の
野

菜
を
、
ド
ー
ナ
ツ
に
し
た
も
の
。
ド
ー

ナ
ツ
の
穴
が
ヴ
ォ
イ
ド
教
の
名
の
通

り
、
ヴ
ォ
イ
ド
を
表
し
て
い
て
、
あ
り

が
た
い
食
べ
物
な
の
だ
と
、
店
主
は
言

う
。

(9)

(10)
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　時
刻
は22:30

。
夜
も
遅
い
時
間
だ
と
言
う
の
に
、
駅
の
そ
の
ホ
ー
ム
は
賑
わ
っ
て
い
た
。
寝
台
特
急
ラ
イ
オ
ン
。
そ

の
ホ
ー
ム
に
停
ま
っ
て
い
る
列
車
で
あ
り
、私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
乗
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
地
下
鉄
の
名
前
だ
。
列
車
は
、

マ
ッ
ト
な
銀
に
青
の
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
が
映
え
て
い
て
、
ま
た
普
段
乗
っ
て
い
る
電
車
よ
り
瀟
洒
な
顔
つ
き
を
し
て
お

り
、
い
か
に
も
早
く
走
れ
ま
す
よ
、
と
い
っ
た
感
じ
だ
。

　今
日
は
バ
ナ
と
二
人
で
久
々
に
遠
出
の
旅
行
を
す
る
。
私
が
研
究
の
た
め
に
遠
出
し
た
り
、
バ
ナ
が
各
地
に
石
を
わ
ざ

わ
ざ
選
び
に
行
っ
た
り
す
る
と
き
に
、
つ
い
で
に
旅
行
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
純
粋
な
観
光
目
的
で
二
人
で
旅
行
を

す
る
の
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
。

　事
の
発
端
は
、
昨
日
、
バ
ナ
が
こ
う
言
い
出
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

「
な
ん
か
…
…
旅
行
し
た
い
…
…
」

　ひ
ど
く
疲
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。
バ
ナ
は
こ
こ
数
日
ず
っ
と
ア
ト
リ
エ
に
引
き
こ
も
っ
て
制
作
し
て
い
た
の
で
、
反
動
で

彫
刻
や
石
か
ら
離
れ
て
、ど
こ
か
外
に
行
き
た
い
様
子
だ
っ
た
。
疲
れ
た
様
子
な
の
は
制
作
疲
れ
な
の
か
、そ
れ
と
も
さ
っ

き
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
で
走
っ
て
い
た
か
ら
な
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
い
い

提
案
だ
と
思
っ
た
。

「
い
い
ね
。
セ
レ
ネ
辺
り
に
で
も
行
っ
て
み
る
？
」

「
セ
レ
ネ
？
観
光
地
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
都
市
だ
っ
け
？
行
っ
た
こ
と
な
い
ね
」

「
寝
台
特
急
を
使
え
ば
割
と
す
ぐ
だ
よ
」

　少
し
ぼ
ー
っ
と
考
え
込
ん
で
い
た
か
と
思
う
と
、
バ
ナ
が
唐
突
に
言
っ
た
。

(1)
離
れ
た
都
市
に
行
く
と
き
（
例
え
ば

ア
ル
テ
ミ
ス
か
ら
カ
グ
ヤ
に
行
く
時
な

ど
）、
電
車
の
中
で
過
ご
す
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
ら
の
列
車
は
寝
台
特
急
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
ず
っ
と
直
線
で
途
中
止

ま
る
駅
も
好
き
な
い
の
で
、
速
度
は
新

幹
線
く
ら
い
で
、
使
用
さ
れ
る
頻
度
が

高
い
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
く
ら
い

の
ク
オ
リ
テ
ィ
で
そ
こ
そ
こ
安
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　寝
台
特
急
は
、
東
京
駅
の
よ
う
に
都

心
の
大
き
な
駅
か
ら
出
る
。

　防
音
、
振
動
対
策
が
さ
れ
て
い
る
の

で
、
地
下
鉄
近
く
の
家
は
近
く
に
地
下

鉄
が
通
っ
て
い
て
も
気
に
な
ら
な
い
。

　列
車
の
高
さ
も
高
い
。

(2)
も
ち
ろ
ん
、
外
で
も
モ
ジ
ュ
ー
ル
内

の
外
で
も
運
動
す
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
な
ん
で
も
家
で
出
来
て
し
ま
っ
て

家
に
い
る
こ
と
が
多
い
月
民
は
、
家
に

運
動
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
こ
れ
は
、
地
球
に
戻
る
た
め
の

体
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
名
残
り
で
あ
る
が
、
月
で
一
生
を

過
ご
す
人
た
ち
に
と
っ
て
は
そ
う
い
っ

た
事
情
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。

(1)

(2)
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「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
明
日
行
こ
う
！
明
日
！
」

「
急
だ
な
…
…
そ
う
し
ま
す
か
」

　私
が
そ
う
言
う
と
、
バ
ナ
は
ぴ
ょ
ん
と
跳
ね
な
が
ら
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
取
り
に
行
っ
た
。
さ
っ
き
ま
で
の
く
た
び
れ

た
様
子
の
人
と
は
大
違
い
で
、
な
ん
だ
か
お
か
し
か
っ
た
。

「
あ
、
お
弁
当
買
っ
て
な
い
！
」

　バ
ナ
が
叫
び
、
周
り
の
人
が
び
っ
く
り
し
て
数
人
振
り
向
い
た
。
も
う
周
り
の
人
は
続
々
と
寝
台
特
急
に
乗
り
込
ん
で

い
た
。

「
中
で
も
売
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
そ
ろ
そ
ろ
乗
っ
て
お
か
な
い
と
出
発
し
ち
ゃ
い
そ
う
だ
よ
」

「
ま
だ
間
に
合
う
！
ミ
ン
ス
タ
の
分
も
買
っ
て
く
る
ね
！
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
見
と
い
て
！
」

　そ
う
言
っ
て
駆
け
跳
ね
て
行
っ
た
。
一
体
何
弁
当
を
買
っ
て
く
る
の
か
。
楽
し
み
に
し
て
お
こ
う
。

　

10

分
ほ
ど
待
っ
て
、
い
よ
い
よ
発
車
時
間
が
気
に
な
り
時
計
を
頻
繁
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
に
、
バ
ナ

が
駆
け
足
で
戻
っ
て
き
て
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
二
人
で
列
車
に
飛
び
乗
っ
た
。

「
い
や
ー
、
間
に
合
っ
て
よ
か
っ
た
ね
」

「
ほ
ん
と
だ
よ
」

　余
裕
を
持
っ
て
き
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
結
局
私
た
ち
は
発
車5

分
前
く
ら
い
に
乗
り
込
ん
だ
。
寝
台
特
急
は
部

屋
の
種
類
が
い
く
つ
か
あ
り
、
私
た
ち
は
二
人
で
泊
ま
れ
る
部
屋
を
予
約
し
て
い
た
。

「
お
ー
、
な
か
な
か
に
広
い
ね
」

「
今
日
は
仕
事
じ
ゃ
な
く
て
旅
行
だ
か
ら
ね
」

　バ
ナ
が
ぴ
ょ
ん
と
跳
ね
、
そ
の
ま
ま
ふ
わ
り
と
ベ
ッ
ド
に
ダ
イ
ブ
す
る
。

「
ラ
ウ
ン
ジ
に
行
こ
う
よ
！
遅
め
の
昼
夜
ご
飯
と
し
よ
う
！
」

　も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
し
て
か
ら
、
と
言
お
う
と
し
た
が
、
出
発
直
後
は
た
し
か
に
ラ
ウ
ン
ジ
は
混
む
の
で
、
荷
物
を
置

(3)
寝
室
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
が
し
ま
っ
て
あ
る
。
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
は
月
面
で
も
使
え
る
よ
う
に
タ

イ
ヤ
が
大
き
く
て
頑
丈
。

(4)
ア
ル
テ
ミ
ス
の
人
々
は
大
声
を
出
す

よ
う
な
こ
と
は
滅
多
に
し
な
い
。

　
(5)
跳
ん
で
移
動
す
る
の
で
一
度
に
移
動

で
き
る
距
離
が
地
球
よ
り
長
い
。
よ
っ

て
、動
く
場
所
に
関
し
て
は
広
く
な
る
。

(6)
ベ
ッ
ド
で
普
通
に
眠
る
こ
と
が
で
き

る
。
ベ
ッ
ド
に
沈
み
込
ん
で
る
感
を
得

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)
第
８
話　

祭
り

第
９
話
前
編

旅
行
１　

寝
台
特
急
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き
、
さ
っ
き
買
っ
て
く
れ
た
弁
当
と
持
っ
て
き
て
い
た
お
酒
を
持
ち
、
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

　ラ
ウ
ン
ジ
は
そ
こ
そ
こ
賑
わ
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
皆
同
じ
考
え
で
、
乗
車
し
た
て
が
一
番
混
む
の
だ
ろ
う
。
マ
ッ
ト

な
白
の
洗
練
さ
れ
た
曲
面
壁
が
空
間
全
体
を
覆
っ
て
お
り
、
青
い
間
接
照
明
が
上
品
に
端
部
を
照
ら
し
上
げ
て
い
る
。
簡

易
的
な
売
店
や
バ
ー
が
あ
り
、
窓
際
に
は
外
を
見
な
が
ら
座
れ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と

も
、
地
下
鉄
な
の
で
窓
か
ら
見
え
る
の
は
壁
ば
っ
か
り
な
の
だ
が
、
た
ま
に
見
え
る
通
過
す
る
駅
の
ホ
ー
ム
を
見
て
い
る

だ
け
で
も
面
白
い
。

　私
た
ち
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
腰
掛
け
、
弁
当
と
お
酒
の
瓶
を
開
け
る
。

「
乾
杯
」

「
お
疲
れ
」

　何
も
今
日
疲
れ
て
な
い
の
に
、
つ
い
「
お
疲
れ
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
言
う
と
き
は
心
の
中
で
「
今
日
も
生
き

る
の
お
疲
れ
」
と
言
い
直
す
。

　バ
ナ
が
買
っ
て
き
て
く
れ
た
お
弁
当
は
、
海
苔
弁
当
だ
っ
た
。
さ
す
が
私
の
好
み
を
わ
か
っ
て
い
る
。
私
は
昔
か
ら
特

に
何
が
好
き
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
海
苔
弁
当
を
愛
好
し
て
い
る
。
少
し
高
い
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
み
た
い
な
も

の
は
唯
一
無
二
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　バ
ナ
は
唐
揚
げ
弁
当
を
食
べ
て
い
た
。
こ
ち
ら
も
贅
沢
し
て
い
る
。
旅
の
始
ま
り
と
し
て
は
、
な
か
な
か
い
い
贅
沢
だ

な
と
思
い
、
私
も
海
苔
弁
当
に
手
を
付
け
た
。

「
電
車
の
中
で
お
酒
を
飲
む
の
変
な
感
じ
だ
な
あ
」

「
わ
か
る
。
な
ん
か
背
徳
感
あ
る
よ
ね
」

　壁
を
見
て
い
る
だ
け
な
の
に
、
お
酒
が
進
む
。
高
速
で
動
く
壁
が
、BG

M

の
よ
う
で
心
地
よ
く
も
あ
っ
た
。

「
最
初
に
ど
こ
行
こ
う
ね
」

「
昔
の
人
が
月
面
に
立
て
た
旗
で
も
見
に
い
く
？
」

「
そ
う
し
よ
う
。
そ
の
前
に
近
く
の
歴
史
資
料
館
に
寄
っ
て
か
ら
の
方
が
楽
し
め
そ
う
」

る
た
め
に
、
掛
け
布
団
が
普
通
よ
り
重

い
。

(7)
今
は
昼
の
時
期
な
の
で
、昼
夜
ご
飯
。

(8)
醸
造
所
が
あ
る
。
ビ
ー
ル
、日
本
酒
、

ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
工
場
は

嗜
好
品
の
代
表
と
し
て
割
と
月
面
開
発

初
期
か
ら
建
設
さ
れ
た
。

　
　

(9)1/6G

だ
と1G

よ
り
踏
ん
張
り
が

効
か
な
い
の
で
、
電
車
の
よ
う
な
モ
ビ

リ
テ
ィ
内
の
椅
子
に
は
踏
ん
張
り
が
効

く
よ
う
に
足
を
挟
む
レ
ー
ル
の
よ
う
な

も
の
が
足
元
に
あ
る
。

(10)
海
苔
は
月
で
は
獲
れ
な
い
の
で
地
球

か
ら
輸
入
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め

高
い
。

　
(11)
養
鶏
場
が
あ
る
。
鶏
な
ど
家
畜
は
生

産
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
、
地
球
よ
り
も

高
い
。
地
球
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
卵
料

理
も
同
様
の
理
由
に
よ
り
高
く
つ
く
。

　
(12)
中
が
明
る
く
外
が
暗
く
て
も
、
反
射

し
な
い
よ
う
な
ガ
ラ
ス
が
使
わ
れ
て
い

る
。

　

　
(13)
ア
ポ
ロ
時
代
に
月
面
に
立
て
ら
れ
た

星
条
旗
の
こ
と
。
隣
接
し
て
、
ア
ポ
ロ

(9)

(8)

(10)

(11)

(12)(13)
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歴
史
資
料
館
が
あ
る
。
管
轄
は
一
緒
だ

が
、
歴
史
資
料
館
を
見
な
い
で
旗
の
み

を
見
に
く
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ

し
、
ア
ポ
ロ11

号
の
時
の
旗
は
吹
き

飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
代
わ
り

に
レ
プ
リ
カ
が
刺
さ
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
歴
史
資
料
館
を
見
て
か
ら
、
近

く
の
ア
ポ
ロ16

号
の
当
時
の
旗
を
見

に
行
く
の
が
主
要
観
光
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
る
。

(14)
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
内
の
都
市
で
、
縦
穴

が
な
い
、
あ
る
い
は
近
く
に
な
い
都
市

は
ト
ン
ネ
ル
都
市
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
(15)
月
面
で
の
化
粧
品
や
ス
キ
ン
ケ
ア
用

品
は
、多
く
は
月
面
で
作
ら
れ
て
お
り
、

基
本
的
に
は
生
産
性
の
観
点
か
ら
植
物

由
来
の
化
粧
品
が
発
達
し
て
き
た
の
だ

が
、
肌
に
い
い
と
、
地
球
か
ら
の
観
光

客
に
人
気
。
最
初
期
こ
そ
紫
外
線
対
策

や
保
湿
成
分
が
多
く
含
ま
れ
た
も
の
が

作
ら
れ
て
い
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
よ
り
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
。

　
(16)
放
射
線
対
策
な
ど
の
た
め
、
天
井
を

ガ
ラ
ス
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ

が
、
代
わ
り
に
現
在
地
の
真
上
の
星
空

を
天
井
に
投
影
し
て
い
る
。
眩
し
い
の

で
太
陽
光
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。

「
名
案
」

今
何
も
見
え
な
い
こ
と
で
、
目
的
地
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
風
に
歩
く
か
、
と
い
う
想
像
が
捗
る
。

　急
に
窓
の
外
の
空
間
が
ブ
ワ
ッ
と
開
け
る
。
ず
っ
と
壁
し
か
見
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
い
き
な
り
現
れ
た
他
の
も
の
に

対
し
て
視
界
が
追
い
つ
か
な
い
。

　ビ
ル
、
公
園
、
人
…
…
。
ト
ン
ネ
ル
都
市
の
よ
う
だ
っ
た
。
都
市
の
光
が
車
内
を
一
気
に
満
た
し
た
か
と
思
う
と
、
ま

た
す
ぐ
に
暗
闇
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
流
れ
星
み
た
い
だ
っ
た
ね
な
ん
か
」

　バ
ナ
が
面
白
い
表
現
を
し
て
き
た
。

「
た
し
か
に
そ
う
だ
ね
」

　私
は
、
に
や
り
と
し
な
が
ら
答
え
た
。

　お
弁
当
も
食
べ
終
わ
り
、
部
屋
に
帰
っ
て
寝
る
こ
と
に
し
た
。
化
粧
を
落
と
し
、
歯
磨
き
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
寝
支
度
を

済
ま
せ
、
ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
に
横
た
わ
る
。
天
井
に
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
た
星
空
が
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
に

早
く
動
い
て
い
る
の
に
不
思
議
な
気
分
だ
。

　バ
ナ
は
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
上
下
左
右
に
も
の
す
ご
い
ぐ
わ
ん
ぐ
わ
ん
と
揺
れ
て
い
る
。
一
跳
び
一
跳
び
ご
と
に
深
く

し
ゃ
が
み
、
手
す
り
を
掴
ん
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。
よ
く
倒
れ
な
い
も
の
だ
と
感
心
す
る
。

「
大
丈
夫
…
…
？
今
日
は
も
う
遅
い
か
ら
寝
よ
う
」

「
そ
う
だ
ね
。
酔
っ
て
る
…
…
し
…
…
」

　今
に
も
寝
そ
う
だ
っ
た
。

「
お
や
す
み
」

後
編
へ

(14)

(15)

(16)

(17)
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(17)
手
す
り
は
横
で
は
な
く
、
縦
に
長
く

し
た
も
の
を
一
定
間
隔
で
あ
っ
た
ほ
う

が
掴
み
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。（
作
者
の1/6G

体
験
談
）
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「
次
は
、
セ
レ
ネ
、
セ
レ
ネ
。
地
球
、
火
星
へ
の
お
乗
り
換
え
を
さ
れ
る
方
は
こ
ち
ら
で
お
降
り
く
だ
さ
い
」

　車
掌
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
目
が
覚
め
る
と
、
車
内
は
も
う
薄
明
る
く
な
り
始
め
て
い
た
。

「
お
は
よ
ー
。
う
、
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
わ
る
」

　バ
ナ
が
酷
い
顔
で
起
き
て
き
た
。

「
お
は
よ
う
。
ま
だ
朝
ご
飯
間
に
合
う
か
な
？
」

　こ
の
寝
台
特
急
ラ
イ
オ
ン
に
は
、
食
堂
車
両
が
あ
り
、
朝
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
当
は
昼
夜
ご
飯
も
そ
こ

で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
昨
日
の
バ
ナ
は
弁
当
の
気
分
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　食
堂
車
両
は
一
際
明
る
か
っ
た
。
朝
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ご
は
ん
と
共
に
一
気
に
獲
得
で
き
る
よ
う
な
空
間
だ
っ
た
。

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
、
各
々
好
き
な
も
の
を
取
っ
て
き
て
、
窓
際
に
腰
掛
け
る
。
朝
と
言
っ
て
も
地
下
な
の
で
、
相
変
わ

ら
ず
外
は
壁
ば
か
り
で
暗
い
。
縦
穴
都
市
や
ト
ン
ネ
ル
都
市
の
人
た
ち
は
都
市
の
壁
面
を
日
常
的
に
見
て
い
る
だ
ろ
う
け

ど
、
ど
う
思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
と
、
彼
ら
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
た
。

「
お
待
た
せ
ー
。
今
何
を
食
べ
る
気
分
な
の
か
考
え
て
た
ら
す
ご
い
抜
か
さ
れ
て
た
」

「
だ
か
ら
こ
ん
な
に
遅
か
っ
た
の
ね
」

　バ
ナ
は
う
ど
ん
を
持
っ
て
い
た
。
質
素
な
う
ど
ん
の
中
央
に
は
卵
が
乗
っ
て
い
た
。

「
こ
れ
、
月
見
う
ど
ん
っ
て
言
う
ら
し
い
よ
」
バ
ナ
が
面
白
そ
う
に
言
っ
た
。「
こ
れ
を
月
の
壁
を
見
な
が
ら
食
べ
よ
う
と

思
っ
て
ね
」

　絶
対
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
と
、
お
か
し
く
な
り
笑
っ
て
吹
き
出
し
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
月
っ
て
地
球
か
ら
こ
ん
な
風
に
見
え
る
の
か
。
周
り
の
白
い
の
は
な
ん
だ
ろ
」

(1)
ず
っ
と
地
下
で
過
ご
す
（10

時
間

く
ら
い
？
）
の
で
、
車
内
の
廊
下
は
地

球
と
同
じ
リ
ズ
ム
で
明
る
く
な
っ
た
り

暗
く
な
っ
た
り
す
る
。
各
都
市
の
モ

ジ
ュ
ー
ル
内
通
路
も
同
様
に
な
っ
て
い

る
。
公
共
の
場
の
空
調
は
、
日
本
の
春

と
秋
を
繰
り
返
す
よ
う
な
リ
ズ
ム
に

な
っ
て
お
り
、
各
家
で
は
、
温
度
と
湿

度
が
個
人
の
好
み
に
合
わ
せ
て
よ
り
細

か
く
設
定
で
き
る
。

　
(2)
卵
、
う
ど
ん
が
あ
る
。

　月
見
う
ど
ん
は
卵
が
乗
っ
て
い
る
の

で
多
分
高
い
。

　実
際
に
は
月
見
う
ど
ん
は
黄
身
を
月

に
、
卵
白
を
月
に
か
か
る
雲
に
見
立
て

て
い
る
が
、
バ
ナ
た
ち
は
雲
を
見
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

(1)

(2)
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「
な
ん
だ
ろ
う
ね
。
太
陽
で
光
り
輝
い
て
る
感
じ
じ
ゃ
な
い
？
」

「
あ
ー
、
そ
う
か
も
」

　
月
っ
て
地
球
か
ら
見
た
ら
こ
ん
な
色
し
て
る
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
、
私
も
自
分
の
白
ご
飯
と
納
豆
と
豆
腐
ハ
ン
バ
ー

グ
を
食
べ
る
。

　
列
車
を
降
り
る
と
、
ホ
ー
ム
か
ら
周
り
の
街
ま
で
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
私
た
ち
の
よ
う
に
、
大
き
い
荷
物
を

持
っ
た
人
が
多
か
っ
た
。

「
こ
こ
が
セ
レ
ネ
か
ー
。
だ
い
ぶ
賑
や
か
な
街
だ
ね
」バ
ナ
が
伸
び
を
す
る
。「
そ
う
い
え
ば
雨
降
っ
て
な
く
て
よ
か
っ
た
。

中
も
ち
ゃ
ん
と
歩
き
た
か
っ
た
し
」

「
そ
う
言
う
と
思
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
通
知
確
認
し
て
ま
し
た
」

　
私
は
ド
ヤ
顔
で
言
っ
た
。

「
さ
す
が
ミ
ン
ス
タ
！
」

　
バ
ナ
の
素
直
な
賞
賛
に
、
自
分
か
ら
主
張
し
て
お
き
な
が
ら
、
照
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
駅
の
ロ
ッ
カ
ー
に
荷
物
を
預
け
、
ア
ポ
ロ
歴
史
資
料
館
ま
で
中
を
歩
い
て
行
く
こ
と
に
し
た
。
道
は
、（
月
の
砂
の
お

土
産
）、（
月
面
で
着
る
服
）、（
月
で
育
て
た
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
飲
食
店
）、（
人
気
の
月
コ
ス
メ
）
な
ど
、
い
か
に
も
な

広
告
を
掲
げ
た
商
業
施
設
で
溢
れ
て
い
た
。
そ
う
い
え
ば
、
道
往
く
人
た
ち
跳
ね
方
や
歩
き
方
が
ど
こ
と
な
く
ぎ
こ
ち
な

い
。
観
光
客
が
多
い
の
だ
ろ
う
。

　
最
初
の
目
的
地
、
ア
ポ
ロ
歴
史
資
料
館
に
つ
い
た
。
観
光
客
が
よ
く
来
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
入
り
口
が
と
て
も
大
き
く
、

大
勢
の
人
が
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
人
の
流
れ
に
沿
っ
て
中
に
入
り
、
あ
ら
か
じ
め
買
っ
て
い
た
チ
ケ
ッ
ト
を
提
示
す
る
。
中
は
荘
厳
な
雰
囲
気
で
、
ア
ポ

ロ
時
代
の
月
面
開
発
の
機
材
の
レ
プ
リ
カ
達
が
主
に
大
き
く
飾
っ
て
あ
り
、
近
く
に
説
明
文
の
リ
ン
ク
が
添
え
ら
れ
て
い

た
。

(3)
月
面
で
最
初
に
育
て
ら
れ
る
植
物
の

候
補
に
イ
ネ
（
米
）
と
大
豆
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
レ
シ
ピ
に

は
馴
染
み
が
あ
る
も
の
が
多
い
。
納
豆

も
月
面
最
初
期
か
ら
あ
る
の
で
、
月
面

３
世
で
あ
る
ミ
ン
ス
タ
に
と
っ
て
は
幼

少
期
か
ら
食
べ
て
い
る
、
抵
抗
の
な
い

食
べ
物
で
あ
る
。

　
肉
を
使
っ
て
い
な
い
豆
腐
ハ
ン
バ
ー

グ
。
よ
く
食
べ
ら
れ
る
。

(4)
街
路
樹
に
水
を
上
げ
る
た
め
と
、
環

境
変
化
の
た
め
に
、
内
部
通
路
に
は
ラ

ン
ダ
ム
で
た
ま
に
雨
が
降
る
（
一
応
天

気
予
報
な
ら
ぬ
、
天
気
通
知
は
さ
れ

る
）。
雨
は
自
然
発
生
で
は
な
く
、
擬

似
的
に
再
現
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

雲
が
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
天
気
雨

み
た
い
な
感
じ
。
雨
が
嫌
な
人
は
そ
の

日
は
傘
を
差
さ
ず
、
外
の
月
面
の
道
を

通
っ
て
い
る
。「
天
気
雨
」
や
「
ど
ん

よ
り
と
し
た
空
模
様
」、
ま
た
「
い
い

天
気
」
な
ど
天
気
に
関
す
る
言
葉
は
薄

れ
て
き
て
い
る
。

(5)
中
通
路
：
歩
行
者
用
。
自
転
車
の
よ

う
な
も
の
も
通
行
可
能
。

外
（
月
面
）：
車
や
バ
ス
な
ど
通
れ
る
。

　
通
路
幅
の
問
題
も
あ
る
が
、
分
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
安
全
面
で
も
い
い

効
果
を
出
し
て
い
る
。

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)
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「
す
ご
い
、
よ
く
こ
ん
な
機
材
で
月
面
に
こ
れ
た
ね
、
昔
の
人
は
…
…
」

　
バ
ナ
が
驚
愕
し
た
様
子
で
呟
く
。

「
今
だ
っ
た
ら
、
高
校
生
で
も
も
う
少
し
マ
シ
な
も
の
を
作
り
そ
う
だ
も
ん
ね
」

　
実
際
に
見
る
と
、
宇
宙
船
の
貧
弱
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
原
始
的
な
見
た
目
と
複
雑
な
機
器
の
数
々
は
、

昔
の
人
の
工
夫
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
少
し
感
動
し
た
。

　
一
通
り
資
料
館
を
見
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
資
料
館
の
隣
の
ア
ポ
ロ11

号
の
旗
を
見
に
行
く
。

「
野
晒
し
の
割
に
随
分
と
綺
麗
だ
ね
」

「
こ
れ
は
レ
プ
リ
カ
ら
し
い
よ
。11

号
の
や
つ
だ
け
着
陸
船
の
近
く
に
立
て
す
ぎ
て
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
と
か
な

ん
と
か
」

「
な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ
こ
れ
か
ら
見
に
い
く......

な
ん
だ
っ
け16

号
の
旗
？
と
比
較
す
る
の
が
楽
し
み
だ
ね
」

　
私
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
。180

年
ほ
ど
立
ち
続
け
て
い
る
旗
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
佇
ま
い
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
ア
ポ
ロ16

号
の
旗
が
見
れ
る
施
設
へ
と
地
下
鉄
に
乗
り
、
や
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
は
資
料
館
の
様
な
も
の
は
な
く
、

太
陽
光
な
ど
か
ら
守
る
た
め
の
ガ
ラ
ス
の
巨
大
な
ド
ー
ム
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
、
そ
の
旗
は
あ
っ
た
。

「
あ
れ
、
真
っ
白
だ
ね
」

　
真
っ
白
な
旗
が
、
同
じ
く
白
い
地
面
に
ぽ
つ
ん
と
、
突
き
刺
さ
っ
て
い
た
。

「
な
ん
で
も
、
昔
は
さ
っ
き
み
た
い
に
ア
メ
リ
カ
の
国
旗
が
描
い
て
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
風
化
し
て
真
っ
白
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
だ
っ
て
」

「
な
ん
と
」

 

　
旗
の
周
り
の
道
を
ぐ
る
り
と
周
り
な
が
ら
見
る
。
知
識
と
し
て
は
、
旗
が
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
が
、

実
際
に
見
る
と
、
や
は
り
違
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
ド
ー
ム
の
先
ま
で
、
果
て
し
な
く
続
く
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
白
の
地
面
に
、

ボ
ロ
ボ
ロ
で
く
た
び
れ
た
様
子
で
孤
独
に
、
だ
が
力
強
く
刺
さ
っ
て
い
る
。
た
だ
の
白
の
旗
だ
し
、
も
っ
と
フ
ラ
ッ
ト
な

(6)
セ
レ
ネ
は
地
球
や
火
星
か
ら
観
光
に

来
る
人
が
多
い
の
で
、
観
光
者
向
け
の

施
設
が
並
ん
で
い
る
。

(7)
ア
ポ
ロ
１
１
号
が
着
陸
し
た
場
所
の

近
く
の
資
料
館
で
あ
り
、
ア
ポ
ロ
時
代

の
月
面
開
発
の
み
こ
こ
で
は
展
示
さ
れ

て
い
る
。
説
明
パ
ネ
ル
な
ど
は
な
く
、

自
分
の
デ
バ
イ
ス
で
読
み
込
め
る
リ
ン

ク
が
あ
り
、
そ
れ
を
読
み
込
む
と
目
の

前
に
表
示
さ
れ
る
。
リ
ン
ク
は
こ
こ
で

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

(8)
放
射
線
、
紫
外
線
、
隕
石
な
ど
を
防

ぐ
た
め
に
ド
ー
ム
で
旗
は
覆
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
当
時
の
様
子
を
な
る
べ

く
残
す
た
め
、
透
明
度
が
高
い
ガ
ラ
ス

で
、
広
く
空
間
を
覆
っ
て
い
る
。

(9)
ア
ポ
ロ
時
代
の
旗
は
、6

本
中
１
本

を
除
い
て
全
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
な
く
な
っ
て
い
る1

本
は
、
文
中
に
も
出
て
き
た
ア
ポ
ロ

11

号
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
旗
は

月
に
は
大
気
が
な
い
た
め
退
色
し
て
し

(8)

(9)
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ま
っ
て
い
る
。

(10)
チ
ケ
ッ
ト
は
見
せ
る
の
で
は
な
く
、

ETC

カ
ー
ド
の
様
に
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ

る
だ
け
で
反
応
す
る
。
よ
っ
て
受
付
の

様
な
も
の
は
な
い
。

(11)
自
分
の
好
き
な
食
べ
物
を
フ
ー
ド
３

D
P

に
よ
り
プ
リ
ン
ト
し
て
、
そ
の
材

料
費
に
応
じ
て
料
金
を
払
う
。

　
お
皿
は
摩
擦
が
地
球
の1/6

な
の

で
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
素
材
。
自
宅
に
は

家
の
フ
ー
ド
３D

P

で
出
力
出
来
る
最

大
サ
イ
ズ
が
ち
ょ
う
ど
入
る
お
皿
が
重

宝
す
る
の
で
、
多
い
。

(12)
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
る
人
が
多
い
た

め
、
な
か
な
か
全
部
は
埋
ま
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
は
観
光
都

市
に
あ
る
た
め
、
生
身
の
観
光
客
が
大

勢
来
る
。
そ
の
た
め
、
観
客
席
も
通
常

の
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り
大
き
い
。

(13)
ア
バ
タ
ー
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、

地
球
や
火
星
か
ら
も
参
加
で
き
る
。
ア

バ
タ
ー
は
身
長
・
体
格
・
体
重
が
個
別

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
性
能
的
な
問
題
は
な
い
と
言
っ
て

い
い
。
他
の
惑
星
で
プ
レ
イ
す
る
時
、

例
え
ば
地
球
で
月
の
試
合
に
参
加
す
る

印
象
を
受
け
る
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
違
っ
た
。
こ
れ
が
旅
の
醍
醐
味
と
も
言
え
る
感
覚
だ
ろ
う
。

　
バ
ナ
も
ぐ
る
ぐ
る
と
旗
を
周
り
、
跳
ん
だ
り
し
ゃ
が
ん
だ
り
し
な
が
ら
見
て
い
た
。
こ
の
旗
が
次
の
彫
刻
作
品
に
影
響

を
与
え
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
う
思
い
な
が
ら
、私
も
あ
た
り
の
人
が
何
回
も
入
れ
替
わ
る
ほ
ど
、じ
っ
く
り
眺
め
た
。

「
旗
、
す
ご
か
っ
た
ね
。
思
っ
た
よ
り
」

「
わ
か
る
。
あ
の
雰
囲
気
は
想
定
し
て
な
か
っ
た
。
衝
撃
を
受
け
た
よ
。
ラ
ー
メ
ン
よ
り
白
ご
は
ん
を
モ
チ
ー
フ
で
作
り

た
く
な
る
く
ら
い
」

　
バ
ナ
が
独
特
な
感
想
を
述
べ
る
中
、
今
私
た
ち
は
次
の
目
的
地
で
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
今
日
は
こ

こ
で
テ
ニ
ス
の
試
合
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
観
戦
へ
と
来
た
の
だ
。

　
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
、
通
路
脇
の
売
店
で
食
べ
物
を
プ
リ
ン
ト
し
て
も
ら
う
。
私
は
半
分
焼
き
そ
ば
で
半

分
パ
ス
タ
の
キ
メ
ラ
を
プ
リ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
。
一
方
バ
ナ
は
な
に
や
ら
真
っ
白
な
も
の
を
印
刷
し
て
も
ら
っ
た
様
で

あ
る
。

「
な
に
そ
れ
」

　
私
が
聞
く
。

「
真
っ
白
な
ラ
ー
メ
ン
だ
よ
。
今
は
白
の
気
分
だ
っ
た
か
ら
！
」

「
ど
う
い
う
…
…
」

　
さ
っ
き
の
白
い
旗
が
変
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
あ
本
人
が
満
足
そ
う
な
の
で
、
あ
ま
り
突
っ
込
ま
な
い
で
お
く
。

　
昼
ご
飯
を
片
手
に
自
分
の
席
に
着
席
す
る
。
観
光
客
が
多
い
か
ら
か
、
席
は
も
の
す
ご
く
埋
ま
っ
て
い
る
。
中
央
に
は

巨
大
な
コ
ー
ト
が
一
つ
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
選
手
が
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
し
に
出
て
き
た
。

「
今
日
の
試
合
は
地
球
ラ
ン
ク20

位
と
月
ラ
ン
ク32

位
の
人
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
ら
し
い
よ
」
私
が
さ
っ
き
デ

バ
イ
ス
で
確
認
し
た
情
報
を
言
う
。「
同
じ
テ
ニ
ス
と
言
え
ど
、
月
と
地
球
じ
ゃ
全
く
別
の
ス
ポ
ー
ツ
に
な
る
か
ら
公
式

な
試
合
と
か
は
な
い
ら
し
い
ん
だ
け
ど
、
た
ま
に
交
流
も
兼
ね
て
こ
う
い
う
試
合
が
行
わ
れ
る
み
た
い
。
ち
な
み
に
地
球

(10)

(11)

(12)
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の
人
は
ア
バ
タ
ー
使
う
ら
し
い
よ
」

「
同
じ
テ
ニ
ス
っ
て
名
前
な
の
に
違
う
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
お
も
し
ろ
い
ね
」

　
バ
ナ
が
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

　
い
よ
い
よ
試
合
が
始
ま
っ
た
。
序
盤
は
通
称
地
球
の
人
ア
ー
ル
が
、
通
称
月
の
人
ヴ
ン
を
コ
ー
ト
の
左
右
に
振
り
、

20m

ほ
ど
あ
る
コ
ー
ト
を
行
っ
た
り
来
た
り
飛
び
回
ら
せ
続
け
、
試
合
を
支
配
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
セ
ッ
ト
取
っ

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
２
セ
ッ
ト
目
の
中
盤
か
ら
ヴ
ン
が
得
意
の
ボ
レ
ー
で
ペ
ー
ス
を
掴
み
、
そ
の
ま
ま2.3

セ
ッ
ト

を
取
っ
て
勝
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
会
場
は
逆
転
劇
に
沸
き
立
っ
て
い
た
。

「
い
や
ー
、
い
い
試
合
で
し
た
ね
ー
！
」

　
隣
で
観
戦
し
て
い
た
お
姉
さ
ん
が
話
し
か
け
て
き
た
。
月
に
し
て
は
ふ
わ
り
と
し
た
服
に
身
を
包
み
、
元
気
に
、
だ
が

ゆ
る
っ
と
話
す
お
姉
さ
ん
は
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
と
言
っ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。

「
そ
う
で
し
た
ね
！
初
め
て
テ
ニ
ス
の
試
合
を
見
に
き
た
ん
で
す
け
ど
、
お
姉
さ
ん
よ
く
来
る
ん
で
す
か
？
」

　
急
に
話
し
か
け
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
戸
惑
い
も
せ
ず
バ
ナ
が
答
え
た
。

「
地
球
の
テ
ニ
ス
の
試
合
は
た
ま
に
見
に
行
く
ん
で
す
よ
。」
お
姉
さ
ん
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
付
け
加
え
る
。「
あ
、
私

数
日
前
に
地
球
か
ら
こ
こ
に
観
光
に
来
た
、
シ
キ
と
言
い
ま
す
」

「
バ
ナ
で
す
」

「
ミ
ン
ス
タ
で
す
。
普
段
は
ア
ル
テ
ミ
ス
に
住
ん
で
い
て
、
私
た
ち
も
観
光
で
す
」

「
そ
う
な
ん
で
す
ね
ー
。
ア
ル
テ
ミ
ス
、
今
回
は
行
か
な
い
け
ど
次
回
行
き
た
い
で
す
ね
ー
。
今
回
が
初
月
旅
行
な
ん
で

す
よ
！
」

　
シ
キ
は
楽
し
げ
に
答
え
る
。

「
そ
れ
は
回
り
切
れ
ま
せ
ん
ね
」バ
ナ
が
微
笑
み
な
が
ら
答
え
た
。「
私
た
ち
逆
に
月
以
外
行
っ
た
こ
と
な
い
よ
ね
。
地
球
、

火
星
ま
で
は
行
か
な
く
と
も
、
月
軌
道
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
地
球
軌
道
く
ら
い
は
行
っ
て
み
た
い
か
も
ね
」

時
は
、VR

ゴ
ー
グ
ル
の
様
な
も
の
を

つ
け
、1/6G

に
な
る
専
用
の
器
具
を

つ
け
行
う
。
球
を
打
っ
た
感
覚
な
ど
は

セ
ン
サ
ー
に
よ
り
手
に
伝
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
異
な
る
重
力
に
よ
る
ア
バ

タ
ー
や
球
の
挙
動
の
違
い
に
普
段
か
ら

触
れ
て
い
る
か
は
大
き
く
、
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
で
も
、
何
か
月
も
前
か

ら
調
整
し
な
け
れ
ば
ま
と
も
に
試
合
に

も
な
ら
な
い
。

(14)
球
が
地
球
よ
り
も
落
ち
に
く
い
の

で
、
調
整
が
必
要
。
例
え
ば
ロ
ブ
は
地

球
と
同
じ
よ
う
に
打
つ
と
と
ん
で
も
な

く
高
く
上
が
っ
て
し
ま
う
し
、
ド
ラ
イ

ブ
も
よ
り
強
く
か
け
な
い
と
下
に
落
ち

な
い
。
バ
ウ
ン
ド
も
高
く
な
る
（
一
応

地
球
よ
り
弾
み
に
く
い
ボ
ー
ル
を
使
う

が
）
の
で
、
皆
ラ
イ
ジ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト

（
ボ
ー
ル
が
上
が
っ
て
き
て
る
時
に
打

つ
こ
と
）
を
多
用
す
る
。
あ
ま
り
球
が

落
ち
な
い
の
と
、
ジ
ャ
ン
プ
に
よ
り
一

歩
で
よ
り
遠
く
ま
で
行
け
る
の
で
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
も
地
球
よ
り
広
く
な
っ
て

い
る
。

(15)
月
で
は
跳
ん
で
移
動
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
フ
ワ
ッ
と
し
た
生
地
の
服
や

ブ
ラ
ブ
ラ
と
長
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
い

ち
い
ち
浮
い
て
し
ま
っ
て
不
便
な
の

で
、
あ
ま
り
付
け
る
人
が
い
な
い
。

(13)

(14)

(15)

(16) 第
９
話
後
編

旅
行
２　

観
光
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(16)
地
球
軌
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
月
軌
道

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
化
し
て
い

る
。

(17)
玄
武
岩
質
の
月
の
海
と
呼
ば
れ
る
場

所
に
採
石
場
は
建
設
さ
れ
る
。「
海
の

玄
武
岩
に
は
構
成
鉱
物
と
し
て
、
平
均

的
な
質
量
比
で
（
月
で
の
主
要
な
鉱
石

で
あ
る
）
斜
長
石
が
４
割
、
輝
石
が
４

割
、
か
ん
ら
ん
石
が
１
割
、
チ
タ
ン
鉄

鉱
が
１
割
入
っ
て
い
る
。（
佐
伯
和
人

著
：
月
は
す
ご
い
）」
こ
れ
ら
か
ら
、

鉄
や
チ
タ
ン
、
ケ
イ
素
、
酸
素
、
水
素
、

ヘ
リ
ウ
ム
３
な
ど
様
々
な
資
源
が
回
収

で
き
る
。

(18)
騒
音
な
ど
は
な
い
が
、
砂
塵
が
舞
う

た
め
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
と
こ
ろ
に
工

場
地
帯
は
あ
る
。

(19)
工
場
地
帯
は
外
で
作
業
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
つ

な
が
っ
た
様
な
街
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
地
下
鉄
か
ら
地
上
に

出
る
と
少
し
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
地
上
に

あ
り
、
大
量
の
エ
ア
ロ
ッ
ク
が
接
続
さ

れ
て
い
る
。
要
所
要
所
に
モ
ジ
ュ
ー
ル

が
点
々
と
し
て
い
て
、
地
下
で
繋
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

「
い
い
か
も
。
今
度
の
旅
行
の
候
補
だ
ね
」

　
そ
ん
な
た
わ
い
の
な
い
話
を
い
く
つ
か
繰
り
返
し
、
シ
キ
と
は
別
れ
た
。
彼
女
の
跳
び
方
は
、
数
日
滞
在
し
て
る
割
に

は
未
だ
に
ぎ
こ
ち
な
く
見
え
た
が
、
も
し
か
し
て
あ
れ
は
ス
キ
ッ
プ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
な
ん
だ

か
微
笑
ま
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
最
後
に
ま
た
少
し
地
下
鉄
で
移
動
し
て
、
採
石
場
の
工
場
見
学
に
向
か
う
。
こ
の
辺
り
は
採
掘
場
や
製
錬
所
な
ど
が
あ

る
工
場
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
働
い
て
い
る
人
の
他
は
、
そ
れ
こ
そ
私
た
ち
の
よ
う
に
工
場
見
学
に
来
る
人
以
外

は
、
こ
こ
に
は
来
な
い
。

　
地
下
鉄
か
ら
地
上
に
出
て
、
さ
ら
に
す
ぐ
外
服
に
着
替
え
て
エ
ア
ロ
ッ
ク
を
出
る
。

　
自
然
に
出
来
た
白
い
滑
ら
か
な
大
地
が
、
カ
ク
カ
ク
と
直
線
に
削
ら
れ
、
急
に
穴
が
空
い
た
様
に
な
っ
て
い
る
。
人
間

が
作
っ
た
ク
レ
ー
タ
ー
は
随
分
と
角
張
っ
た
も
の
だ
、
と
思
っ
た
。

　
今
は
採
掘
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
練
り
歩
い
て
い
く
。

「
す
ご
い
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
石
が
あ
る
…
…
。
私
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
…
…
」

　
バ
ナ
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
隣
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
こ
で
な
ら
、
す
ぐ
そ
ば
に

材
料
が
あ
る
か
ら
無
限
に
彫
刻
が
で
き
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
バ
ナ
が
こ
こ
で
次
々
と
変
な
食
べ
物
の
彫
刻
を
作
っ

て
い
き
、
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
く
の
を
想
像
し
た
ら
笑
え
た
。

（
…
…
！
）

　
大
き
な
岩
が
削
ら
れ
た
。

　（
ボ
コ
ッ
）
や
（
コ
ロ
コ
ロ
）
と
い
う
様
な
石
を
削
り
機
械
が
運
ぶ
音
が
今
に
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
が
、
当
然
空
気

が
な
い
の
で
何
も
聞
こ
え
な
い
。
空
気
が
あ
る
地
球
だ
と
、
ど
ん
な
音
が
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
バ
ナ
は
い
つ
の
間
に
か
ひ
と
り
で
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
今
日
一
番
楽
し
そ
う
だ
。

(17)

(18)

(19)(20)
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「
最
高
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ま
た
来
よ
う
」

　バ
ナ
が
満
足
げ
に
言
っ
た
。
採
掘
場
を
一
通
り
見
終
え
、
私
た
ち
は
今
近
く
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
内
の
お
土
産
売
り
場
に
い

る
。

「
わ
、
こ
れ
綺
麗
。
買
っ
て
こ
う
か
な
」

　私
は
か
ん
ら
ん
石
で
で
き
た
リ
ン
グ
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ほ
ん
と
だ
綺
麗
ー
。
ミ
ン
ス
タ
に
似
合
い
そ
う
！
」

　バ
ナ
が
褒
め
て
く
れ
た
。
し
か
し
最
近
こ
う
い
っ
た
小
物
を
つ
い
つ
い
た
く
さ
ん
買
い
が
ち
で
あ
っ
た
の
で
、
ぐ
っ
と

堪
え
、
一
旦
考
え
る
こ
と
に
し
た
。

　店
内
を
巡
る
。
ぐ
る
っ
と
一
周
見
て
、
さ
て
何
を
買
お
う
か
、
あ
の
リ
ン
グ
を
買
お
う
か
と
迷
っ
て
い
た
。
す
る
と
、

気
づ
い
た
ら
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
っ
た
バ
ナ
が
何
か
を
買
っ
て
き
て
い
た
。

「
何
買
っ
た
の
？
」

　私
が
尋
ね
る
と
、
バ
ナ
は
袋
か
ら
さ
っ
き
迷
っ
て
い
た
か
ん
ら
ん
石
の
リ
ン
グ
を
取
り
出
し
、
私
に
渡
し
た
。

「
旅
行
一
緒
に
来
て
く
れ
た
お
礼
！
し
か
も
私
の
好
き
そ
う
な
と
こ
ば
っ
か
！
」

「
え
、
そ
ん
な
、
い
い
の
に
」

「
い
い
か
ら
い
い
か
ら
！
」

　あ
り
が
た
く
受
け
取
っ
た
。
こ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
」

　バ
ナ
は
笑
っ
た
。

「
さ
て
！
帰
っ
た
ら
ま
た
モ
リ
モ
リ
作
り
ま
す
よ
！
」

　彼
女
の
瞳
は
、
こ
の
か
ん
ら
ん
石
の
よ
う
に
輝
き
初
め
て
い
た
。

(20)
採
掘
場
で
石
を
削
る
音
や
機
械
の
騒

音
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
的
外

れ
な
小
さ
い
音
を
想
像
し
て
い
る
。
地

球
な
ら
ば
例
え
ば(

ゴ
リ
ゴ
リ)

や(

ガ

シ
ャ
ン
ガ
シ
ャ
ン)

と
聞
こ
え
る
だ
ろ

う
。

(21)
か
ん
ら
ん
石
：
黄
緑
色
で
ガ
ラ
ス
光

沢
が
あ
る
。
ペ
リ
ド
ッ
ト
と
い
う
宝
石

に
な
っ
た
り
も
す
る
。

(21)
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(1)
重
力
は
約6

分
の1

と
な
る
の

で
、
月
で
は
約2

メ
ー
ト
ル70

セ

ン
チ
ま
で
ジ
ャ
ン
プ
で
き
ま
す
（
地

球
で50cm

跳
べ
る
と
仮
定
す
る

と

）。（https://nazology.net/
archives/88006

）

(2)
こ
の
世
界
の
動
画
に
も
一
応
広
告
は

あ
る
。
た
だ
し
、
広
告
に
勝
手
に
切
り

替
わ
る
こ
と
は
な
く
、
音
声
も
な
く
、

そ
っ
と
画
面
の
隅
に
添
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
さ
り
げ
な
く
、
厚
か
ま
し
く

な
い
広
告
が
、
逆
に
購
買
意
欲
を
高
め

る
と
い
う
。
気
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

サ
イ
ト
に
飛
べ
る
。
広
告
の
履
歴
一
覧

も
あ
り
、
逃
し
て
も
遡
れ
る
。

(3)
露
天
風
呂
と
い
っ
て
も
外
に
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
内
部
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
の

だ
が
、
上
半
分
が
ガ
ラ
ス
に
な
っ
て
い

た
り
し
て
、
外
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
普
通
は
円
筒
の
中
に
増
築

す
る
の
だ
が
、
円
筒
の
外
に
増
築
し
、

宇
宙
服
で
風
呂
へ
と
向
か
う
こ
と
か
ら

露
天
風
呂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
マ
ジ
ッ

ク
ミ
ラ
ー
の
様
に
な
っ
て
お
り
外
か
ら

は
ほ
ぼ
完
全
に
見
え
な
い
様
に
な
っ
て

い
る
。

(4)
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ン
屋
、
ワ
イ

ン
工
房
、
葡
萄
農
園
、
オ
リ
ー
ブ
農
園
、

̶
̶

自
宅
で
至
福
の
ひ
と
時
を
。
露
天
風
呂
モ
ジ
ュ
ー
ル
発
売
中......

「
…
…
欲
し
い
！
！
」

　ミ
ン
ス
タ
が
び
っ
く
り
し
て2m

く
ら
い
飛
び
跳
ね
た
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
広
告
に
そ
の
一
文
を
発
見
し
た
時
、
私
は
思

わ
ず
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。

「
な
、
な
に
？
！
」

　ミ
ン
ス
タ
が
戸
惑
っ
て
い
る
。

「
ア
ル
テ
ミ
ス
っ
て
湯
船
に
入
る
文
化
な
い
か
ら
、
シ
ャ
ワ
ー
し
か
な
い
じ
ゃ
ん
こ
の
家
？
湯
船
欲
し
い
な
ー
っ
て
ず
っ

と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
ね
！
」

「
そ
っ
か
、
ツ
ク
ヨ
ミ
村
は
湯
船
に
入
る
人
多
い
も
ん
ね
」

　ミ
ン
ス
タ
が
イ
ナ
ゴ
を
つ
ま
み
な
が
ら
、
答
え
た
。

「
し
か
も
露
天
風
呂
っ
て
！
最
高
だ
ろ
う
な
〜
」

　ど
こ
ま
で
も
続
く
白
い
地
上
と
黒
い
宇
宙
、
そ
こ
に
浮
か
ぶ
青
い
地
球
を
眺
め
な
が
ら
の
入
浴
な
ん
て
さ
ぞ
か
し
良
い

も
の
だ
ろ
う
。

「
ふ
ー
ん
。
そ
ん
な
に
い
い
も
の
か
ね
？
湯
船
っ
て
」

　そ
ん
な
こ
と
を
言
い
つ
つ
も
、
ミ
ン
ス
タ
は
さ
っ
き
の
広
告
に
遡
り
、
リ
ン
ク
を
踏
ん
で
い
た
。

「
な
る
ほ
ど
ね
〜
。
た
し
か
に
な
か
な
か
良
さ
そ
う
。」

　早
く
も
ミ
ン
ス
タ
は
ち
ょ
っ
と
乗
り
気
に
な
っ
て
い
る
様
だ
っ
た
。
も
う
一
押
し
だ
。

「
湯
船
で
地
球
を
見
な
が
ら
、ワ
イ
ン
と
バ
ケ
ッ
ト
と
ブ
ラ
ッ
ク
オ
リ
ー
ブ
の
パ
テ
な
ん
か
食
べ
た
ら
、最
高
だ
ろ
う
な
〜
」

(2)

(3)

(1)

(4)
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ど
う
だ
？
ミ
ン
ス
タ
の
顔
を
ち
ら
っ
と
見
る
。

「
う
…
…
魅
惑
的
だ
。
負
け
た
よ
。
増
築
し
よ
う
。
う
ち
ま
だ
拡
張
で
き
る
余
地
あ
る
し
ね
」

「
や
っ
た
ね
！
」

　
私
は
早
速
購
入
す
る
た
め
に
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
画
面
を
露
天
風
呂
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
サ
イ
ト
に
変
え
た
。

̶
̶

球
形
、
上
半
分
の
窓
に
よ
り
大
パ
ノ
ラ
マ
を

̶
̶

楕
円
形
、
ス
リ
ッ
ト
窓
か
ら
上
品
な
眺
め
を

̶
̶

正20

面
体
、
６
つ
の
三
角
窓
か
ら
お
し
ゃ
れ
な
見
方
を

̶
̶

円
筒
形
横
方
、
横
半
分
が
ガ
ラ
ス
の
浮
遊
感
を

　
同
じ
露
天
風
呂
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
も
、
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。

「
こ
ん
な
に
種
類
あ
る
ん
だ
ね
。
ど
れ
に
し
よ
う
か
」

　
ミ
ン
ス
タ
が
ソ
フ
ァ
の
隣
に
腰
掛
け
て
き
た
。

「
球
形
は
無
難
そ
う
だ
け
ど
、
楕
円
形
の
ス
リ
ッ
ト
窓
も
惹
か
れ
る
な
あ
」

「
円
筒
形
の
も
楽
し
そ
う
！
」

「
楽
し
そ
う
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
怖
そ
う
だ
な
あ
」

　2

人
で
あ
れ
こ
れ
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
、
注
文
し
た
。

　
数
日
後
、1

人
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
外
玄
関
か
ら
訪
ね
て
き
た
。
手
元
の
デ
バ
イ
ス
に
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
映
る
。

「
こ
ん
に
ち
は
。
露
天
風
呂
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
お
届
け
に
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
す
ぐ
施
工
に
移
っ
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
？
」

「
あ
、
お
願
い
し
ま
す
ー
！
」

「
わ
か
り
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
ご
注
文
い
た
だ
い
た
通
り
の
場
所
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？
よ
ろ
し
け
れ
ば
こ
の
ま

ま
家
の
中
で
お
寛
ぎ
く
だ
さ
い
。1

時
間
も
し
な
い
で
終
わ
り
ま
す
の
で
」

小
麦
畑
、
小
麦
粉
工
場
な
ど
が
あ
る
。

(5)
放
射
線
遮
蔽
効
果
の
あ
る
ガ
ラ
ス
を

使
用
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
に
も
長
時

間
い
る
と
さ
す
が
に
線
量
が
蓄
積
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
。
　
長
風

呂
す
る
く
ら
い
は
何
も
問
題
な
い
。

　
ガ
ラ
ス
の
補
足
：
放
射
線
遮
蔽
効
果

の
他
に
、
太
陽
の
光/

熱
を
ほ
と
ん
ど

反
射
、
隕
石
を
防
ぐ
た
め
に
強
度
の
高

い
ガ
ラ
ス
が
３
重
に
、
さ
ら
に
熱
に
よ

る
膨
張
収
縮
を
防
ぐ
た
め
水
の
パ
イ
プ

が
フ
レ
ー
ム
に
仕
込
ま
れ
て
い
る
。

　
テ
ン
ト
の
よ
う
な
外
出
先
で
簡
易
的

に
膨
ら
ま
せ
て
広
げ
て
、
宇
宙
服
を
脱

い
で
過
ご
せ
る
ツ
ー
ル
を
み
ん
な
持
参

し
て
い
て
も
面
白
い
。

(5)
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そ
う
言
う
と
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
家
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

「
露
天
風
呂
モ
ジ
ュ
ー
ル
き
た
？
」

　
ミ
ン
ス
タ
が
下
の
方
か
ら
顔
を
出
し
て
き
た
。

「
う
ん
！
す
ぐ
施
工
す
る
っ
て
」

　
家
の
中
か
ら
は
少
し
遠
く
て
ほ
と
ん
ど
見
え
な
か
っ
た
。
き
っ
と
今
頃
水
道
も
通
し
終
わ
っ
て
、
仕
上
げ
に
入
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

ポ
ン
ッ

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
デ
バ
イ
ス
に
工
事
完
了
を
告
げ
る
通
知
が
来
た
。

「
も
う
入
れ
る
ら
し
い
よ
！
早
速
行
っ
て
み
よ
う
！
」

　
ミ
ン
ス
タ
と
と
も
に
外
服
に
着
替
え
外
玄
関
か
ら
出
る
。
歩
い
て
い
く
と
、
次
第
に
球
形
の
露
天
風
呂
モ
ジ
ュ
ー
ル
が

大
き
く
な
り
、
同
時
に
私
た
ち
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

「
お
お
！
す
ご
い
。
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
る
！
実
際
見
る
と
思
っ
た
よ
り
大
き
い
ね
」

　
ミ
ン
ス
タ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
た
表
情
で
頷
き
、
言
っ
た
。

「
そ
う
だ
ね
、
早
速
お
湯
貯
め
て
昼
夜
に
入
っ
て
み
よ
う
！
」

　
そ
の
日
の
昼
夜
、
ご
飯
を
食
べ
た
後
風
呂
へ
と
向
か
う
。
手
に
は
お
酒
と
お
つ
ま
み
を
持
ち
な
が
ら
。

　
露
天
風
呂
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
着
く
と
、
ま
ず
宇
宙
服
を
脱
ぎ
、
さ
ら
に
服
を
脱
ぐ
。
何
も
か
も
を
脱
ぎ
捨
て
、
更
衣
室
の

端
に
あ
る
梯
子
を
上
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
は
湯
船
の
真
ん
中
だ
っ
た
。

　
中
は
、2

人
で
入
っ
て
も
ま
だ
余
裕
が
あ
る
広
さ
だ
っ
た
。
湯
船
に
寝
転
び
、
肩
ま
で
浸
か
る
。
正
面
に
は
大
き
な
地

球
と
太
陽
が
輝
い
て
い
る
。

「
地
球
を
見
な
が
ら
の
お
風
呂
は
や
っ
ぱ
り
最
高
ー
」

「
こ
れ
は
…
…
作
っ
て
よ
か
っ
た
わ
…
…
」

(6)
湯
船
を
た
め
る
た
め
の
水
道
は
地
下

を
通
っ
て
家
か
ら
引
い
て
い
る
。

(7)
昼
は
明
る
い
時
、
夜
は
暗
い
時
を
示

す
の
で
、
ご
飯
と
同
じ
よ
う
に
、
昼
の

時
は
、
朝
：
昼
：
晩
＝
朝
：
昼
：
昼
夜

（
ひ
る
よ
）、
夜
の
時
は
、
朝
：
昼
：
晩

＝
夜
朝
（
よ
あ
さ
）：
夜
昼
（
よ
ひ
る
）：

夜
と
呼
ぶ
。

(8)
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
実
現
す

る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
作
り
に
な
っ
て

い
る
。

(9)F=

ρVg

（F

：
浮
力
、
ρ
：
水
の

密
度
、V

：
物
体
の
体
積
、g

：
重
力

加
速
度
）
よ
り
、
重
力
加
速
度
が1/6

の
月
で
は
、浮
力
も1/6

に
な
る
。よ
っ

て
、
月
で
は
、
湯
船
に
浸
か
っ
た
時
、

地
球
よ
り
体
が
軽
く
は
感
じ
な
く
な

る
。
浮
力
が
あ
ま
り
利
用
で
き
な
い
の

で
、
浅
め
で
寄
り
か
か
る
よ
う
な
姿
勢

が
月
で
の
基
本
入
浴
姿
勢
と
な
る
。
も

ち
ろ
ん
深
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

(6)

(7)

(8)

(9)
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　ミ
ン
ス
タ
も
恍
惚
と
し
た
表
情
で
、
露
天
風
呂
を
堪
能
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
ワ
イ
ン
を
ち
び
ち
び
飲
み
な
が
ら
、

地
球
を
見
つ
め
続
け
る
。
地
球
は
見
る
た
び
に
違
う
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
か
ら
、
本
当
に
飽
き
な
い
。

　し
ば
ら
く
す
る
と
、
不
意
に
暗
く
な
る
。
太
陽
が
地
球
の
裏
に
隠
れ
た
の
だ
。

「
お
、
日
食
。
日
食
風
呂
も
い
い
も
ん
だ
ね
」

　さ
っ
き
ま
で
は
青
く
輝
い
て
い
た
地
球
が
、
黒
く
、
後
光
に
よ
り
怪
し
く
光
り
始
め
た
。

　暗
く
な
っ
た
の
で
、目
線
を
地
球
の
方
か
ら
上
に
向
け
る
と
、さ
っ
き
ま
で
は
光
に
よ
り
う
っ
す
ら
と
し
か
見
え
な
か
っ

た
大
量
の
星
々
が
、
目
の
前
を
覆
い
尽
く
し
た
。

「
こ
れ
も
ま
た
、
い
い
ね
…
…
」

　私
た
ち
は
、
喋
ら
ず
、
お
互
い1

人
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
ん
だ
。

　お
風
呂
か
ら
上
が
り
、
ア
ー
シ
ン
グ
で
ア
イ
ス
を
食
べ
る
。

「
あ
ー
、
最
高
だ
っ
た
。
な
ん
で
も
っ
と
早
く
買
わ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
」

　ミ
ン
ス
タ
が
椅
子
で
と
ろ
け
そ
う
な
格
好
で
座
り
な
が
ら
言
っ
た
。

「
い
や
ー
、
ま
あ
そ
れ
な
り
の
値
段
す
る
し
ね
」

「
あ
れ
、
そ
う
い
え
ば
い
く
ら
だ
っ
た
ん
だ
っ
け
？
」

「
え
っ
と
ね
…
…
」

　そ
う
い
え
ば
ミ
ン
ス
タ
に
値
段
を
見
せ
て
な
か
っ
た
よ
う
な
…
…
。
私
は
デ
バ
イ
ス
の
明
細
を
ミ
ン
ス
タ
に
見
せ
る
。

「
…
…
」

　ミ
ン
ス
タ
が
黙
る
。

「
し
ば
ら
く
は
節
制
し
な
い
と
ね
…
…
」

　お
風
呂
上
が
り
だ
と
言
う
の
に
、
妙
に
寒
か
っ
た
。

　浮
力
が
あ
ま
り
使
え
な
い
の
で
、
立

ち
上
が
る
た
め
の
手
す
り
が
あ
る
。

(10)
ワ
イ
ン
や
お
つ
ま
み
を
置
く
テ
ー
ブ

ル
が
近
く
に
あ
る
。

(11)
月
で
は
太
陽
が
地
球
に
隠
れ
る
日
食

が
見
ら
れ
る
。
太
陽
が
地
球
よ
り
小
さ

く
見
え
る
の
で
、
太
陽
全
体
が
す
っ
ぽ

り
隠
れ
る
。

　　
(12)
ア
イ
ス
が
あ
る
。
ア
イ
ス
は
影
に

な
っ
て
い
る
寒
い
と
こ
ろ
を
利
用
し
て

作
ら
れ
る
。

(11)

(12)

(10)

85

　
目
を
開
け
る
と
二
重
緑
の
天
井
が
視
界
を
覆
い
つ
く
し
た
。
い
つ
も
の
目
覚
め
の
光
景
だ
。

　
も
う
少
し
寝
て
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
振
り
払
い
、
重
い
布
団
を
一
気
に
持
ち
上
げ
、
勢
い
で
ベ
ッ
ド
か
ら
床
に
飛

び
移
る
。
私
の
部
屋
の
床
は
バ
ナ
の
私
室
と
は
違
い
、
物
で
覆
い
つ
く
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
安
全
に
着
地
で
き
た
。

　
私
室
か
ら
出
る
と
、
上
か
ら
太
陽
の
薄
明
か
り
が
差
し
込
ん
で
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
へ
と
す
ぐ
に
向
か
い
、
そ
の
ま
ま

日
課
の
運
動
を
始
め
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
上
半
身
の
筋
ト
レ
な
ど
一
通
り
の
運
動
を
終
え
る
と
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
に
一

つ
上
の
階
へ
と
階
段
を
跳
び
上
が
っ
て
ゆ
く
。

　
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
終
え
、
外
へ
出
る
と
、
目
の
前
の
大
き
め
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
こ
こ
に
飛
び
込
め
と
誘
惑
し
て
き
た
。

シ
ャ
ワ
ー
上
が
り
に
温
ま
っ
て
再
び
薄
ら
眠
く
な
っ
て
い
る
時
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
見
え
る
の
は
、本
当
に
よ
く
な
い
。
朝
、

バ
ナ
が
こ
の
場
所
で
く
た
ば
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
…
…
私
も
た
ま
に
や
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
。

　
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
横
目
に
、
一
つ
上
の
キ
ッ
チ
ン
へ
と
跳
び
上
が
る
。
珈
琲
を
入
れ
る
た
め
に
お
湯
を
沸
か
す
。
お
湯
が

沸
く
ま
で
の
間
に
朝
ご
は
ん
の
材
料
の
フ
ル
ー
ツ
た
ち
を
植
物
室
へ
と
取
り
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

　
梯
子
を
頂
上
ま
で
登
り
、
植
物
室
に
た
ど
り
着
く
と
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
く
太
陽
が
ミ
ン
ス
タ
を
直
接
迎
え
る
。

「
う
っ
…
…
眩
し
い
」

　
一
気
に
目
が
覚
め
視
界
が
開
け
る
。
今
日
も
空
は
黒
々
と
美
し
い
。

　
お
目
当
て
の
柿
と
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
採
り
、
下
に
降
り
る
と
、
ち
ょ
う
ど
お
湯
が
沸
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
保
温

に
し
て
お
く
。
す
ぐ
さ
ま
珈
琲
豆
を
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
に
、
フ
ル
ー
ツ
を
フ
ー
ド
３D

P

へ
と
セ
ッ
ト
す
る
。
設
定
は
と
も

に
い
つ
も
と
同
じ
だ
。

　
珈
琲
を
先
に
入
れ
終
わ
り
、
す
す
り
な
が
ら
朝
食
が
出
来
上
が
る
の
を
待
つ
。
高
速
で
果
物
た
ち
が2

層
に
積
み
重

(1)
二
重
緑(

ふ
た
え
み
ど
り)

と
は
、

古
い
藍
染
め
あ
い
ぞ
め
に
よ
る
色
で

暗
い
青
色
の
こ
と
で
す
。「
二
重
ふ
た

え
」
と
は
色
の
濃
さ
を
表
し
、「
藍

あ
い
」
と
「
黄
蘗
き
は
だ
」
を
染
め

重
ね
た
濃
い
色
合
い
を
意
味
し
て

い
ま
す
。（https://irocore.com

/
futaem

idori/

）

(2)
「
重
い
布
団
」
は
比
喩
表
現
で
も
あ

る
が
、重
力
が
小
さ
い
の
で
、よ
り
ベ
ッ

ド
に
沈
み
込
ん
で
包
ま
れ
て
い
る
感
を

出
す
た
め
に
、
本
当
に
重
い
。

(3)
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（Training

）：

1/6G

に
人
間
の
体
は
ま
だ
適
応
し
て

い
な
い
の
で
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
月
人
は
体
を
鍛
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
や
体
を
大
き
く
使
え
る
広
い
空

間
が
ど
の
家
に
も
あ
る
。

(4)
こ
こ
で
言
う
外
と
は
壁
に
囲
ま
れ
た

水
回
り
部
屋
か
らSS(Silent Space)

に
出
た
こ
と
を
言
う
。

SS(Silent Space)

：
小
さ
な
静
か
に

で
き
る
場
所
。
ぼ
ー
っ
と
し
た
り
、
本

を
読
ん
だ
ま
ま
寝
落
ち
し
た
り
す
る
場

所
。

(5)
異
な
る
植
生
の
植
物
で
も
、
空
調
や

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

第
10
話　

露
天
風
呂

第
11
話　

来
客

3

　
　
　
　プ
ロ
ロ
ー
グ

　西
暦2040

年
ご
ろ
、
第3

次
世
界
大
戦
勃
発
。
情
報
を
断
つ
た
め
、
衛
星
の
打
ち
落
と
し
や
、
宇
宙
か
ら
の
攻
撃
な

ど
、
戦
争
は
宇
宙
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
皮
肉
に
も
軍
事
利
用
の
た
め
宇
宙
開
発
が
急
速
に
進
み
、
月
に

容
易
に
行
け
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

　西
暦2050

年
ご
ろ
戦
争
は
明
け
た
が
、
地
球
軌
道
上
を
飛
び
交
う
兵
器
は
未
だ
数
多
く
あ
り
、
地
球
上
は
安
全
で
は

な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
平
和
の
象
徴
、
も
と
い
地
球
軌
道
上
の
人
工
衛
星
の
抑
止
力
と
し
て
、
月
面
に
第
三
者
抑
止

力
的
多
民
族
都
市
国
家
を
世
界
中
の
民
間
企
業
が
中
心
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　西
暦2060

年
、
月
面
に
都
市
が
で
き
始
め
、
宇
宙
飛
行
士
で
は
な
い
一
般
人
も
月
面
都
市
へ
の
移
住
受
け
入
れ
が
開

始
さ
れ
た
。
当
初
は
一
体
ど
れ
だ
け
の
人
が
月
に
移
住
す
る
の
か
と
思
わ
れ
た
が
、
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
動
機
に
よ
り

月
面
移
住
に
大
勢
の
人
が
志
願
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
静
け
さ
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
地
球
は
音
で
満
ち
溢
れ
て

い
た
。
未
だ
各
地
で
起
こ
る
小
さ
な
戦
争
・
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
増
加
の
た
び
に
大
騒
ぎ
す
る
ニ
ュ
ー
ス
・
独
特

の
不
快
な
音
を
垂
れ
流
すEV

車
・
動
画
サ
イ
ト
で
本
編
よ
り
長
い
広
告
・
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
喚
き
散
ら
す
老
人
。
技

術
の
発
展
と
と
も
に
日
々
増
加
し
て
い
く
「
音
」
に
人
々
は
う
ん
ざ
り
し
始
め
、
そ
し
て
月
に
「
静
け
さ
」
を
求
め
次
々

と
移
住
し
て
い
っ
た
。
後
に
、
そ
の
思
想
は
月
世
界
の
文
化
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　月
日
は
流
れ
、
西
暦2150

年
現
在
。
月
面
は
い
く
つ
か100

万
人
規
模
の
都
市
が
で
き
、
火
星
に
も
定
住
者
が
で

き
て
久
し
く
、
地
球
は
月
以
上
に
更
な
る
発
展
を
遂
げ
た
頃
、
月
面
南
極
都
市
郊
外
の
家
で
一
緒
に
暮
ら
す
、
月
生
ま
れ

月
育
ち
の2

人
の
女
性
が
い
た
。

(1)
地
球
の
多
民
族
に
よ
り
月
国
家
は
形

成
さ
れ
る
が
、人
類
の
生
存
圏
が
地
球
・

月
・
火
星
と
広
が
っ
た
た
め
、月
内
（
地

球
内
、
火
星
内
）
で
の
争
い
は
ほ
ぼ
な

く
、
星
間
で
の
対
立
構
造
が
目
立
ち
始

め
た
。

(2)
静
け
さ
を
正
義
と
す
る
文
化
。
も
ち

ろ
ん
月
面
が
静
か
な
の
は
真
空
だ
か
ら

で
あ
り
、
人
間
が
暮
ら
す
空
気
が
あ
る

と
こ
ろ
は
音
が
す
る
の
だ
が
、
こ
の
文

化
の
お
か
げ
で
月
面
都
市
は
地
球
よ
り

は
る
か
に
静
か
で
あ
る
。

(1)

(2)

高さデータを元に敷地をモデリングし、光造形３DP で印刷した。

その模型を、1年間の実際の太陽の角度で光を当て、その当たり

具合から対象敷地と都市計画の検討の参考にした。



ク
ッ
シ
ョ
ン
を
横
目
に
、

一
つ
上
の
キ
ッ
チ
ン
へ
と

跳
び
上
が
る
。
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目
を
開
け
る
と
二
重
緑
の
天
井
が
視
界
を
覆
い
つ
く
し
た
。
い
つ
も
の
目
覚
め
の
光
景
だ
。

　
も
う
少
し
寝
て
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
振
り
払
い
、
重
い
布
団
を
一
気
に
持
ち
上
げ
、
勢
い
で
ベ
ッ
ド
か
ら
床
に
飛

び
移
る
。
私
の
部
屋
の
床
は
バ
ナ
の
私
室
と
は
違
い
、
物
で
覆
い
つ
く
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
安
全
に
着
地
で
き
た
。

　
私
室
か
ら
出
る
と
、
上
か
ら
太
陽
の
薄
明
か
り
が
差
し
込
ん
で
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
へ
と
す
ぐ
に
向
か
い
、
そ
の
ま
ま

日
課
の
運
動
を
始
め
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
上
半
身
の
筋
ト
レ
な
ど
一
通
り
の
運
動
を
終
え
る
と
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
に
一

つ
上
の
階
へ
と
階
段
を
跳
び
上
が
っ
て
ゆ
く
。

　
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
終
え
、
外
へ
出
る
と
、
目
の
前
の
大
き
め
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
こ
こ
に
飛
び
込
め
と
誘
惑
し
て
き
た
。

シ
ャ
ワ
ー
上
が
り
に
温
ま
っ
て
再
び
薄
ら
眠
く
な
っ
て
い
る
時
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
見
え
る
の
は
、本
当
に
よ
く
な
い
。
朝
、

バ
ナ
が
こ
の
場
所
で
く
た
ば
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
…
…
私
も
た
ま
に
や
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
。

　
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
横
目
に
、
一
つ
上
の
キ
ッ
チ
ン
へ
と
跳
び
上
が
る
。
珈
琲
を
入
れ
る
た
め
に
お
湯
を
沸
か
す
。
お
湯
が

沸
く
ま
で
の
間
に
朝
ご
は
ん
の
材
料
の
フ
ル
ー
ツ
た
ち
を
植
物
室
へ
と
取
り
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

　
梯
子
を
頂
上
ま
で
登
り
、
植
物
室
に
た
ど
り
着
く
と
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
く
太
陽
が
ミ
ン
ス
タ
を
直
接
迎
え
る
。

「
う
っ
…
…
眩
し
い
」

　
一
気
に
目
が
覚
め
視
界
が
開
け
る
。
今
日
も
空
は
黒
々
と
美
し
い
。

　
お
目
当
て
の
柿
と
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
採
り
、
下
に
降
り
る
と
、
ち
ょ
う
ど
お
湯
が
沸
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
保
温

に
し
て
お
く
。
す
ぐ
さ
ま
珈
琲
豆
を
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
に
、
フ
ル
ー
ツ
を
フ
ー
ド
３DP

へ
と
セ
ッ
ト
す
る
。
設
定
は
と
も

に
い
つ
も
と
同
じ
だ
。

　
珈
琲
を
先
に
入
れ
終
わ
り
、
す
す
り
な
が
ら
朝
食
が
出
来
上
が
る
の
を
待
つ
。
高
速
で
果
物
た
ち
が2

層
に
積
み
重

(1)
二
重
緑(

ふ
た
え
み
ど
り)

と
は
、

古
い
藍
染
め
あ
い
ぞ
め
に
よ
る
色
で

暗
い
青
色
の
こ
と
で
す
。「
二
重
ふ
た

え
」
と
は
色
の
濃
さ
を
表
し
、「
藍

あ
い
」
と
「
黄
蘗
き
は
だ
」
を
染
め

重
ね
た
濃
い
色
合
い
を
意
味
し
て

い
ま
す
。（https://irocore.com

/
futaem

idori/

）

(2)
「
重
い
布
団
」
は
比
喩
表
現
で
も
あ

る
が
、重
力
が
小
さ
い
の
で
、よ
り
ベ
ッ

ド
に
沈
み
込
ん
で
包
ま
れ
て
い
る
感
を

出
す
た
め
に
、
本
当
に
重
い
。

(3)
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（Training

）：

1/6G

に
人
間
の
体
は
ま
だ
適
応
し
て

い
な
い
の
で
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
月
人
は
体
を
鍛
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
や
体
を
大
き
く
使
え
る
広
い
空

間
が
ど
の
家
に
も
あ
る
。

(4)
こ
こ
で
言
う
外
と
は
壁
に
囲
ま
れ
た

水
回
り
部
屋
か
らSS(Silent Space)

に
出
た
こ
と
を
言
う
。

SS(Silent Space)

：
小
さ
な
静
か
に

で
き
る
場
所
。
ぼ
ー
っ
と
し
た
り
、
本

を
読
ん
だ
ま
ま
寝
落
ち
し
た
り
す
る
場

所
。

(5)
異
な
る
植
生
の
植
物
で
も
、
空
調
や

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

Episode 11.

来客

設
計

スタディの様子抜粋

小
説
と
、
ス
ケ
ッ
チ
、
模
型
、
モ
デ
リ
ン
グ
と
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
設
計
を
進
め
て
い
く
。
具
体
的
な
設
計
と
執
筆
の
進
め
方
は
、

以
下
の
よ
う
に
進
め
て
い
っ
た
。

01

：
リ
サ
ー
チ
を
踏
ま
え
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
適
宜
調
べ
な
が
ら
小
説
を
書
く
。
こ
の
際
、
薄
ら
と
ど
の
よ
う
な
建
築
空
間
に
す

る
か
を
思
い
描
き
な
が
ら
書
く
。

02

：
思
い
描
い
て
い
た
空
間
を
ス
ケ
ッ
チ
等
を
用
い
な
が
ら
空
間
化
し
て
い
く
。
こ
の
時
、
小
説
の
解
釈
を
変
え
な
が
ら
ス
タ
デ
ィ
を
続

け
て
い
く
。
例
え
ば
自
宅
は
大
き
な
一
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
の
か
、
小
さ
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ

れ
検
討
す
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

03

：
01
と
02
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
建
築
と
小
説
の
調
整
を
し
、
そ
れ
を
小
説
の
10
話
ま
で
続
け
て
い
く
。
な
お
、
こ
の
時
に
上
記

の
敷
地
の
図
等
も
作
り
な
が
ら
調
整
し
て
い
る
。

04

：
建
築
と
小
説
が
10
話
ま
で
完
成
し
た
時
点
で
最
終
11
話
を
書
く
。
11
話
は
こ
ど
も
が
「
２
人
の
住
宅
」
に
遊
び
に
来
る
話
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
一
度
フ
ラ
ッ
ト
な
目
で
見
て
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
建
築
を
遊
び
倒
す
か
と
い
う
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
執
筆
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
建
築
の
空
間
性
と
小
説

（敷
地
条
件
）
の
世
界
観
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

最
終
調
整
を
す
る
。

ミンスタ

　私室

水回り

A

A’

■
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ブ
ル
構
造
の
躯
体
と
３D

P

に
よ
る
外
皮

・
月
の
地
形
に
馴
染
む
よ
う
な
な
だ
ら
か
な
曲
面
の
外
皮
。
こ

の
曲
面
は
、
カ
テ
ナ
リ
ー
曲
線
に
基
づ
い
て
構
造
的
に
安
定
し

て
い
る
。

・
３D

P

は
、
積
層
痕
が
ほ
ぼ
見
え
な
く
な
っ
て
お
り
、
か
つ
ど
ん
な
地
形
で
も
あ

ら
ゆ
る
形
に
迅
速
に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
中
空
の
空
間
の
印
刷

時
に
は
、
月
の
砂
で
で
き
た
サ
ポ
ー
ト
材
を
使
う
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
ト
材
が
地
面

に
還
り
、
廃
棄
物
に
な
ら
な
い
。

・
躯
体
は
内
外
の
気
圧
差
に
強
い
円
筒

形
。
今
の
技
術
を
応
用
し
て
、
よ
り
大

型
で
、
か
つ
備
え
付
け
の
ス
ラ
ブ
や
家
具

も
一
緒
に
膨
ら
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

膨
ら
ん
だ
後
に
中
の
硬
化
剤
が
固
ま
る

こ
と
で
、
強
い
躯
体
と
な
る
。
こ
の
硬

化
剤
は
あ
る
薬
品
と
混
ぜ
る
と
柔
ら
か

く
な
る
性
質
を
持
つ
の
で
、
解
体
時
は

軟
化
さ
せ
、
萎
ま
せ
る
こ
と
で
簡
単
に

解
体
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
球
の
方
向
に
大
き
く
開
い
た
窓

・
敷
地
の
月
南
極
で
は
、
太

陽
光
は
ほ
ぼ
真
横
か
ら
１
年

の
う
ち
約7

0

〜8
0
%

ほ
ど
の

期
間
差
し
て
い
る
。
下
に
円

筒
の
躯
体
に
よ
り
下
に
行
く

ほ
ど
光
が
弱
く
な
る
よ
う
に

設
計
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
朝

は
円
筒
の
下
の
方
の
暗
い
と

こ
ろ
で
起
き
、
昼
は
明
る
い

上
へと
行
き
、
夜
は
ま
た
暗

い
下
に
行
く
と
い
う
、
生
活

リ
ズ
ム
の
中
で
い
る
場
所
を

自
ら
変
え
る
。
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1FL=GL=±0

2FL=GL+1250

RFL=GL+6950

最高高さ =GL+8210

3FL=GL+3800

B1FL=GL-3250

B2FL=GL-6500

B3FL=GL-9750

最低高さ =GL-10050

インフレータブル躯体 ：

内壁仕上げ：3DPにより細かな凹凸をつけた樹脂系素材

下地：3DPによる。内壁仕上げと連続で、光造形３DPのように初期層の硬化時間を長くすることで定着率を上げる

膜材：伸縮性・耐久性等あるが、よれない樹脂系素材

構造材：断熱性と強度を担保する樹脂系素材。月震や風、地盤の考慮はしなくてよいので、土圧に耐えれるよう
にすることで基礎の役割も果たす。発砲硬化剤で膨らんだ後固まる。この硬化剤はある薬品と混ぜると柔らか
くなる性質を持つので、解体時は軟化させ、萎ませることで簡単に解体することができる。

構造材
空洞：質量軽減のためにインフレータブル膜の中は充填率50~80%程

膜材
外壁仕上げ：放射線遮蔽効果と万が一微小隕石が当たっても壊れないように高い耐久性を持つ。

床 ：

天井 ：

フローリング調の強い衝撃が加わったとき
だけ柔らかくなる樹脂製メタマテリアル

二重緑色漆喰調塗装

３DP 外皮 ：

「月レゴリス＋樹脂＋氷」や「エアロゲル＋繊維」、樹
脂あるいはポリマー複合材料などでできた材料を厚
み300mm、充填率10～50％程度でプリントする。両
端の厚み合計600mmで放射線遮蔽性、隕石防護性
などを担保する。中の空隙はアイソグリッド構造がス
ペースフレーム的に展開されていたり、ハニカム構
造になっていたりする

Cross section 1Cross section 1

中通路へ



バ
ナ
も
気
づ
い
た
よ
う
で
、

「あ
、
あ
の
子
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
！
」

と
面
白
そ
う
に
言
った
。

リ
オ
は
家
の
上
に
い
た
の
だ
。

「た
だ
い
ま
ー
ー
ー
」

噂
を
す
れ
ば
帰
って
き
た
よ
う
だ
。

い
き
な
り
１
階
の
ア
ー
シ
ン
グ
か
ら

円
筒
の
真
ん
中
の
床
が
な
い
方
へ
と

勢
い
よ
く
飛
び
降
り
た
。
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ね
ら
れ
て
い
く
。
寿
司
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
最
近
の
朝
食
の
お
気
に
入
り
だ
。
一
口
で
ち
び
ち
び
と
食
べ
れ
る
の
が
何
よ
り

朝
に
向
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
果
物
寿
司
が
で
き
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー
と
と
も
に
ア
ー
シ
ン
グ
へ
と
ふ
わ
り
と
跳
び
上
が
る
。

　
地
球
を
目
の
前
に
し
て
座
り
、
今
日
も
バ
ナ
が
い
な
い
の
で
、
孤
独
な
静
け
さ
を
堪
能
す
る
。
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
飽
き

て
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
バ
ナ
は
今
ツ
ク
ヨ
ミ
村
へ
と
帰
省
し
て
い
る
。
ア
ル
テ
ミ
ス
に
遊
び
に
来
た
い
と
言
っ
て
い
る
甥
っ
子
を
迎
え
に
数
日

前
に
出
て
い
っ
た
の
だ
が
、
今
日
帰
っ
て
く
る
予
定
だ
。

「
た
だ
い
ま
ー
ー
ー
」

　
噂
を
す
れ
ば
帰
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
…
…
し
か
し
、
お
か
し
い
。
甥
っ
子
も
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、1

人
分
の
声
し
か

聞
こ
え
な
か
っ
た
よ
う
な
…
…
。そ
う
思
っ
て
い
る
と
、ふ
っ
と
視
界
に
小
さ
な
影
が
高
く
駆
け
跳
ん
で
く
る
様
子
が
映
っ

た
。

(

初
め
ま
し
て
ミ
ン
ス
タ
さ
ん
リ
オ
で
す
！)

　
空
中
で
子
供
特
有
の
全
身
を
使
っ
た
手
話
で
、
リ
オ
は
自
己
紹
介
し
た
。

　
私
は
見
慣
れ
な
い
挨
拶
の
仕
方
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
手
話
で
、（
こ
ん
に
ち
は
リ
オ
く
ん
。
同
居
人
の
ミ
ン
ス
タ
で
す
）

と
返
し
た
。

「
や
っ
と
着
い
た
ー
。
リ
オ
、
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
し
た
？
」

　
バ
ナ
が
力
な
く
ふ
わ
ふ
わ
跳
び
な
が
ら
外
玄
関
か
ら
顔
を
出
し
た
。

「
一
番
」（
最
初
に
）「
あ
い
さ
つ
」（
し
た
よ
！
！
）

　
リ
オ
が
言
葉
と
手
話
を
混
ぜ
な
が
ら
や
や
不
満
げ
に
答
え
た
。最
近
の
子
た
ち
は
あ
ま
り
話
さ
な
い
と
聞
い
て
い
た
が
、

こ
う
い
う
会
話
の
仕
方
を
す
る
の
か
、
と
年
寄
り
み
た
い
な
感
想
を
抱
い
た
。

（
す
ご
い
な
あ
、
こ
の
家
！
す
ご
い
）「
広
い
！
」（
探
検
し
て
き
て
い
い
？
）

　
リ
オ
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞
い
て
く
る
の
で
、
私
は
「
い
い
よ
」
と
微
笑
み
な
が
ら
言
っ
た
。

品
種
改
良
の
お
か
げ
で
同
じ
場
所
で
簡

単
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

(6)
フ
ー
ド
３DP

に
そ
の
ま
ま
セ
ッ
ト

す
る
だ
け
で
、
洗
浄
や
皮
む
き
な
ど
の

下
処
理
を
し
て
３DP

に
使
え
る
材
料

に
処
理
し
て
く
れ
、
そ
の
後
印
刷
さ
れ

る
ま
で
自
動
で
や
っ
て
く
れ
る
。

(7)
珈
琲
豆
の
粒
度
と
フ
ー
ド
３DP

で

ど
の
よ
う
に
印
刷
す
る
か
の
設
定
。

フ
ー
ド
３DP

は
、
ど
の
よ
う
な
食
材

で
も
対
応
で
き
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
登

録
で
き
る
。

(8)
跳
ん
だ
ほ
う
が
楽
な
の
で
、
ず
る
ず

る
と
足
を
引
き
ず
る
の
で
な
く
、
ふ
わ

ふ
わ
と
跳
ん
で
い
る
。

(9)
「
」
が
発
し
て
い
る
言
葉
で
、（
）

が
手
話
。
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
は
特
に

言
葉
を
発
し
が
ち
。
女
子
高
生
と
か
は

多
分
簡
略
式
の
高
速
手
話
と
短
い
言
葉

と
パ
ネ
ル
に
映
る
文
字
を
ミ
ッ
ク
ス
し

て
使
っ
て
る
。

(10)
ツ
ク
ヨ
ミ
村
の
家
は
ア
ル
テ
ミ
ス
の

家
の
よ
う
に
縦
に
細
長
く
、
広
い
わ
け

で
は
な
い
。

(8)

(9)(10)
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リ
オ
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
い
き
な
り
１
階
の
ア
ー
シ
ン
グ
か
ら
円
筒
の
真
ん
中
の
床
が
な
い
方
へ
と
勢
い
よ
く
飛
び
降

り
た
。

「
え
っ
？
！
ち
ょ
っ
と
！
！
大
丈
夫
？
！
？
！
」

　
私
が
驚
い
て
思
わ
ず
大
声
を
出
し
て
下
を
覗
く
と
、
地
下
３
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
あ
た
り
か
ら
、「
大
丈
夫
！
」
と

一
言
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
た
。

「
な
ん
で
も
最
近
の
子
は
足
に
ジ
ャ
ン
プ
力
と
着
地
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
補
助
具
み
た
い
な
も
ん
を
つ
け
て
る
ら

し
い
よ
。
流
行
っ
て
る
ん
だ
っ
て
」

　
バ
ナ
が
椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
苦
笑
い
で
伝
え
て
き
た
。

　
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
最
初
の
挨
拶
の
時
も
や
た
ら
と
高
く
跳
べ
る
も
の
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
か
、
と
少
し
納
得
が
い
っ
た
。

　
リ
オ
は
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
最
中
で
も
、
近
く
の
梯
子
に
跳
び
上
が
っ
た
り
降
り
た
り
、
キ
ッ
チ
ン
ま
で
一
気
に
跳

び
上
っ
た
り
、
食
糧
庫
ま
で
梯
子
を
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
す
っ
飛
ば
し
な
が
ら
上
っ
た
り
し
、
最
後
に
は
そ
こ
か
ら
真
ん
中

の
穴
を
大
き
く
飛
び
越
え
ア
ー
シ
ン
グ
に
い
る
私
た
ち
の
目
の
前
へ
と
戻
っ
て
き
た
。

（
す
ご
い
）「
楽
し
い
！
」（
外
も
行
っ
て
き
て
い
い
？
）

「
い
い
よ
〜
。
あ
ん
ま
り
遠
く
ま
で
は
行
か
な
い
で
ね
」

　
バ
ナ
が
ふ
に
ゃ
っ
と
答
え
る
。
バ
ナ
が
こ
こ
ま
で
疲
れ
て
い
る
の
は
、
長
い
旅
路
の
せ
い
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
わ
ん

ぱ
く
な
リ
オ
と
と
も
に
来
た
か
ら
だ
ろ
う
な
と
な
ん
と
な
く
察
し
た
。

　
リ
オ
は
外
服
を
着
こ
み
、
あ
っ
と
い
う
間
に
さ
っ
き
入
っ
て
き
た
ば
っ
か
り
の
外
玄
関
を
出
る
と
、
ヴ
ォ
イ
デ
ィ
ン
グ

を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
ひ
と
し
き
り
物
色
し
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
へ
と
消
え
て
い
っ
た
。

「
…
…
遠
く
ま
で
行
か
な
い
で
っ
て
い
う
の
、
無
理
な
話
か
も
ね
。」

　
な
ん
だ
か
私
も
も
う
疲
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

(11)
重
力
が1/6G

く
ら
い
な
の
で
、
地

球
で
言
う
と
だ
い
た
い
本
屋
の
本
棚
か

ら
飛
び
降
り
た
く
ら
い
の
衝
撃
の
は

ず
。
普
通
だ
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
痛
い
。

(12)
ヴ
ォ
イ
デ
ィ
ン
グ
（Voiding

）：
外

皮(

地
球
で
言
う
と
こ
ろ
の
屋
根
の
役

割
の
構
造
体)

に
覆
わ
れ
た
空
間
で
、

隕
石
や
放
射
線
に
よ
る
影
響
を
気
に
し

な
く
て
よ
い
長
期
滞
在
向
け
の
空
間
で

あ
る
こ
と
か
ら
、外
で
あ
り
な
が
ら「
宇

(11)

(12)
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「
遅
い
ね
」

　し
ば
ら
く
経
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
、
少
し
心
配
に
な
っ
て
き
た
。

「
ち
ょ
っ
と
探
し
に
行
っ
て
こ
よ
う
か
」
そ
う
私
が
言
う
と
、「
私
も
行
く
よ
」
と
バ
ナ
も
重
い
腰
を
上
げ
た
。

　外
に
出
て
、
ま
ず
ヴ
ォ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
停
め
て
あ
る
ロ
ー
バ
ー
の
後
ろ
と
、
縁
の
柱
の
影
を
探
す
。
い
な
い
。

　あ
た
り
を
ぐ
る
り
と
見
回
し
て
み
る
が
、
見
え
る
の
は
レ
ゴ
リ
ス
色
の
地
面
と
ぽ
つ
ぽ
つ
見
え
る
建
物
だ
け
で
あ
る
。

「
露
天
風
呂
の
方
か
な
？
」

　バ
ナ
が
そ
う
い
う
の
で
向
か
っ
て
み
る
。
し
か
し
、
ぱ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
、
い
な
い
。
一
応
モ
ジ
ュ
ー
ル
内
も
確
認
す

る
が
、
や
は
り
い
な
か
っ
た
。

「
ど
こ
に
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
他
の
人
の
家
と
か
か
な
…
…
？
」

「
う
ー
ん
、
あ
り
え
な
く
は
な
い
け
ど
…
…
。
あ
と
は
中
通
路
に
行
っ
た
と
か
か
な
」

「
そ
っ
ち
の
方
が
あ
り
そ
う
。
い
っ
た
ん
戻
っ
て
中
に
行
こ
う
か
」

　そ
う
言
っ
て
振
り
返
る
と
、
家
の
上
の
方
で
動
く
影
が
見
え
た
。

「
ん
？
あ
れ
っ
て
…
…
」

　私
が
そ
う
言
う
と
、
バ
ナ
も
気
づ
い
た
よ
う
で
、「
あ
、
あ
の
子
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
！
」
と
面
白
そ
う
に
言
っ
た
。
リ

オ
は
家
の
上
に
い
た
の
だ
。

　私
た
ち
が
近
づ
い
て
い
く
と
、
リ
オ
も
気
づ
い
た
よ
う
で
、
私
た
ち
に
手
を
振
っ
た
。

（
バ
ナ
ち
ゃ
ん
！
ミ
ン
ス
タ
さ
ん
！
い
い
場
所
見
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
お
い
で
よ
！
）

「
だ
っ
て
。
ど
う
す
る
？
ミ
ン
ス
タ
」

　バ
ナ
が
笑
い
な
が
ら
聞
い
て
く
る
。

「
あ
ん
な
と
こ
ろ
上
っ
た
こ
と
な
い
よ
。
ど
う
や
っ
て
い
く
の
？
」

　私
が
聞
く
と
、（
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
だ
っ
て
ー
！
）
と
バ
ナ
が
リ
オ
に
聞
い
た
。

（
僕
は
柱
の
方
か
ら
上
っ
た
け
ど
、
後
ろ
の
方
回
る
と
上
り
や
す
く
な
っ
て
る
よ
！
）

宙
服
を
着
る
家
の
中
」の
認
識
の
空
間
。

そ
の
た
め
、
庭
の
よ
う
な
ベ
ラ
ン
ダ
の

よ
う
な
リ
ビ
ン
グ
の
よ
う
な
空
間
で
あ

る
が
、
例
え
ば
今
回
は
工
房
を
設
け
て

い
る
な
ど
、
一
室
の
機
能
が
入
る
こ
と

も
多
い
。

(13)
レ
ゴ
リ
ス
：
月
面
の
細
か
い
砂

(14)
宇
宙
服
同
士
で
の
無
線
通
信
に
よ
っ

て
会
話
し
て
い
る
。

(13)

(14)
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「
そ
、そ
の
話
は
し
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
…
…
さ
て
！
長
く
居
れ
る
よ
う
に
ま
ず
は
ツ
ク
ヨ
ミ
村
に
向
か
っ

て
る
最
中
の
話
か
ら
し
ま
す
か
！
ま
ず
初
日
に
家
を
出
た
後
…
…
」

「
ず
る
い
話
そ
ら
し
た
！
」

つ
づ
く
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　リ
オ
が
ま
る
で
こ
の
家
の
こ
と
を
も
う
熟
知
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
す
ぐ
に
答
え
た
。

（
わ
か
っ
た
！
後
ろ
の
方
か
ら
行
く
よ
！
）

　バ
ナ
が
そ
う
返
事
を
し
、
上
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　家
の
後
ろ
の
方
は
斜
面
の
上
の
方
と
な
っ
て
お
り
、
家
の
外
皮
の
上
の
方
が
月
面
と
近
く
な
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
こ

こ
か
ら
な
ら
正
面
よ
り
上
り
や
す
そ
う
で
、
実
際
そ
こ
ま
で
苦
も
無
く
上
る
こ
と
が
で
き
た
。

　上
が
っ
た
後
、
リ
オ
の
方
ま
で
行
く
と
、
リ
オ
は
外
皮
の
採
光
用
窓
の
縁
に
座
っ
て
い
た
。

（
こ
こ
、
気
に
入
っ
た
！
高
い
し
、
い
い
感
じ
！
）

　私
た
ち
も
リ
オ
に
倣
っ
て
窓
の
縁
に
腰
掛
け
て
み
る
。
た
し
か
に
、〈
い
い
感
じ
〉
だ
っ
た
。
家
の
上
で
、
月
面
か
ら

離
れ
て
い
る
お
か
げ
か
、
普
段
よ
り
俯
瞰
し
て
景
色
を
眺
め
ら
れ
た
。

　静
か
な
動
か
な
い
砂
の
月
面
。

　月
面
に
擬
態
し
、
注
意
深
く
見
る
と
見
え
る
家
々
。

　真
っ
黒
な
宇
宙
。

　白
く
輝
く
太
陽
と
星
た
ち
。

　そ
れ
ら
の
要
素
を
最
も
良
い
バ
ラ
ン
ス
で
配
合
し
て
眺
め
ら
れ
る
場
所
な
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
う
ち
に
ま
だ
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
な
ん
て
ね
」

　思
わ
ず
つ
ぶ
や
く
と
、
バ
ナ
も
無
言
で
コ
ク
コ
ク
と
頷
き
、
少
し
間
が
開
い
て
か
ら
、「
こ
こ
に
長
く
居
れ
る
口
実
が

欲
し
い
も
ん
だ
ね
」
と
言
っ
た
。

　そ
こ
で
私
が
、

「
そ
う
だ
ね
、
じ
ゃ
あ
ツ
ク
ヨ
ミ
村
で
の
土
産
話
で
も
聞
か
せ
て
よ
。
バ
ナ
、
リ
オ
。」

　と
、
言
う
と
、
バ
ナ
と
リ
オ
は
喜
ん
で
話
し
始
め
た
。

「
い
い
ね
！
ま
ず
私
か
ら
喋
ろ
っ
か
な
ー
」

（
え
ー
！
）「
ず
る
い
！
」（
バ
ナ
ち
ゃ
ん
が
お
う
ち
に
い
る
時
す
ご
い
勘
違
い
し
た
話
か
ら
す
る
！
）

(15)
窓
の
縁
と
言
え
ど
、
歩
け
る
く
ら
い

に
は
広
い
。

(15)

　

休
日
、

　

穏
や
か
な
地
球
模
様
の
良
き
日
に
、

　

私
た
ち
は
静
か
に
盛
り
上
が
る
。


